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プロローグ







　それは、初夏の月明かりもあえかな、深夜二時の出来事だった。

　王都エメルシエードの外れ――庶しよ民みんの多く住まうライラヘッドの、人通りの少ない十六番路地。

　その埃ほこりっぽい石いし畳だたみを、ひたひたと染しみ出だす赤い血が密ひそやかに汚よごしていた。

　血を流しているのは、路地の中央に横たわった死体だった。全身をくまなく切きり裂さかれ、無数の傷口を暗くら闇やみに晒さらしている。

　無む惨ざんな様子の死体の前には、男が一人立っていた。

　平へい凡ぼんな体たい躯くに、庶民じみた装い。

　奇き妙みようなまでに没ぼつ個こ性せい的な殺さつ人じん鬼きである。

　殺人鬼は、刀身が湾わん曲きよくした両りよう刃ばの剣けん――ショーテルを力の限りに振ふるい、倒たおれ伏ふした死体をひたすらになぶり続けていた。

　風切り音を上げて乱らん舞ぶするショーテルは、黄緑色に帯電していた。毒々しい燐りん光こうは暗闇にいくつもの軌き道どうを描えがき出し、飛び散る血しぶきを照らす。

　切り裂かれた死体はすでに元の形を失っていた。闇やみ夜よにこだまする殺人鬼の悲痛な咆ほう哮こうに隠かくれて、粘ねばりを帯びた水音が微かすかに響ひびいている。

　その時、鉄の匂においの立ち込める空間に、白衣を纏まとった男が現れた。

「やあ、こりゃまた。なかなか行ぎよう儀ぎが悪いねえ？」

　見る影かげもない死体のありさまに目を細めた男は、ヤマアラシのように逆立った髪かみをガシガシと掻かくと、大おお股またで殺人鬼に近づいた。

　そして、手に持ったナイフで殺人鬼の首元を切り裂く。

　闇夜に隠れて、新たな鮮せん血けつが飛び散った。同時に一ひと際きわ大きく黄緑の火花が爆はぜ、糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように殺人鬼が事切れた。

　力の抜ぬけたその手から滑すべり落おちたショーテルを、男は身をかがめて大たい儀ぎそうに拾った。

「さてと、これで回収完かん了りよう、と。退たい屈くつな予備実験にはもう飽あきたなあ。でも、そろそろ撒まき餌えも十分だし、頃ころ合あいだろうね」

　独り言を呟つぶやきつつ、白衣のポケットを探さぐって一枚の紙切れを取り出す。

　何かを書きつけると、男はそれを無造作に石畳に放った。

「じゃあ、いつも通りにお手紙フアンレターといこう。――三千年ぶりの新王様に。早く会いたいねえ。焦こがれておかしくなっちゃいそうだ」

　薄うすい唇くちびるに、抑おさえきれないというように笑えみを刷く。

　白衣を翻ひるがえして、黄緑の眸ひとみを持つ男は初夏の闇やみに消えて行った。







１、地獄の三頭犬ケルベロスも食わない







　所は、セント・リーヴル王国の北西、緑深き湖こ畔はんの街バーミリア。

　時刻は、そろそろ小腹も空き始める午後三時――おやつの時間であった。


＊



「ソナ、ニーナちゃん、ごきげんよう。一週間ぶりね」

　魔ま法ほう陣じんに現れたモールチェ・グレイは、丸い瑠る璃り色いろの目を細めてにっこりと笑った。

　夕日のように温かな赤色をしたサイドテールが華きや奢しやなその肩かたでふわりと揺ゆれる。

　いつもながらに、その姿はどう見ても育ちの良さそうな十七歳さいの少女であった。

　数多あまたの魔術言語ロゴスを操った魔ま術じゆつ師しソロモンが使し役えきしたという「ソロモン七十二柱の魔ま神じん」の一人にして、地獄で公こう爵しやくの位を持つグレモリーであるとはとても思えない。

　そして、モールチェの後ろからは、いつものように小こ柄がらな少年が現れた。

　地獄の侯こう爵しやくの位を持つ、ソロモン七十二柱の魔神マルコシアスである。こちらも斜ななめに切られた前まえ髪がみと大きな猫ねこ目がどうにも幼く、肩かた書がきとのギャップが最も早はや清すが々すがしい。

「一週間ぶりです。――えっと、今日もアールグレイとダージリンですか？」

　幻まぼろしの言語であるリーヴル古リンガ・クラシ典言語群カ・リーヴルを研究する言語学者にして、召しよう喚かん師である十六歳の少年ソナ・スタリーは、喫きつ茶さ店てんの店主のような言葉で魔神二人を出で迎むかえた。

　難解極きわまる高等魔術テウルギアである召喚術も、週に一度のペースでやらされるうちに息を吸うのと同じくらい自然にできるようになってしまった。

　何やら自分がどんどん人間離ばなれしてきている気がする今日きようこの頃ごろである。

　その時、後ろからアルトの声がソナを呼んだ。

「……お兄ちゃん、アールグレイのフタあかない」

　振り返かえると、妹のニーナが、ぷるぷると体を震ふるわせながら紅茶缶かんのフタを引っ張っていた。桃もも色いろの唇をきゅうっと噛かみ締しめて、一いつ生しよう懸けん命めいであるのが見て取れる。

「僕ぼくがやるよ」

　紅茶缶を受け取ったソナが頑がん固こなフタに手をかけた時、モールチェが言った。

「待って、待って。それ、開けなくても大だい丈じよう夫ぶなの」

「……はい？」

　時すでに遅おそく、スポンッと小気味よい音で外れたフタを手に、ソナは目を丸くした。

「招集がかかっていましてね。バアル東王元げん帥すいから」

　マルコシアスが、黒いドアノブを近くの壁かべに慣れた手つきで設置する。

　それは目的地と現在地に付けて空間を繋つなぐことができる魔ま道具――空間直結穴トンネルを抜ければであった。開発者はソロモン七十二柱の一人にして、地獄の大公爵たるバアルその人だ。

「そう。バアルおじさまがお茶会に招待してくださっているの。私とマルティーとソナとニーナちゃんを。だから、今日は魔ま王おう宮きゆう殿でんでお茶を飲みましょう」

　そう言うモールチェは浮うかない顔をしていた。所在無げに上着の合わせをいじっている。

「……分かりました、魔王宮殿ですね」

　色々気になりつつも、ソナはとりあえず頷うなずいておいた。

　浮かない顔のモールチェが、黒いベルベットの上着を着ている意味にようやく気づく。グレモリーの正装たるベルベットの上着は、彼かの女じよなりの武装だ。

　魔王宮殿は軽けい薄はく極きわまりないルシファー魔ま王おう閣下の住まいである。前回、モールチェがちょっかいを出されるのを見て、ソナはつい地獄の魔王に喧けん嘩かを売りかけた。

（あの時は、生きた心ここ地ちがしなかったな）

　思い出してぞくぞくしてきたソナは、思わず腕うでをさすった。

　とりたてて恐おそろしくもない（というか、どうしようもない）魔王ではあったが、人間の身で挑いどみたい相手ではない。引きこもりのソナとて、まだ人生に未練はある。

「バアル東王元帥の招集なんですから仕方がないじゃないですか。阿あ呆ほうはまた黙らせておきますから我慢してくださいよ」

　どんよりしているモールチェに向かって、マルコシアスが面めん倒どうくさげに言った。魔王の鳩尾みぞおちに裏うら拳けん一発を叩たたき込んだ功労者の言葉には説得力がある。

「……頼たのむわよ、マルティー。今回はニーナちゃんもいるから特に気をつけなくちゃ。こんなに可愛かわいいのだもの。絶対に手を出してくるわよ、あのタラシ大魔王」

　眉まゆ根ねを寄せて真しん剣けんな調子で言うモールチェを見て、よく分からないままに危機感を持ったらしいニーナが少し不安そうにソナを見上げた。

「大丈夫だよ、ニーナ」

　淡あわいアイスグリーンの、切れ長の目を瞬まばたかせる妹の顔を見て、絶対に手など出させないことを、ソナは兄として決心した。妹を守ることは兄の絶対使命である。

　きりりと引き結ばれた口元も凛り々りしいソナの顔を見て、モールチェが言う。

「ソナ、さすがはお兄ちゃんね。とっても頼もしいわ。……あ、でも、この間みたいに、またピンチになったら私のことも守ってくれるかしら」

　大きな瑠璃色の目を、星でも浮かんでいるかのごとくにきらきらと輝かがやかせる。小首を傾かしげていたずらっぽく訊きくモールチェの笑え顔がおに、ソナは思わず言葉を詰つまらせた。

「……あ、えっと、あの、もちろん、です」

　結局消え入りそうな声で答えたソナを見て、モールチェはころころと嬉うれしそうに笑った。

「マルティーとソナと。優ゆう秀しゆうな騎き士しさんが二人もいれば、阿呆閣下なんか怖こわくないわ。安心していきましょう、ニーナちゃん」

　にっこりと花はな咲さく笑みのモールチェを見て、ニーナは渋しぶ々しぶといった様子で頷いた。

　不意にソナのシャツの袖そでをつかむとせがむようにぐいぐい引っ張る。そして、どうしたのかと視線を向けたソナに、膨れ面つらで囁ささやいた。

「お兄ちゃんのバカ」

（……………………何で？）

　ソナは釈しやく然ぜんとしないまま、首を傾げる。

　その間に、ベルベットの上着の裾すそを翻して、モールチェが空間直結穴トンネルを抜ければを通とおり抜けた。マルコシアス、ニーナが後に続く。

「何をのろのろしてるんですか。締め出しますよ、羽虫召喚師さん」

　最終的に、マルコシアスの底冷えするような声に急せかされ、ソナは慌あわてて地獄へのドアをくぐることになったのだった。


＊
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　白はく亜あの魔王宮殿は、その日も変わらず壮そう麗れいであった。

　チェス盤ばんのごとき大理石の床ゆかと、艶つやめく深しん紅くの絨じゆう毯たん。大小様々なシャンデリアに照らされる豪ごう奢しやなエントランスホールをソナたちが歩いていると、何者かが前から走ってきた。

「……来たわ！」

　一同の間を、緊きん張ちようが走る。瞬しゆん時じに身構えたモールチェがニーナを守るようにぎゅっと抱だき寄よせ、前衛としてマルコシアスとソナがその前に立った。

　艶なまめかしいサキュバスの石せつ膏こう像が立ち並ぶ前方から近づく足音を聞きながら、マルコシアスが手刀を構え、ソナが魔法陣を出すべく右手を前に伸のばす。

　しかし、果たして、ソナたちの前に現れたのは、軽けい薄はくなタラシ大魔王ではなく、よれよれになった魔王宮殿の執しつ事じ長アブドゥバリエフ氏だった。

　その燕えん尾び服ふくはあちこちが千切れ、穴が開いていた。幸さちの薄そうな憂うれい顔がおには痛々しい切り傷が付いている。まさに満まん身しん創そう痍いのありさまであった。

「アブドゥバリエフさんっ？　どうしたの、一体何があったの？」

　力の抜けた手を取っておろおろと尋たずねるモールチェに、息も絶え絶えという調子でアブドゥバリエフ氏は言った。

「――コード・三頭犬ケルベロスですっ！　すでに、バアル大公爵様がっ、対応に、当たられて、ハア、いらっしゃいますが、破は壊かいの程てい度どからしてこのまま収まるとは思えません。何とぞ御ご助じよ力りよくを……うぅっ」

（コード・三頭犬ケルベロス……？）

　苦しげに紡つむがれた謎なぞの符ふ丁ちようにソナは首を傾げた。しかし、ソナに構うことなく会話は進んでいく。

「どこが発生源なの？」

「第三接プライベート・見室テイールームです」

「……ありがとう、行ってくるわ！」

　やり取りの末に、モールチェはベルベットの上着の裾を翻して走り出した。怠だるそうな顔をしたマルコシアスがその後を追う。

　何の説明もなしに廊ろう下かを駆かけ抜ける主従を、ソナはニーナを連れて、首をひねりながら追うことになった。

「あの、コード・三頭犬ケルベロスって……？」

　そう問うと、マルコシアスは煙けぶるような白銀の睫毛まつげをうんざりと揺らして言った。

「犬ケルベロスも食わないってやつですよ。最近はなかったんですがね」

（だから、それはどういう意味なんだっていう……）

　重ねて訊きたいと思ったが、ソナはその言葉を呑のみ込んだ。

　至し極ごく面めん倒どうくさそうに足を運んでいるマルコシアスに睨にらまれても困る。

　そして、真しん紅くの絨毯に足を取られつつ、ようやくソナたちは第三接プライベート・見室テイールームにたどり着いた。

　煌きらびやかな金の縁ふち飾かざりと大きなガラスのシャンデリア――豪ごう奢しや極きわまる室内には、舌をとろかす糖とう蜜みつのように甘やかな声が響いていた。

「ねえ、あなたぁ、サロメって知ってるかしらぁ？　昔々、あるところにすごぉく綺き麗れいでゆーわく的な王女がいたの。でねえ、その子はお堅かたい聖職者のヨハネをどうしても好きになっちゃって、何でも欲ほしい物をあげるよってお父さんに言われたときにね、こう、言ったのよぅ――ヨハネの首が欲しいって」

　研究者の端はしくれたるソナは、聞こえてきた言葉に思わず思し索さくを巡めぐらせた。

（……サロメって、聖書の、ヘロディアの娘むすめか？　でも、何か違ちがうような）

　とりあえず、聖書では、「愛いとしさ余って殺しちゃった」的な猟りよう奇き恋れん愛あい事件ではなかったはずだ。聞いた限りでは戯ぎ曲きよくっぽいが、地獄版アレンジだろうか。

　そんなことを思いつつ、声の主を探してソナが視線を動かした時、耳元を甲かん高だかい風切り音がかすめた。

　次の瞬しゆん間かん、背にしていた壁から恐ろしげな破壊音が上がる。

　振り返ると、背後の白い水面のように滑なめらかな大理石の壁に、人間の顔ほどの大きさの穴が開いていた。

「え……っ？」

　呆ぼう然ぜんとしたまま視線を下ろすと、床に小さなダーツが落ちているのが見えた。

　大きくえぐられた大理石の壁と、ハートの羽根シヤフトが可愛らしい、玩具おもちやのようなダーツをソナは見比べる。

（まさか、これが大穴をえぐったのか……？）

　ソナが半信半疑のままに戦せん慄りつしていた時、再び甘やかな声が紡がれた。

「あらあ、避よけちゃだめよう。だって、あなたは今ダーツボードなのよぉ？」

（……ダーツボード？）

　見つめる先で、長い金の睫毛に縁ふちどられた大きな垂れ目が、ふっくりと艶めく朱しゆ唇しんが、蠱こ惑わくの笑みを描く。

　声の主は、十七歳の魔王妃リリス、リリアンヌ・エウデリーチェ・フィオレミナだった。地じ獄ごく随ずい一いちの美少女を前にしたソナはしかし、美び貌ぼうではなくその指先に釘くぎづけになった。

　なよやかな指の合間には件くだんの可愛らしいダーツが大量に差さし挟はさまれていた。

　こてんと愛くるしく小首を傾げ、唇にダーツを軽く当てながら、リリスは、喉のど元もとが焼けつくように甘あまい声で尋ねる。

「今日はあたしの誕生日。プレゼントが選べないってあなたが言うから、首にダーツボードをかけてあげたのにぃ。避けちゃったら選べないでしょ？　それともサロメを見習って、あたしも情熱的に行くべきかしら？　ねぇ、誕生日のプレゼントに、つれないあなたの首をちょうだいって？」

　その表情は理性をとろかすほどに蠱こ惑わく的てきでありながら、歯の根が合わなくなるほどに恐ろしい。

　怒いかり心頭のリリスが見つめているのは、ソナの立つ場所から数歩離はなれた壁かべ際ぎわだった。

　そこには、くしゃくしゃになった謎の黒い物体――否いや、ズタボロになったルシファー魔王閣下がいらっしゃった。

　その整い過ぎの造作は、恐きよう怖ふで情けない表情のまま固まっていて、タラシ大魔王の勇名が泣いている。

（……ダーツボードって、あれか）

　でんぐり返りかけたルシファーの首には、赤と黒が交こう互ごに並んだ円えん盤ばんがかかっている。そこには金色の文字でびっしりと何かが書かれていた。

　綴つづられた難解な古典語クラシカを、ソナは素す早ばやく読み取った。

　いわく、「血の池地獄の赤バラブラツデイ・ローズで百万本の花束」、「氷地獄で等身大の氷像彫ちよう刻こく」、「恋こい文ぶみ一万枚（手て抜ぬき厳禁）」、「竜りゆう革がわ（赤竜に限る）のハンドバッグ」等々。

（え、何、血の池？　何だか要求難度が恐ろしく高いような……？）

　よく分からないなりに恐怖して、ソナは仁に王おう立ちするリリスをそっと見み遣やった。

「サロメは情熱的だけど、あたし、猟りよう奇き趣しゆ味みなところがちょっと苦手なの。だから、やっぱりダーツでプレゼントを選ぶことにするわあ。――今度は避けないでね、あ・な・たぁ？」

　リリスはあどけなく可か憐れんでありながら、どこか危あやうい魅み力りよくに溢あふれたその魔ま性しようの笑みでもって、ダーツを挟めるだけ挟んだ両手を振り上あげた。

「ソナ、下がって！」

　その瞬間、慌てて駆け寄ってきたモールチェがソナの服の裾を思い切り引っ張った。よろけるソナの腕をしっかりつかんで、空いた片手にアルパカの杖つえを出現させる。

「《嫦娥のヴエイル・面紗オブ・ルナ》！」

　発語と共に淡い橙だいだい色いろの魔力エナジーが吹ふき上がり、防ぼう御ぎよ壁へきが展開された。最強の魔術師ハンバートの攻こう撃げきを退け、崩くずれ落ちる城じよう館かんの瓦が礫れきをも跳はね返した大おお技わざである。

（いや、戦せん闘とうでもないのに、さすがに大げさなんじゃ……）

　しかし、そんなソナの予想に反して、小さなダーツによって引き起こされた爆ばく風ふうは部屋の豪奢な内装をめちゃくちゃに破壊した。

「ひい……っ」

　これぞ魔王妃リリスの面めん目もく躍やく如じよと言うべきか、とソナは惨さん状じように息を呑む。凄すさまじい衝しよう撃げきに圧され、淡い橙色の防御壁にもじりじりとひびが入り始めた。

「ちょっと、あの阿呆閣下、どれだけリリィちゃんを怒おこらせたのよ……っ」

　焦あせったモールチェは、精せい一いつ杯ぱいの魔力エナジーを奮って防御壁の強度を上げた。

　あわやというところで空間を席せつ巻けんした爆風が止やみ、とりあえず事なきを得る。終末の様相を呈ていした光景を目の前にして、ソナはぽつりと呟いた。

「――犬ケルベロスも食わないって……」

　防御壁を解除し、乱れたサイドテールを念入りに整えていたモールチェがあっさりと答える。

「そう。犬も食わない魔王夫妻の夫婦喧嘩――それがコード・三頭犬ケルベロスよ」

（虐ぎやく殺さつの間ま違ちがいじゃないか？）

　ソナは、悪運強くも命拾いしたらしい瓦礫の下のルシファーを眺ながめつつ密かに思った。喧嘩と言うには、桁けたというか、規模というか、ともかく色々違い過ぎる。

　そんなソナをよそに、そろそろ頃合いね、と言ってモールチェが口を開いた。

「リリィちゃん、私よ。モールチェが来たわよ」

　その優やさしげな声に、終末の景色の中で、仁王立ちでにこやかに足元のルシファーを見下ろしていた破壊の権化カーリー女神――否、リリスが振り返った。

　瞬間、広げたその腕からザラザラと大量のダーツが落ちて、床に山を為なす。

「うわあああああああんっ、モールチェ――」

　水すい晶しようのような涙なみだをふりまきながら、十七歳の魔王妃はモールチェの腕の中に飛び込んできた。この上なく甘やかに震えるソプラノで、切々と訴うつたえる。

「アルバが、あたしの誕生日を間違えたのよぉ。浮うわ気き相手とのデートの日取りは絶対間違えないくせにぃ……！　あ、あたしの、誕生日を……ふえ、ふっ。うわああああん」

「まあ……！　誕生日を間違えるなんて、とんだおバカさんもあったものだわ。全くもって信じられないわね」

　話を聞いたモールチェは、しゃくりあげるリリスの髪を撫なでながら言った。

　どう頑がん張ばっても険しさとは無む縁えんの、ほんわかとした造作を懸けん命めいに厳しくして、怒りを表現する。丸く大きな目を瞬いて、ぷんぷんと憤ふん慨がいする様子はなかなか可愛らしくもあった。

（いや、でも、誕生日を間違えただけで、部屋が半はん壊かいって……）

　大だい虐ぎやく殺さつ――もとい、夫婦喧嘩の原因を知ったソナは、華はなやかに気き炎えんを上げる少女たちからそっと目を逸そらした。

　誕生日を間違えるのは大罪であるということだけを心に刻んでおく。乙おと女めの行動原理はかくも難解で、時に過激である。

　そして、ソナが何となく目を逸らした先では、マルコシアスとバアルがその強大な魔力エナジーを駆く使しして、崩れた壁の修復にあたっていた。

　遠目からでもマルコシアスが苛いら々いらと舌打ちしているのが分かる。

（あああ……、最強の呼び声も高い、有翼の魔狼マルコシアスと東王元帥バアルが――……）

　悲しくシュールな光景に、最も早はや、力ない笑いが込み上げてくる。ソナは、魔導書グリモアも知らないであろう地獄のどうしようもない真相を前に、やるせなく棒立ちになっていた。

　その時、不意に、どこからか伸ばされた華奢な両りよう腕うでが、首に巻きついた。

「うわ……っ？」

　モールチェから離れたリリスが、背せ伸のびをして首元にしがみついてきていた。

「アルバが浮気するなら、あたしがしたっていいのよねぇ。ねえ、優しいソナくんは、あたしのこと、慰なぐさめてくれるぅ……？」

　上うわ目め遣づかいの大きなエメラルドグリーンの目が、切なげに潤うるんだその色でもってソナを射すくめる。

「あっ、えぇっと……あの、」

　瑞みず々みずしく赤い唇からできる限りに目をそむけつつ、ソナは慌てた。

　しなやかな肢し体たいを押おしつけられる感覚に、自分の顔が真っ赤になっているのが分かる。

「――ふぅん、かぁわいい」

　さっきまで泣いていたはずのリリスが、その朱唇に艶あでやかな笑みを刷く。甘い声の名な残ごりのように、ほの温かい吐と息いきが首筋をゆるりとくすぐった。

　切なげで愛くるしい泣き顔から一転、理性をとろかす蠱惑の笑顔が咲さき誇ほこる。

　それは、あまりに鮮あざやかな七しち変へん化げであった。「誘ゆう惑わく」を司つかさどる魔神の実力は伊達だてではない。

（完全に手玉に取られてるよ、これ……）

　疎うとい引きこもりであっても、ここまでくれば何が起こっているか分かる。顔を火ほ照てらせたままソナが弱り切ったその時、横からモールチェの声がした。

「リリィちゃん、ソナはダメ！」

（助かった！　って…………あれ？）

　やんわりとリリスをたしなめてくれるのかと思いきや、モールチェはらしくもなく焦った顔で駆け寄ってくると、ソナの右みぎ腕うでにするりと巻きついた。

「……モールチェ、さん？」

　右腕に伝わる、言いようもなく柔やわらかなその感かん触しよくに、ソナは一いつ瞬しゆん息が止まりかけた。思考停止したままで、夕日色の髪が、至近距きよ離りでさらさらと揺れるのを眺める。

「――ソナは、ダメなの」

　ぽそりと呟かれたその言葉に、ソナは心臓が一際大きく脈打つのを感じた。

（そんな態度を取られると、誤解しそうになる）

　肩かた口ぐちに寄せられた可愛らしいつむじを見つめながら、ソナは小さく息を吐はいた。

　モールチェにしてみれば、単に、自らの契けい約やく召しよう喚かん師を、親友リリスの魔性から引ひき戻もどそうというだけのことだろうに。そんな言葉を呟くのは、勘かんぐれと言わんばかりだ。

　しかし、それについて深く考える間もなく、次の瞬間、ソナの左ひだり腕うでに口をへの字にしたニーナがぎゅっとしがみついた。

　こちらは柔らかに白い頬ほおがリスのように膨ふくらんでいる。

「ニーナ……ッ？」

　一応声をかけるも妹からの返答はなく、代わりに恨うらみがましい視線を向けられる。

（ニーナは、何で怒ってるんだろう。……あと、この状じよう況きようは何なんだ）

　首元にリリス、右腕にモールチェ、左腕にニーナという重装備を纏うことになったソナは目を白黒させた。

　何はさておき、とりあえず苦しい。

　あと、言いにくいことだが、三人も合わさると重い。足がぷるぷるしてくる。これではどきどきする余よ裕ゆうも余力もない。

　その時、苦境に立たされたソナへ、底冷えするような絶対零れい度どの声がかかった。

「これはこれは。三人も侍はべらせていいご身分ですねえ、羽虫召喚師さん？」

　モールチェを含ふくめた三人の姫ひめ君ぎみにまとわりつかれるソナを前にして、橙色の猫目も端たん整せいな十一歳はイラつきを込めて音高く舌打ちをした。

　とりあえず蔑さげすむような目はやめてほしい。不ふ可か抗こう力りよくである。

「あらぁ、マルティー」

　やがてマルコシアスの存在に気づいて声をかけたのは、なぜかモールチェではなくリリスだった。

「あたし、モールチェと仲たがいする気はないのよねえ」

　魔性の美少女はソナに目くばせすると、首元に巻きつけていた両腕を外した。

　そして、ソナがその言葉の意味を判じかねているうちに、不ふ機き嫌げん絶頂のマルコシアスに勢いよく抱き着つく。

「ソナくんがダメなら、マルティーにするわぁ」

　全体重をかけられてぐらりと傾かたむいたマルコシアスは、しかし、ソナのように赤くなったりはしなかった。

　秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せてやれやれとため息を吐くと、大儀そうに言う。

「私は魔王閣下に嫉しつ妬とされるのはごめんですよ」

　素っ気ない視線でもって、傍そばで棒立ちになっているルシファーを示した。

「リリアンヌ……」

　瓦礫の下から奇き跡せきの生せい還かんを果たしたルシファーは、今度ばかりは神しん妙みような面おも持もちで佇たたずんでいた。首から提さげていたダーツボードは外してきたらしい。

　そうして見れば、ルシファーはやはり類まれな美青年であった。

　細身ではあるが、すらりと丈たけ高く、その容よう貌ぼうは文句のつけようもない。そして今、その紫むらさきの眸にはタラシらしからぬ真剣な色があった。

　ルシファーの姿を捉とらえたリリスはダーツを探してドレスの袖そで口ぐちに触ふれた。

　全すべて床に捨ててきてしまったことを知ると、か細い指先でドレスのスカートをきゅっと握にぎる。

「……『誘惑』はあたしリリスの領分よぉ。アルバルシフアーが司るのは『傲ごう慢まん』じゃない。だからっ、だから……浮気なんて、絶対しちゃダメなの。魔王妃はあたしよ。アルバは、あたしだけ見てればいいんだからぁ。ふ、うぅ……うぇえええん」
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　金糸を紡いだようなハニーブロンドをさらさらと揺らして、しゃっくり上げる魔性の美少女はあまりにも美しく、可憐だった。

　怖いほどに華奢なその肩が震える様子は見る者の胸をこの上なく痛ませる。

「すまない、俺おれが悪かった！　俺が悪かったよ、リリアンヌ！」

　たまらず駆けてきたルシファーが壊こわれ物ものに触れるようにそっとリリスを抱きしめる。

「……ばか、ばか、ばかアルバァ。次やったら本当に首をとっちゃうわよぅ」

　腕の中にすっぽりと収まったリリスは、そのなよやかな手でルシファーをはたいた。それは、恋こい人びとに甘える可愛らしい仕草にしか見えなかった。

　しかしながら、周囲に響く音は破は壊かい的てきであった。

　――ゴガッ、ガゴッ、ゴッ。

（痛いって、本当、それ、絶対痛いだろ……！）

　岩をえぐるような異音に、聞いている方の神経が参ってしまいそうになる。

　血の気が引いたソナは、はたかれ続けるルシファーの顔を見つめた。

「俺の可愛いリリアンヌ、もう二度と浮気などしないよ！　もちろん、誕生日も絶対に間違えない。約束するから」

　当のルシファーは胸骨が鋼でできてでもいるのか、偉い大だいなる愛の力ゆえに痛みなど感じないのか、殴なぐりつけられながらも滔とう々とうと雰ふん囲い気きに酔よった言葉を紡ぎ続けていた。

　打だ撃げき音おんさえ聞かなければ、傍はた目めからは二人は永遠の愛でも誓ちかっているように見える。

　最早、見ているだけで一種の恐怖体験であった。ソナは鳥とり肌はだの立った腕をさすった。

「……あーあ。あのセリフ、通算六百六十四回目ね」

　勝手に盛り上がる二人を見守るモールチェが困ったようにため息を吐いた。

「あと二回で何か特別なことが起こるかもしれませんねえ」

　無表情のままマルコシアスが言う。どちらにしても殴られ続けるルシファーの胸を気にする様子はないようだった。二人にとってはすでに日にち常じよう茶さ飯はん事じなのかもしれない。

　そして、喧嘩するほど仲の良い魔王夫妻を眺めながら、ソナがこの王国の行く末を憂いた時、向かいの壁からバアルが歩み寄ってきた。

「モールチェ嬢じように、魔ま狼ろう候こう。それにスタリー殿どのに、ニーナ嬢。長らく待たせた上に、厄やつ介かい事に巻き込んですまなかったな。これより茶会を始めるとしよう。疲つかれただろう、各自席についてくつろいでくれ」

　勲くん章しようの重ねづけされた軍服をまとう城じよう塞さいのごとき巨きよ躯くから、気苦労の気配が漂ただようのを見ていると何とはなしに胸が痛くなる。

　一番にコード・三頭犬ケルベロスの解除に当たってくれていた大公爵に敬意を表して、ソナたちは速すみやかにスプリングの利きいた椅い子すに着席した。

　こうして、地獄の茶会は幕を開けたのであった。
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　第三接プライベート・見室テイールームの中央に置かれた大きな円テーブルに、七人が集っていた。

　お茶ちや請うけは焼きたてのワッフルだった。未いまだ温かな、格こう子し模様の浮き上がるふわふわの生き地じに、これまた熱いままの果物のソースを添そえる。

　ベルベットの上着を脱ぬいだモールチェが、苺いちごのソースを至福の表情で回しかける。

　果肉の残る濃のう厚こうな赤いソースが、きつね色のワッフルにたっぷりとかかった様子を見つめるその眸はきらきらと光っていた。

「ふかふかふわふわね」

　ナイフとフォークでワッフルを嬉しそうに切り分ける。そして、柔らかなワッフルと同じくらいにふわんとした顔をして、切り分けた一片を口に運んだ。

「はあ、美味しーい……。ソースを日ひ替がわりにして毎日食べたいくらい」

　たまらないとばかりにきゅっと目を細めて、頬に手を当てるモールチェに、マルコシアスがきっちりと釘を刺さした。

「まあ、止めませんがね。太りますよ」

「美味おいしいものって太るものばっかりよねえ。何でかしら」

　ワッフルにうっとりするモールチェの隣となりで、リリスが物もの憂うげに嘆たん息そくする。唇を尖とがらせる様子は魔性の女リリスの名にふさわしく蠱惑的であった。

「リリアンヌは太ったって美しいよ」

　ルシファーが、すかさず気き障ざに口を挟んだ。

　優ゆう雅がな早はや業わざでリリスの手を取ると、その甲こうにキスをする。リリスが大輪のバラもかくやの、艶やかな笑みを浮かべた。

（……よそでやれよ）

　マルコシアスではないが、ソナは思わず舌打ちでもしたくなった。

　そして、再熱したての魔王夫妻の睦むつまじさにうんざりしてくると同時に、はたと我に返る。ニーナが地獄に来るのは今日が初めてであった。

　疲れたのではないかと、隣に座すわるその顔をソナはそっと窺うかがった。

　ニーナは熱心にワッフル解体に取り組んでいる最中だった。チーズクリームとオレンジピールが添えられた一片を器用に切り出すと小さな口にぱくんと含む。白磁のような頬が薄く色づき、涼すずやかなアイスグリーンの眸がぱっと華やいだ。

「美味しい？」

　ソナが思わず問うと、ニーナはきょとんと顔を上げた。

　瞬きをするとふにゃりと笑って、美味しいよ、と答える。その様子があまりにもいじらしかったため、ソナはついニーナの頭を撫でた。

　たった一人の可愛い妹にはずっと笑っていてほしいと、しみじみと思う。

「さて、人ひと心ごこ地ちもついたところで本題に入りたいのだが」

　大きな手のひらとの対比で面おも白しろいほどに小さく見えるティーカップを置いて、バアルが口火を切った。重低音の声こわ音ねが渋しぶく響き、ソナは無意識に居住まいを正す。

　バアルの姿には圧あつ倒とう的てきな威い厳げんがあった。その威厳は大公爵のものというよりは、百ひやく戦せん錬れん磨まの軍人のそれのように思える。東王元帥の名の通りに軍人であるのだろう。

　いかめしげな造作の中でそこだけ表情豊かに見える厚い唇が言葉を紡ぐ。

「この頃、セント・リーヴル王国の王都エメルシェードで、殺人事件が横行しているのは存じておるか？」

　思わぬ言葉を聞いたソナはバアルの顔を見つめたまま瞬きをした。

　ソロモン七十二柱の一人にして地獄の大公爵たるバアルが、人間界の動向を関知しているとは思わなかったのである。

「……えっと、それはエメルシェードの連続殺人事件のことですか？」

　おずおずと確かく認にんを取る。セント・リーヴル王国で暮らしているからして、ソナも王都エメルシエードで殺人事件が起きていることは知っていた。

　都を騒さわがす連続殺人事件は、かれこれ一か月前から新聞で特集され続けていた。

　犯人も分からなければ凶きよう器きも不明。全てが夜間の犯行であり、被ひ害がい者しやの死体は手て酷ひどく切きり裂さかれているのだという。

　ぞっとする話ではあったが、ソナが暮らすバーミリアは、王都エメルシェードから遠い。ゆえに殺人事件と言っても、どこか他人ひと事のような認にん識しきだったのだ。

　ソナの言葉に鷹おう揚ように頷いて、バアルは続けた。

「エメルシェードには、夜闇に乗じて人を斬きる正体不明の殺さつ人じん鬼きが出るそうだな。被害者の死体は損傷がひどく、まるで人ならざる者に切り裂かれたようだと聞いた」

　赤いドレスも可憐なモールチェが、物ぶつ騒そうだわ、と眉をしかめる。その口調は真ま面じ目めなものだったが、手を当てた薄うす桃もも色いろの口元がもぐもぐしている。

「まあ、セント・リーヴル王国に出現したというだけで警けい戒かいする意味はありますがね」

　緊張感のないモールチェを呆あきれたように見遣ってからマルコシアスは言った。

「なにせ、セント・リーヴル王国は『アッピンの赤い本』とその継けい承しよう者しやたる『ソロモン王の末まつ裔えい』が存在した場所ですから」

　ソナは、視線を手元に落とした。

　ニーナが、高位魔神の真名集たる「アッピンの赤い本」であり、自分がその封ふう印いんを解く「ソロモン王の末裔」であったという事実は、未消化のままだった。

　名を負うということが、ソナは極きよく端たんに苦手だった。

　何であれ「名前」というものは、いつも勝手に降ふってきて、そのくせ一度付けられてしまったら容易には外れない。付けられた者の感情にはお構いなしだ。

（――沢たく山さんの物見高い視線と、口さがない雑言と、重い責任と）

　不格好に大きな名前に付ふ随ずいしてくるのは、いつだって嫌いやなものばかりだ。

　ずぶずぶとその中に埋うもれて、窒ちつ息そくしそうになる。

　無意識に表情を険しくしたソナに、その時、モールチェがのんびりと声をかけた。

「ソナ、そんな顔していると、また紅茶に砂糖入れちゃうわよ」

　いたずらっぽく言いながら、その艶やかな薄桃色の唇くちびるをつつく。

「――へ？」

　何のことかと首を傾げたソナは、しかし、すぐにその意味を把は握あくした。

（もしかしなくても、劇物ミルクティーか……！）

　角砂糖を大量投入した、死ぬほど甘いミルクティー――以前飲まされたその味を思い出だして、思わずぎくりと口角を緩ゆるめる。

　そこでようやく唇を噛んでいたことに気づいた。

「……あ、」

　ぽかんとした顔で噛み締めていた唇を拭ぬぐうソナを見て、モールチェがサイドテールを揺ゆらして、にこりと笑う。

　視線の先、その大きくて丸い瑠る璃り色いろの目は、温かな色を宿していた。

　――神通力で見み透すかすのではなく、不思議な直感で感じ取るかのように。

　伸ばした手をそっと添わすような自然さで、モールチェはするりと心の内側へ入ってきてしまう。抵てい抗こうする暇ひまも与あたえない。

（……本当、敵かなわない、な）

　意識する前に、ふっと肩かたの力が抜ぬけてしまうのだ。その眸ひとみが向けられているだけで、理由もなく、息をするのが楽になる気がする。

　喉元にわだかまっていた空気を吐き出すと、ソナはバアルの話に意識を戻す。

「事件がセント・リーヴル王国で起こったことは確かに重要だ。だが、警戒する理由は他にもある。実のところ、重要度からいえば、今から言う方が本命だな」

　本命という言葉に、マルコシアスが片眉を上げた。

「聞くところによれば、事件発生後に現場付近で白衣の男が目もく撃げきされているというのだ。闇やみに黄緑の火花が爆ぜるのを目撃した例もある」

（……黄緑の火花って、何だ）

　何かをほのめかすような言い方に、ソナは首をひねった。どうにもピンとこない。

　しかし、そんなソナをよそに、マルコシアスは大きな橙色の猫ねこ目をぎょろりと動かすと、バアルの峻しゆん厳げんな双そう眸ぼうを睨むように凝ぎよう視しした。

「ベルフェゴールですか」

　噛かみ締しめた歯列から漏もらしたようなその声は、奇き妙みようなまでに平へい坦たんだった。

　声につられてマルコシアスの顔を見遣ったソナは、そこから目を離せなくなった。

　長い睫毛が縁どる優雅な猫目――そのまなじりはつり上がり、鮮やかな橙色の眸は憎ぞう悪おをたぎらせていた。色素の薄うすい顔立ちの中でそこだけほの赤く色づいた唇は、きつく噛み締められて白く鬱うつ血けつしている。

　マルコシアスの、感情の統制を失った表情を見たのは初めてだった。

　大人びた色が消えた顔は幼げというより猛たけ々だけしさが目立っている。狼おおかみたる凶きよう暴ぼうな本ほん性しようが滲にじみ出したようで、見ているうちに背筋が冷えた。

（マルコシアスをこんなに掻かき乱みだすのは、一体、何なのか）

　ソナがぞっとしながらそう思った時、バアルが動じない重低音の声で言った。

「ベルフェゴールが関かかわっている可能性もあるということだ。もしそうなら捨て置くわけにはゆかぬ」

　ベルフェゴールという名に聞き覚えがあったソナは記き憶おくを探さぐった。古典語クラシカで書かれた魔導書グリモアの文章が頭に浮うかび上がってくる。

　ベルフェゴールは、地じ獄ごくの大幹部であるというが、爵しやく位いは持っていない。「怠たい惰だ」を司り、二本の角と牛の尻尾しつぽを生やした醜しゆう悪あくな男の姿をとるという。

（まあ、魔導書グリモアは案外頼たよりにならないんだけどな……）

　マルコシアスが痺しびれを切らしたように言った。

「東王元げん帥すいは、エメルシェードの殺人鬼がベルフェゴールだと？」

「その疑いが強いとは思っている。この時点で断じるのは早計だろうて」

　普ふ段だんの思し慮りよ深ぶかさと落ち着きを失くしたマルコシアスの言葉を、バアルは冷静にいなした。

（この過か剰じような反応の原因は、何なんだ……？）

　ソナはマルコシアスの様子に驚おどろきを隠かくせなかった。見ていると胸むな騒さわぎがしてくる。

　その時、カチャン、と小さな金属音がした。

　音のした方に目を遣やると、モールチェがフォークを床に落としていた。

　給きゆう仕じを務めていたアブドゥバリエフ執事長がたちまち飛んできて、銀色に輝かがやく新しいフォークを用意する。

「ありがとう、アブドゥバリエフさん。ワッフルもう一枚もらってもいいかしら？」

　丸い瑠璃色の目を瞬まばたくモールチェに、アブドゥバリエフ氏は滑らかな所作でワッフルを供した。希望通りに林りん檎ごのソースがかけられる。

　まだ熱いソースから上がる、シナモンの香かおりの湯気にモールチェは目を細めて、ナイフとフォークを取った。刹せつ那な、睫毛を伏ふせた瑠璃色の眸がわずかに翳かげる。

「――モールチェ？」

　静止したままでいるモールチェを、リリスが訝いぶかしげに呼んだ。

　何でもないの、とのほほんとモールチェは笑う。そして、止まっていた手を動かして、ワッフルを切り分けた。

（なんか、今、辛つらそうな顔してなかったか？）

　気になったソナは、ワッフルを口に運ぶモールチェの顔を改めて見つめた。

　薄桃色の唇をもぐもぐさせるモールチェは、ワッフルの甘さにほんわかした笑えみを浮かべていた。平和そのものといった表情である。

（…………気のせいか）

　見る限り、無敵の天然は健在だった。

　ソナと同じようにモールチェを見ていたマルコシアスもその呑のん気きな佇まいに毒気を抜かれたのか、ため息を吐くと落ち着きを取とり戻し始めた。

「それで、この茶会の目的は何です？　私たちだけでなく、羽虫召喚師さんとニーナまで交えて催もよおしたからには何か指令でもあるのでしょう？」

　イラつきの残ざん滓しを橙色の猫目に残しながらも、今度は冷静な口調でマルコシアスは問うた。バアルはがっしりした腕うでを組むと、重低音の声音でその問いに答えた。

「貴公らにはエメルシェードに行って欲しいのだ。このキナ臭くさい殺人鬼の退治を頼たのみたい。我らが百八十五代目ルシファー――アルバ・サハル・オルフェウス魔ま王おう閣下のためにな」

「――は？」

　思わず声を出してしまったソナは慌あわてて口を押さえた。ようやく底冷えする冷静さを取り戻したマルコシアスにじろりと疎ましげな視線を投げられる。

（エメルシェードに殺人鬼退治に行けってところまでは分かる。でも、なんでそれが、阿呆閣下ルシフアーのためなんだ？）

　さりげなく視線を転じると、急に名前を出された当の百五十八代目ルシファーは話を聞いてなかったのか、すらりと長い指で数を数えていた。

　リリスに捧ささげる詩の韻いん律りつでも考えていたらしい。

「ん？」

　自分に視線が集中したのに気づいて、ルシファーは何事かと首を傾かしげる。

　そして、たまたま目が合ったニーナに優やさ男おとこの極きよく致ちのような顔で目くばせをしたため、にっこり笑ったリリスによって腹に鉄てつ拳けんを入れられた。

　今日一番の打撃音に、ニーナが怯おびえてソナの袖そでをつかむ。モールチェが、あらら、とどこか呑気に困った顔をした。

「どうしようもない青二才もいいところだがな。これが、我らが王たる百八十五代目魔王ルシフアーなのだ。盛り立てて行かねばならん」

　ニヒルな造作に疲ひ労ろうの色を浮かべて、ため息交じりにバアルは言う。

「地獄の頂点に君臨するのは魔王だが、その地位は絶対ではない。曲がりなりにも魔ま神じんとは神の名を負う存在であるゆえ、配下に甘んずるというのが不得手でな。ことになぜか当代は敵が多い。過激なやり方でその首と王座とを狙ねらってくる輩やからがおるのだ。――スタリー殿は、ベルゼブルという魔神をご存知か？」

「あ、はい、知っています」

　聞き覚えのあったソナは、頷うなずいた。

　ベルゼブルとは巨きよ大だいな蝿はえの姿をとることから「蝿の王」の異名を持つ魔神だった。

　その階級はバアルの大公こう爵しやくすら凌しのぐ君主の位であり、中にはルシファーより上位に君臨すると記述している魔導書グリモアもある。「暴食」を司る魔神でもある。

「『蝿の王』ですよね……？」

「その名で呼ぶと喰くい殺されるかもしれんな。暴食の名を持つ奴やつのことだ」

　バアルの言葉に、ソナはぞっとする。うめきを漏らしながら腹を庇かばっているルシファーとは大おお違ちがいであった。魔王という言葉通りの、残ざん虐ぎやくな印象がある。

「ベルゼブルは、当代がルシファーを襲しゆう名めいしてからというもの暗殺やら謀ぼう殺さつやらあらゆる手を尽つくして潰つぶしにかかってきた。手勢が少ないのか、さすがに戦いくさを起こしたことはないがな。この先はどうなるか分からん」

（暗殺、謀殺――本当にそんなことがあったんだろうか）

　平和だと思ってきた地獄に、血ち生なま臭ぐさい抗こう争そうがあったことを初めて知ったソナは信じられない気持ちになった。なにせ当の魔王がちゃらんぽらん過ぎる。どうやって修しゆ羅ら場ばを生き抜いてきたのかと不思議になってしまう。

「ソナくん、アルバのこと弱いと思ってるでしょ？　違ちがうのよぉ、魔王ルシフアーは強くなくちゃ名乗れないんだから」

　ソナの思いを読み取ったようにリリスが甘やかな声で言った。

　エメラルドグリーンの垂れ目も艶なまめかしく笑う。

「ただの青二才に見えても、駆使できる魔力エナジーの量なら初代魔王に次ぐと言われる逸いつ材ざいだ。初代を知らぬゆえ歴代随ずい一いちとまで言えぬのは残念だが」

　バアルが無造作に言い添える。

（……初代魔王に次ぐ逸材、なのか。これが？）

　ソナはこれまた信じられない思いで二十五歳さいのルシファー魔王閣下を見た。

　軟なん派ぱに襟えり足あしを伸のばした黒くろ髪かみと、流し目の似合う紫むらさき色いろの双眸。相変わらず気の遠くなるような美形である。色男、金と力はなかりけりを地でいっているように見える。

（いや、金はあるのか、魔王だし……）

　そんなふうに、ついバカバカしいことを考えていると、目が合ったルシファーに、最高に得意げな顔をされた。どや顔さえも光ひかり輝く、美男の面目躍如である。

（……いや、うん。なるほど）

　ソナは不本意にも、鳩尾みぞおちに裏うら拳けんを入れたマルコシアスの気持ちが痛いほどに分かってしまった。これは殴りたくなっても仕方がない。

　全員が状況を呑のみ込んできたのを確認して、バアルは話をまとめた。

「ベルゼブルはルシファーの命を狙って久しい。そして、今回出てきたベルフェゴールだが、あやつは数年前からベルゼブルの配下だ。ゆえにエメルシェードの殺人事件を解決することは、当代魔王のために危険分子を排はい除じよすることとなる。ソロモン七十二柱を初めとする地獄の安あん寧ねいを保つために、依い頼らいを受けてくれような？」

　大公爵の威厳は圧巻だった。その堂々とした巨躯は、魔ま王おう宮きゆう殿でんを守る岩の要よう塞さいのごとくである。

　バアルの問いに、ティーカップを置いたモールチェが頷き、ベルフェゴールの名に猫目を光らせたマルコシアスが頷いた。

　ソロモン王グランドマスターの盟友たる七十二柱の魔神――その末裔たちを前に、ニーナも眸を煌きらめく焔ほのおの赤に染めて、ソナの顔を見上げた。

（……地獄の安寧を保つこと）

　それはモールチェとの召しよう喚かん契けい約やくを守ることであり、そして、きっとソロモン王の末裔たることが持つ意味を探すことにも繋つながる。

　胸が王の名の重さにきしむのを感じながらも、ソナは口を開いた。

「――依頼を、受けます」

　感謝する、と重々しく頷いてから、バアルはさも重要そうに言い足した。

「資金はこちらから出すゆえ、遠えん慮りよせずに申しん告こくしてくれ」

　地獄の貴族の金銭感覚は、なぜか存外しっかりしていた。

　こうして、資金面での心配もなく、ソナたちはエメルシェードに向かうことになったのであった。







２、雷吼の少女伯爵アンネリーゼ







　エメルシェードには、バアルの配下により空間直結穴トンネルを抜ければが設置されていた。

　場所は小さな通りに停とめられた馬車の内部である。これにより、ソナたちは、一瞬で王都に行くことができた。

「すごいわね。こうやって馬車の中につけておけば、周りの人には馬車でここまで来たように見えるもの。バアルおじさまはさすがに手慣れているわ」

　王都に降り立ったモールチェの出いで立たちは、いつにもまして華やかだった。

　白いドレスには透すけるように織りの細かいレースがふんだんにあしらわれ、さわさわとこそばゆい衣きぬ擦ずれの音がする。

　フリルのついた日ひ傘がさを差して緩やかな風に髪かみを押さえるその姿は、何だか眩まぶしい。

　そんなことをソナが思っていると、瑠璃色の眸と目が合ってしまった。

（……あ、やば）

　ソナの視線にきょとんとしたその眸が、みるみるうちにいたずらっぽく輝く。日傘を片手に、モールチェはスカートの裾すそをつまんでみせた。

「新調したの。どうかしら？」

「そっ……」

　ソナは、窮きゆう地ちに立たされた気分で息を詰つめた。

（可愛かわいいですって正直に言うべきなのか。いや、でも、それは……っ）

　考えた瞬しゆん間かん、たちまち頬に熱が上がってきて、視線が泳いだ。

　そんなことを面と向かって言えるのは、どこぞの阿呆閣下ぐらいじゃないのかと思う。

　春めいたこととは悲しいくらいに無縁できていたソナには何もかも刺し激げきが強すぎた。

「ソナ、ほら」

　ニヤニヤにも近いにこにことした可か憐れんな笑みを浮かべてモールチェは近づいてきた。両手で日傘を持ちながら、真ん丸の瑠璃色の目で背の高いソナをじっと見上げる。

「……かっ、」

　観念したかのようにソナは最初の一音を漏らす。声は、軽く裏返った。

「――か？」

　モールチェは、どこかわざとらしく不思議そうな顔で小首を傾げる。

　こんなに困らせられているにも関わらず、その楽しげな様子は本当に可愛らしい。進退窮きわまったソナは顔を覆おおいたくなってきた。

（何でこんな状況に……）

　沸ふつ騰とうして湯気でも上がりそうな顔で口をパクパクさせるソナを見て、モールチェは残念そうでも満足そうでもある複雑な表情をした。

　夕日色の前まえ髪がみを梳すきながら、小声で呟つぶやく。

「……うーん、まあ。そういうところが好きだったりするのだけれどね」

　しかし、その言葉は、不機嫌全開の大きな声にかき消された。

「お兄ちゃんっ！」

　空間直結穴トンネルを抜ければから出てきたニーナが、思い切り飛びついてきた。

「ぐ、げほげほっ、こら、ニーナ……」

　押されるままに見事に傾いだソナは、最近なぜか衝しよう動どう的てきな動作をする妹に、他人のわき腹に突とつ撃げきすることの危険性を諭さとそうとした。

　しかし、切れ長のアイスグリーンの目にじろりと睨にらまれて思わず口をつぐむ。

　引き結ばれた唇と言い、痛いほどにしがみついてくる様子と言い、ニーナはただ怒おこっているのではないようだった。むくれた様子は、どことなく不安げにも見える。

（どうしたかな、これ）

　ソナはよく分からないながらも何となく宥なだめるように、ニーナの頭を撫なでた。淡あわい栗くり色いろの髪は相変わらずふわふわと柔らかい。

「ニーナちゃん、可愛い！」

　ニーナの姿を目にしたモールチェが、さきほどソナが決死の思いで言おうとしていた形容詞をあっさりと口にして眸を輝かせた。

　今日、ニーナはアンティークグリーンのミニドレスを着ていた。

　ワンピース風の仕立てで、襟えりが大きなリボンになっている。控ひかえめにあしらわれた白いフリルはその清せい楚そな容姿によく似合っていた。

　頭には同じ色のヘッドドレスまでついている。王都仕様のおめかしだ。

「本当に可愛いわ。いいなあ、こんな妹がいたらなあ……ソナが羨うらやましいわぁ」

　本気で言っているらしいモールチェを見て、ニーナもさすがに悪い気はしなかったらしい。ソナから離はなれると、モールチェの袖口を飾かざるレースにおずおずと手を伸ばした。

「このレースの模様、とっても綺き麗れい」

「そうなの！　一目ぼれだったのよ。やっぱり女の子だと張り合いが違うわ。マルティーじゃ何も言ってくれないのだもの」

（レースかあ……そういうのは分からないからなあ）

　衣装談義に花を咲さかせる二人を前にして、ソナは言い知れぬ疎そ外がい感かんを味わった。

　しかし、二人が仲良く話している様子を見ていると心温まる思いにもなった。ニーナにとって、三歳年上のモールチェは姉のような存在とも言えるのかもしれない。

　妹が自分と話す時には見たことのない表情を浮かべているのを見て、兄としては嬉うれしいような寂さびしいような気持ちになる。

「それで、あなたは、ぼんやり突つっ立って何してるんですか、羽虫召喚師さん」

　二人の様子を見守っていると、後ろから無愛想な声がかかった。振ふり返かえると、今しがた空間直結穴トンネルを抜ければから出てきたらしいマルコシアスが立っていた。

　ソナはその出で立ちを見て、今いま更さらながらにため息を吐いた。

「詐さ欺ぎ……」

「は、何か言いましたか？」

　マルコシアスは、紺こん青じようの四角い襟も鮮あざやかなセーラー服を着ていた。

　眩まばゆい銀ぎん髪ぱつと橙だいだい色いろの大きな猫目、少女顔負けの白い肌はだ。人形じみた容貌にはまだ幼い甘あまさが残っていて、どこか危あやうい均きん衡こうを保っている――そんな中性的な容姿に、良家の子息然としたセーラー服はぴたりとはまっていた。

　誰だれもこの姿を見て、その正体が情け容よう赦しやない毒どく舌ぜつ家かにして戦せん闘とう狂きようだとは思うまい。

「調査に行きますよ。こんなところで油を売ってどうするんです」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、マルコシアスは盛り上がる少女二人に素っ気なく声をかけ、ソナの手に地図を押おしつけた。その顔は、たまには役に立てとでも言いたげであった。

「最新の犯行現場はライラヘッドだそうで。道案内くらいはしてくださいよ、羽虫召喚師さん」

（こちとら田舎いなかの引きこもりだぞ。王都の道順なんか知らないし……）

　それでもつい地図を受け取ってしまったソナは、ため息を吐つきつつ言った。

「……はいはい、分かったよ、もう」

　地図を読むことくらいやってやれないことはないだろう。マルコシアスとの付き合いも長くなり、とうとう敬語も取れてきたこの頃ごろである。

　こうして、魔神二名と妹を引き連れ、ソナは血生臭い殺人現場であるライラヘッドの十六番路地に向かったのであった。


＊



　王都としては小さいながらに、エメルシェードの街並みは見事なものだった。

　その中央に位置する王宮を、赤みがかった茶色の屋根を戴いただく清楚な白しら壁かべの建造物が幾いく重えにも取り巻いている。灰色の石いし畳だたみを踏ふみしめて歩を進めれば、所々にそびえる大聖堂や庁舎の古式ゆかしい佇まいが目を惹ひいた。

　こんなところで本当に連続殺人事件が起こったのか疑わしくなる。

　ソナたちは、王都のへその部分とも言える、からくり仕じ掛かけの時計台と国王の彫ちよう像ぞうを擁ようする広場を抜けて、ひたすら東へと歩いて行った。

　目的地であるライラヘッドは街の外れであり、中心部から歩けばそれなりの距きよ離りがあった。きょろきょろと危なっかしいニーナの手をソナが引き、アイスクリームの屋台に気を取られるモールチェをマルコシアスが引っ張りながら、どうにか一行は物ぶつ騒そう極きわまる殺人現場へたどり着いた。

「……何だか、雰囲気があるわね」

　路地に入り、辺りを眺ながめながらモールチェが呟いた。

　ライラヘッドの十六番路地は、川沿いに位置する人気がなく薄うす暗ぐらい細道だった。

　レンガ造りの壁かべには血しぶきのような黒い跡あとが散らばり、石畳はゴミだらけである。

　真昼だというのに異常なほどに静まり返っている。

（確かに気味が悪いな）

　ぎゅっと力のこもったニーナの手を握り返しながら、ソナは思った。

　ここで殺人事件が起こったのだと無理なく納なつ得とくできてしまう陰いん気きで不ふ吉きつな雰囲気があった。読んできた記事の内容が蘇よみがえってきて、背筋が寒くなる。

　――現場には、男の死体が二体。一体は全身をずたずたに切り裂かれ、もう一体は首だけが切り裂かれていた。

　殺人事件はすでに四件起こっているが、その全すべてがこのやり方を踏とう襲しゆうしているという。

　男女のばらつきはあるものの、被害者は必ず二人。そのうちの一体が全身をくまなく切られている一方で、もう一体は首元だけを切られている。

　殺人鬼は殺し方にこだわりがある、とソナは聞いたことがあった。

　今回の事件も、その法則に当てはまっている。必ず二人殺し、一人はずたずたに、もう一人は首元だけを切る――これがこの殺人鬼のこだわりなのだ。

「とりあえず、ベルフェゴールに関わる手がかりを見つけたいところなんですがね」

　レンガの壁にできた亀き裂れつに触ふれながら、マルコシアスが言った。その口調は冷静だったが、ベルフェゴールと言う一いつ瞬しゆんだけ橙色の眸がぎらついたようにソナには見えた。

「――あの、ベルフェゴールって、どういう魔神……なんですか？」

　ソナは、マルコシアスに尋たずねてみた。訊きき辛づらさに、何となく敬語が戻もどってくる。

　マルコシアスはため息を吐くと、抑よく揚ように欠けた口調で話し始めた。

「実験のためならどんなことでもする頭のおかしマツド・サイい研究者エンテイストですよ。本人は至って非力な三流ですが、その研究は異常なものが多いんです。主に武器の開発研究をしてましたがね」

　それは、体てい裁さいは整っているものの、つかみどころのない説明だった。

　挑ちよう発はつしているのかと思うくらいに率そつ直ちよくな話し方をするマルコシアスらしくもない。

（……変な感じがするな）

　ソナは何とは言わず奇妙な思いになったものの、その理由までは訊くことはできなかった。魔王宮殿でのマルコシアスの激げき烈れつな反応が思い出される。

　その時、モールチェがマルコシアスの肩に手を置いて、言った。

「ともかく調べられることだけ調べてしまいましょう。私の秘密兵器の出番ね」

　ドレスの裾さばきも優雅に、路地の中央に進み出たモールチェは、右手を前に伸べて、アルパカの杖つえを出現させた。

　そして至し極ごく真ま面じ目めな顔をしつつ、現れた杖を軽く一ひと振ふりする。

「えい」

（いや、『えい』って……）

　その可愛らしい掛かけ声ごえに、ソナは毒気を抜かれてぽかんとした。

　それはまさに手品師がシルクハットにステッキをかざすかのような軽さだった。魔神が使う魔術マギアという感じが悲しいほどにしない。

　しかし、アルパカの杖は、お手軽過ぎる掛け声に拗すねることもなく、持ち主の意に忠実に応じて、眩まばゆく光を放った。モールチェの手の中で瞬またたく間まにその形を変える。

「……鎖くさり、か？」

　変化の様子を目まの当あたりにしたソナは、眉まゆ根ねを寄せて呟いた。

　アルパカの杖は、先にアルパカ型の錘おもりがついた金の鎖に姿を変えていた。モールチェの指先から地面に伸びて、振り子このようにふらふらと揺れている。

「《恋愛感情探査装置宝物はいずこ、発動スタート》」

　モールチェが発語した瞬間、金の鎖に淡い橙色の魔力エナジーが伝う。アルパカの錘は意志を持つかのように、くるくると緩やかな円を描えがき始めた。

「ねえ、マルティーくん、あれが秘密兵器……？　モールチェさんは、あの鎖を揺らして何をしているの？」

　きらきらと路地を照らし出す振り子を見守っていたニーナが、不思議そうに首を傾げて、隣に立つマルコシアスに尋ねる。

「あれは恋愛感情探査装置宝物はいずこと言って、グレモリーの魔ま道どう具ぐです。グレモリーは恋愛関係の事象を司つかさどる魔神ですから、空間に存在する恋愛感情を探査するのが主な機能ですね。ただ、痴ち情じようのもつれという言葉もあるように、恋愛には不ふ穏おんで血生臭い事件もつきものでしてね。恋愛感情以外の、まあ、有あり体ていにいえば、怒いかりや恐きよう怖ふ、怨おん念ねんなどの負の感情なども探査できるようになってるんです。それで今は、殺人現場にどんな思念が残留しているか探査しているんですよ」

（つまりは、ダウジングか！　それと、痴情のもつれって嫌な言葉だな……）

　隣で聞いていたソナは遠い目をした。

　ソロモン七十二柱の一、二十六の軍団を率いる地獄の公爵グレモリーの四十八代目。

「楯の女神ガーデイアナ」の名さえも持つ強大な魔神であるというのに、何でダウジングなんだろう。ついでに言えば、何でアルパカなんだろう。

　脅きよう威いと、重々しさとが圧倒的に足りない。

　真しん剣けんな顔で振り子を操あやつるモールチェは、金色と橙色の混ざり合う光にふわりと包まれて、神話の姫ひめ君ぎみのように美しかったが、このままでは、殺人現場もベルフェゴールも、どんどん深刻さを失っていってしまう。

（どうにかしないと……あれ、でも、実際、支障もなかったり……？）

　ソナが人知れず焦あせったり混乱したりしている間に、ニーナがくるくる回っている錘を指差してマルコシアスに問うた。

「あれって、アルパカ？」

「おそらくはアルパカですね。まあ、あの人は駱らく駝だだと言い張って訊かないんですが」

　隣となりで繰くり広ひろげられる十四歳と十一歳の会話は、モールチェばりに呑気なものだった。

「だから、もう……」

　ニーナはまだしも、ベルフェゴールの件も忘れたかのように澄すました顔で答えるマルコシアスに、ソナは頭を抱かかえたくなってきた。

（アルパカか駱駝かの問題じゃないだろ……ベルフェゴールはどうしたんだよ）

　天然と毒どく舌ぜつでバランスが取れているように見えて、存外取れていない。

　そして、そんなふうにソナが一人でやきもきする間に、モールチェはダウジングを終えたようだった。

「ふう。よし、終わりね。おまちどおさま」

　振り子を片付けつつ、ソナたちの方へ振り返る。

「一番強かった感情は『悲ひ嘆たん』ね。次点が『恐怖』。あとは『退たい屈くつ』が少しだけ」

　言いながらモールチェは、むう、と眉根を寄せた。どうにも解げせないという顔でマルコシアスの隣に歩み寄る。

「とりあえず怨えん恨こんによる殺人という線は消えましたがね。快楽殺人ではなかったのは意外ですが」

　話を聞いたマルコシアスは、秀しゆう麗れいな眉根を寄せて言う。

（良かった。とりあえず、本来の方向性を取り戻してきたような……）

　状じよう況きよう説明を欲ほつするソナの視線を受けて、モールチェは口を開いた。

「この現場にはね、『悲嘆』の感情が一番強く残っているの。そして、次に強いのが『恐怖』、あと『退屈』がほんの少しだけ。でも、何なのかしらね。殺人現場で『悲嘆』が強く残るなんて聞いたことがないのだけれど。そもそも『退屈』なんて論外だし」

「『悲嘆』ですか」

　モールチェの説明を聞いて、ソナも首をひねった。

（『恐怖』は分かる。誰だって殺される時にはきっと恐怖を覚えるだろう。でも、『悲嘆』というのはどういうことなんだろう）

　それは、何だかとてもそぐわない感情に思えた。

　体中、もしくは首元を切り裂かれているのに『恐怖』よりも『悲嘆』を強く感じるというのは一体どんな状況なのだろうか。

　その時、まるで警笛のように、凛り々りしく澄み渡わたるソプラノの声が路地に響ひびいた。




「そこで何をしている！」




　咎とがめる口調にソナたちは慌てて、声のする方向を見み遣やった。

　声の主は、路地の出口に立っていた。ソナたちの姿を見とめて、きびきびとした動作で歩み寄ってくる。

（しまった、見つかった時の言い訳とか考えてなかった……）

　ソナは今いま更さら焦あせり始めた。王都エメルシェードの治安警備は王国軍の管かん轄かつだ。

　担当官かん吏りが気の向いた時に巡じゆん回かいをしているだけのバーミリアとはわけが違う。警けい邏らの軍人を前にして果たして即そく席せきもいいところの言い訳は通じるのだろうか。

（殺人現場に迷い込んだ方向音おん痴ちな観光客とか思ってくれないだろうか）

　そう願いながら、ソナは恐おそる恐る目を上げた。

「……え？」

　丈たけ高くがっしりした体たい躯くに軍服を着こんだ、いかめしい顔の警邏の軍人――そんなソナの想像に反して、目の前に現れたのは小こ柄がらな少女だった。

　セミロングの髪はあまり見かけないストロベリーブロンドであり、ツーサイドアップに結ゆわえてある。大きな眸は青みがかった深い灰色で、つり気味のまなじりがどことなく高飛車な印象を与えた。

　発育途と上じようの華きや奢しやなその身にまとうのは、白い布地で作られた軍服だった。

　襟や袖そで口ぐち、合わせなどは金の刺し繍しゆうで縁ふちどられ、胸むな元もとには翼つばさを模した青い勲くん章しようがついている。その軍服の風変わりな点は、下半身がスカートになっていることだった。

　しかも、布地が膝ひざ上うえで切られたれっきとしたミニスカートである。

　軍服の少女は、凛々しい顔で殺人現場にいた不ふ審しん者しや四名に対して事情聴ちよう取しゆを始めた。

「そこの四人！　この場所が連続殺人事件の現場であることを知らなかったわけではないだろう。まず名乗ってから、なぜここにいたのかと何をしていたかを説明しなさい。内容によっては捜そう査さ本部への同行を申し付けるから心するように。――…………って、えぇっ、う、うそっ、ソナ・スタリー？」

　勇ましかったソプラノの声が、突とつ如じよ、素すっ頓とん狂きように裏返る。

　胸元の煌びやかな勲章を誇ほこるように、薄い胸を張って不審者四名に対たい峙じしていた少女は、深い灰色の目を大きく見開いていた。幼げな印象がいっそう強くなる。

　その大きなつり目は、今や目の前に立っているソナに釘くぎ付づけになっていた。

「…………あ、」

　目を逸そらすことのないまま、少女の頬ほおが桃もも色いろに染まった。

　瞬きを何度かして、戸と惑まどうように口を開きかける。ソナたちに人差し指を突きつけていた手は下がって、ミニスカートの裾を恥はじらうように引っ張った。

「もしかして、知人さんかしら？」

　横で見ていたモールチェが相変わらず緊きん張ちよう感に欠けた声でのほほんと訊いた。くるんと巻いたサイドテールを揺ゆらすモールチェに、ソナは困ったように首を振った。

「い、いいえ……？」

　少女に見覚えはなかった。

　そもそも、引きこもりに近い生活をしていたソナには女の子の知り合いというものがほとんどいないのである。言わずもがな、珍めずらしい軍服少女とは縁えんがない。

「…………っ」

　しかし、ソナの答えを聞いた少女は、瞬間、打ちひしがれるように眸ひとみを揺らした。桜貝のような唇くちびるを悔くやしげにきゅっと噛み締める。

（――――えっ）

　唇を噛み締めた少女の顔が泣きそうに見えて、ソナは焦った。何かまずいことを言ってしまっただろうかと慌てて考える。思い当たる節は全くなく、更さらに焦った。

　唇を噛み締めて目を伏せた少女は、やがて気を取り直すように顔を上げると、ソナから目を逸らして大きな声を上げた。

「エルンスト！　エルンスト！　早く来て」

「イエス、マイロード！　お呼びでしょうか、お嬢じよう様さま」

　件のエルンストであるらしい男は、少女の声に応じて間かん髪はつ容いれずに駆かけつけてきた。

　相手方の人数が増えたのを見てマルコシアスが片眉まゆを上げる。橙色の眸に十一歳らしからぬ色がほのめいた。

　現れたエルンストの姿に、ソナは警けい戒かい心しんを抱いだく間もなく釘付けになった。

　年ねん齢れいは、五十代半ばだろうか。長身痩そう躯くに光こう沢たくのある黒いシャツを着こみ、鮮やかなルビーレッドのベストを重ねている。首元を飾るのは、ドレープが粋いきな千ち鳥どり格ごう子しのスカーフだ。色しき彩さいと柄がらの取り合わせが個性的すぎて、見ていると目がちかちかしてくる。

　その容よう貌ぼうは、あと三十も若ければタラシ大魔王ルシファーとも張り合えたのではないかという、過去の栄光をしのばせるものだった。

　しわが増えていてさえも颯さつ爽そうとした風ふ情ぜいがある。派手な格好も似あってしまうのはさすがとしか言いようがない。

（でも、このブラシみたいな口ひげ、毛先が不自然なくらいに整然としてるな……）

　見ていると優ゆう雅がなのか面おも白しろいのか分からなくなり、不安な気持ちになる。

　ソナの混乱をよそに、エルンストと呼ばれた男は少女の横に立つとその視線を追ってソナたちに目を遣やった。

　そして、ソナを見た途と端たん、幻まぼろしの珍ちん獣じゆうでも見つけたかのようにパッと顔色を変える。

「何と！　これは、ソナ・スタリー君ですね！」

「え、あ、はい」

　ダンディな渋しぶい声で驚おどろかれたソナは、どうしたらいいか分からずにとりあえず頷いてしまった。

「あら、こちらの方は知人さん？」

　エルンストを見つめて、モールチェがまたのほほんと首を傾げる。

　マルコシアスはその奇き抜ばつな色彩センスに怪け訝げんな顔をしていた。失礼な奴である。

（こんな個性爆ばく発はつの知人がいてたまるか……）

　ソナは、意味の分からない状況にただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　なぜ、この二人は自分の名前を知っているのだろうか。

　強しいて心当たりを上げるとすれば、古典語クラシカの研究者として名を知られている可能性はあるが、ソナは学会を始め表おもて舞ぶ台たいにほとんど顔を出だしていない。そこまで姿かたちが認にん知ちされているはずもない。

「どうも困こん惑わくさせてしまったようですね。吾わが輩はいは、エルンスト・オルト。アンブロジウス伯はく爵しやく家けの筆頭魔ま術じゆつ師しです。以後お見知りおきを。さて、初めまして、ソナ・スタリー君。貴方あなたの勇名は聞きき及およんでいますよ。あのハンバート・ブーランを倒たおした少年魔術師――我らの間で話題にならない日はありません。学生時代の肖しよう像ぞう画がが出回っていまして、ご尊顔も存じておりました。ぜひお目にかかりたいと思っていたのですよ」

「――魔術師……？」

　冗じよう談だんのように長い腕を伸べて優雅に礼をする魔術師エルンスト・オルトを前に、ソナは目を見開いた。作った覚えのない学生時代の肖像画など、後で詳くわしく問とい質ただしたい事こと柄がらもあるにはあったが、今はそれより気になることがある。

　エルンストは、「魔術師」という言葉を当たり前のように使っていた。

　セント・リーヴル王国において、「魔術マギア」とは、リーヴル古リンガ・クラシ典言語群カ・リーヴルが用いられる「風俗学フオークロアの一研究分野」でしかない。

　十八世紀も後半の時分、最も早はやその実用性を信じている者などいないのだ。

　古典語クラシカの研究者であるソナでさえ、藁わらにもすがる気持ちで召喚術を実じつ践せんしてみるまでは、それが単なる学芸芸術――机き上じようの空論であると信じて疑わなかった。

　ソナの反応を見て、状況を察したらしいエルンストは目を丸くした。

「おや、もしやスタリー君は独学の徒とですか。……驚きましたね、ハンバート・ブーランほどの魔術師を倒す実力を持っていながら、誰にも師事していないとは。しかし、道理で今まで名前を聞かなかったわけです」

（そういえば、前にモールチェに召しよう喚かん術は独学だって言って驚かれたな）

　つまりは、世界には魔術マギアを現実のものとして学ぶ人々が存在していたということである。

　モールチェを召喚したあの瞬間に、自分は「魔術師の世界」に踏み入ったのだとソナは改めて気づく。

　しかも、何だかハンバート・ブーランを倒したせいで有名人になってしまったらしい。実際にはモールチェとマルコシアスの力を借りてハンバートを倒したわけだが、それが伝わっていないため、自分一人が超ちよう人じん的てきな魔術師のようになってしまっている。

「セント・リーヴル王国には、魔術師組織が存在するのですよ。無論、表だって魔術師とは名乗っていませんが。組織名は『ヘルメスの翼』、三百年前まで国王陛下を補ほ佐さする魔術師の役を担になってきたアンブロジウス伯爵家のご当主が主しゆ宰さいしています。吾輩はそのアンブロジウス伯爵家の筆頭魔術師をさせて頂いていまして。そして――」

　エルンストは咳せき払ばらいをすると、妙みように芝しば居いがかった動作で、きまり悪そうに立っている軍服の少女を示した。

「こちらが、そのヘルメスの翼の主宰レクスにして、当代アンブロジウス伯爵アンネリーゼ・フランソワーズ・カーライル・ド・アンブロジウスお嬢様であらせられます」

「えっ」

　陰気な殺人現場に響く、声も高らかな紹しよう介かいに、ソナはぎょっとした。

（じゃあ、この少女も魔術師なのか。それより若じやつ干かん十五歳前後で伯爵、しかも、魔術師組織の主宰トツプってすごいな。……いや、でも、なんで魔術師が殺人現場を見回っているんだ？）

　自らの紹介を黙だまって聞いていた白い軍服の少女――アンネリーゼは、それが終わると同時に恨うらみがましい目でソナを睨んだ。桜貝のような唇が意を決したように開かれる。

「ソナ・スタリー、あなたは私のこと知っているはずよ。……だって、私とあなたはグラマー・スクールで同級生クラスメイトだったのだから！」

　その言葉を聞いた瞬間に、ソナは胃に鉛なまりを流し込まれたような気分になった。

（……なるほど、グラマー・スクール、か）

　古典語クラシカは貴族の基き礎そ教養でもあるため、あの場所には確かに上流階級の流れをくむ学生は少なくなかった。

　当時のことを思い出すと同時に、胸の内に苦い思いが広がっていく。名を負うことが苦手になったのは、あの日々が原因だった。

　――エリートを選せん抜ばつするために造られた、陰いん鬱うつな灰色の巨大な校舎。

　そこで天才の名で呼ばれることは、引きずりおろすべきものとして疎うとまれることだった。

　天才だから。天才のくせに。

　何をしようとも、その二つがついて回った。

　同じ空間にいても、誰も同じ盤ばん上じように立とうとはしない。

　美名でもって頂上に吊つり下さげ、死角から槍やりで突くように攻こう撃げきして、嘲あざ笑わらうのだ。

　息苦しくて仕方がなかった。

（なんで毎度聞くたびに思い出すんだか）

　自分の女め々めしさがほとほと嫌いやになる。冷え切った手のひらに爪つめを立てながら、ソナは石畳を睨んだ。噛かみ締しめた唇に鈍にぶい痛みを感じる。

　その時、隣に立っていたニーナが驚くほどに大きな声を上げた。

「グラマー・スクールの人が、今更お兄ちゃんに何の用だって言うのっ！」

　庇かばうようにソナの前に立ち、アイスグリーンの眸を燃え立たせてアンネリーゼを睨む。ソナは思わず目を丸くして、ニーナの背中を見つめた。

「ニーナ……」

　アンティークグリーンの可愛らしいミニドレスに、ふわふわとした栗色の髪――涼すずやかで儚はかなげな姿をした小さな妹は、ソナを守ろうと一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　その姿を見ているうちに、冷えた指先に体温が戻ってきた。

　情けなくも温かな思いになりつつ、ソナは現実に意識を戻した。

　改めて見遣ると、アンネリーゼがニーナの剣けん幕まくに驚いて、口ごもっていた。青みがかった灰色の大きなつり目が困惑の色を映している。

（あー……、これは何とも気まずい状況に）

　どうフォローしたものかとソナが頭を悩なやませ始めた時、モールチェが小首を傾かしげて、口を開いた。

「思ったのだけれど、みんなで場所を移してお話ししたらどうかしら？　立っているのも疲つかれちゃうし、こんなところに長くいたら気も滅め入いってしまうもの。それに、何だか甘いものが食べたくなってきちゃったし」

　大きくて丸い、瑠る璃り色いろの目を瞬まばたいて、にこやかに提案する。

　その言葉には、旧友と街で会って立ち話でもしていたかのような感じがあった。

　薄暗い殺人現場で初対面に近い人々と顔を突き合あわせている状況には、どうにもそぐわない。

「ほほう、なるほど」

　しばしの沈ちん黙もくの後、織りの細かいレースをふんだんにあしらった可憐なドレスのモールチェに、エルンストが紳しん士し然とした粋な微笑ほほえみを投げかけた。

「そちらの可憐なご令嬢レデイの言う通りですね。せっかくお会いできた方々をこんな場所に留め置いては、礼れい儀ぎ知らずのそしりを受けましょう。――そして、時に、お嬢様。スタリー君たちを伯はく爵しやく邸ていにお招きしたらどうです？　スタリー君ほどの魔術師にご助力いただければ、この事件の解決の糸口が見つかるかもしれません。エメルシェードに滞たい在ざいされる間は、伯爵邸に泊とまっていただけば良いではないですか」

　その言葉を聞いたアンネリーゼは、きゅっと唇を引き結んで考えるような素そ振ぶりをした。そして、しばらくしてから、決めたというようにソナを見つめた。

「ソナ・スタリー、私はセント・リーヴル王国の全魔術師の頂点に立つヘルメスの翼の主宰レクスとして、あなたに切り裂き悪魔デヴイル・リツパー事件――エメルシェード連続殺人事件の捜査協力を申し入れるわ。そして、アンブロジウス伯爵邸にも招待します。もちろん、協力を承知し、招待を受けてくれるのでしょう？」

　どうやらアンネリーゼはこの連続殺人事件の捜査をしているらしい。

　ようやく状況が見えてきたソナは、改めてアンネリーゼを見遣った。

　まだあどけなさの残るその容貌には、育ちの良さが形作る無む垢くと、受うけ継ついだ高貴な血統がもたらす気品が現れている。

　白い衣装もモールチェがまとえば明朗可憐に、アンネリーゼがまとえば高こう雅がに見えた。

「っ」

　そんなふうに図はからずもソナがじっとその顔を見つめていると、アンネリーゼはどこか怒ったように眉根を寄せた。その滑なめらかな頬がほんのりと桃色に染まる。指先は癖くせであるかのように短いスカートの裾を引っ張っていた。

「さっさと応じてくださいよ。殺人現場ここに永住でもするつもりですか」

　いつのまにか横にきていたマルコシアスが舌打ちして、うんざりと囁ささやく。

　その橙色の猫ねこ目に睨まれて、ソナはようやく我に返った。まだアンネリーゼを睨んでいるニーナを軽く宥めてから、口を開く。

「捜査に協力し、ご招待をお受けします。――えっと、アンブロジレデイ・アンウス伯爵ブロジウス」

　捜査協力という立場であれば、気き兼がねなくバアルの依い頼らいも遂すい行こうできる。

　迷った挙句に敬けい称しようで名を呼んだソナにアンネリーゼはつんと顔をそむけた。ややあってからきまり悪そうに眸を揺らして、少し小さな声で言う。

「アンネリーゼでいいわ。……わ、私も、ソナと呼ぶから。捜査の協力、よろしく頼たのんだわよ」

　なぜか歯切れ悪くそう言うアンネリーゼの耳は赤くなっていた。

　その指先も淡い桃色に染まっていて、スカートの裾をぎゅっとつかんでいる。彼かの女じよは言い終わるや否いなや、ソナと目も合わせようとせずに身を翻ひるがえして歩き出した。

「――ぷっきゃう……っ！」

　そして、ものの見事に石畳の隙すき間まに足を取られて転んだ。

　珍ちん妙みような悲鳴につられて全員が視線を向けた先で、ミニスカートが豪ごう快かいにめくれ、少女らしく控えめなまるみを帯びた小さなおしりが丸見えになる。

（あ、）

　目を逸らす間もなかったソナは、その初うい々ういしい曲線を思い切り網もう膜まくに焼きつけるはめになった。一瞬、自分が何をしているのかを理解できなくなる。

　悲劇が起こってしまってからの展開は早かった。

「あう、あ、いやぁ、きゃああああ……っ」

「ソナ！　見ちゃダメ！」

　まずはアンネリーゼが悲鳴を上げ、背せ伸のびしたモールチェが慌あわててソナの目を覆う。そして、エルンストが憐あわれな主の救きゆう援えんに走った。

「お嬢様っ、しっかりなさいませ！　よくあることです。むしろありがち、そう、最早、伝統でございますとも！　伝統を踏襲なさったのです。流れるような見事な仕事ぶりでございました！」

　助け起こしたアンネリーゼに、エルンストは力強く言う。

　慰なぐさめになっているのかさえ不明なその謎なぞの言葉は、アンネリーゼの耳には入っていないようだった。彼女はショックのあまり、表情を硬こう直ちよくさせている。

「あ……っ」

　モールチェの手がようやく外れたソナと目が合うと、たちまち真っ赤に顔を染め上げた。

　そして、ぷるぷると身を震ふるわせると、脱だつ兎とのごとくに路地を飛び出して行った。

「お嬢様あああ！」

　白いミニスカートが翻り、懸けん命めいに伸のばした手は空をかく。エルンストはがっくりとうなだれて立ち上がった。

「……参りましょうか、通りに馬車を待たせてありますので」

　こうして切ない顔のエルンストの案内に従って、ソナたちは路地を後にすることになった。

「あーあ。なんだかこの先は、三みつ巴どもえになりそうね」

　モールチェがおっとりとため息交じりに、ニーナに向かって呟いた。

「二人になったって、三人になったって、負けないもん……」

　ニーナがそう言うのを聞きながら、モールチェがにこにこと笑う。

　やりとりの意味が分からずに首を傾げるソナを、マルコシアスが心底呆あきれたような顔で見ていた。

　アンブロジウス伯爵邸は、ライラヘッド十六番路地とは逆方向にあった。

　乗せられた馬車の窓に映る景色は、活気あふれる庶しよ民みんの街から閑かん静せいな富ふ裕ゆうの住宅街へと姿を変えてゆく。

　窓の外に豪ごう邸ていが並び出しても顔色を全く変えない十七歳さいの公爵モールチエと十一歳の侯爵マルコシアスの隣で、田舎の平民もいいところのソナとニーナは、目を皿にして街並みを眺めていた。

　やがて、馬車は橋を渡り、緑の多い奥おくまった区画へと入り込んでいた。

　優美な豪邸の群れが徐じよ々じよになりを潜ひそめ、道みち幅はばがぐんと広くなる。晴れやかな空を背景に、木々の生おい茂しげる自然公園の緑が映はえた。

（王都にもこんな場所があるのか……）

　突とつ然ぜん広がった都市らしからぬ風景にソナが目を惹かれていた時、馬車が自然公園の横を過ぎ去り、胸のすくほどに視界が開けた。

「わあ……！」

　ニーナが窓に張り付いて、歓かん声せいを上げる。

　現れたのは、刈かり込まれた広大な芝しば生ふを絨じゆう毯たんにしてそびえる巨きよ大だいな城じよう館かんだった。

　道中で見た豪邸のように繊せん細さい優美な雰ふん囲い気きはそこにはなかった。館を形作るのは無愛想な灰色の石材であり、シルエットもずんぐりとした横広の形だ。それだけで判断すれば、無骨であか抜ぬけない城だというふうに見ることもできる。

　しかし、そこには優美な飾かざり気けはなくとも、泰たい然ぜんとした凄すごみがあった。

　無数の石で組まれた堅けん牢ろうな城じよう壁へきは、浮うわついた装そう飾しよくなど無用であることを語っていた。黒々とした灰一色の佇たたずまいは、風ふう光こう明めい媚びな景色の中で圧あつ倒とう的てきな存在感を誇る。

　それはまさに貴族がまだ諸しよ侯こうと呼ばれていた頃ころをしのばせる、威い風ふう堂どう々どうたる古城だった。

「これが伯爵邸、か……」

　そう思わず呟つぶやいたソナの視界に、更に目を惹く建築物が飛び込んできた。

　城館の擁する、礼拝堂である。

　丈高い礼拝堂は、横広の城館の中でそこだけ頂上部が突き出でていた。尖せん塔とうを連ねたその様子は、まるで空にフォークを突き立たてたかのようだ。

「――綺き麗れいだわあ」

　その佇まいを視界に捉とらえたモールチェが、目を輝かがやかせてうっとりと言う。マルコシアスも眉を上げて、少しばかり興味を引かれたように馬車の窓を見つめていた。

　無骨な風情の本館とは打って変わって、礼拝堂は一部の隙すきもないほどに飾り立てられていた。その直線的なシルエットを、燃え盛る火か炎えんの形を模したかのような装飾が覆おおい尽つくしている。

　壁の上部には花窓――ステンドグラスをはめ込んだ円形の飾り窓まどがついていた。

　それは、ひやりとするほどに大きいサイズで作られていて、日光を浴びて水面のように輝き渡っていた。澄んだ海の青を基調に、柔やわらかな陽光のような黄色、更には宝石のように煌きらめく赤や緑が、まさに大輪の花を写し取ったかのごとくに配されている。

　繊細でも優美でもなく、ただただ壮そう麗れいな――神秘の真しん髄ずいを追究したかのような礼拝堂の姿に、ソナは知らず感かん嘆たんのため息を漏もらす。

（……アンネリーゼは、こんな場所に住んでいるのか）

　――セント・リーヴル王国の全魔術師の頂点に立つという、少女伯はく爵しやく。

　果たして、そんな少女が同級生にいたのだろうか。

　ソナは今いま更さらながらに、学生時代の自分が周囲を全く見ていなかったことに気づく。

　覚えているのは陰鬱な校舎の眺めや、開いた本の活字の羅ら列れつばかりだ。我ながら苦いばかりで空むなしい思春期であった。

　そんなふうに、ソナがやるせなく思いを馳はせる間に馬車は門をくぐり、威い容ようを誇るアンブロジウス伯爵邸へと吸い寄せられていった。

　伯爵邸に到とう着ちやくした一同が集ったのは応接間だった。

　天板に大理石を用いた長方形のテーブルには、人数分のポットとティーカップ、そして銀の縁ふち取どりの大皿にちょこんと載のせられたミルフィーユが置いてあった。

「この事件の殺さつ人じん鬼きは『切り裂き悪魔デヴイル・リツパー』と呼ばれているの」

　アンネリーゼはつり上がったまなじりも凛々しく、口火を切った。

「切り裂き方が常じよう軌きを逸いつしていて、まるで悪魔が憑いているかのようだ、というところから付いた呼び名よ。もちろん、これは人々が興味と恐れをないまぜにして付けたあだ名のようなもので、真実を表しているはずもないけれど」

　悪魔が憑いているかのようだ、という言葉に猫目を光らせるマルコシアスの横で、モールチェがミルフィーユを口に運んでいる。

　チョコレート色の生き地じを幾いく層そうにも重ね、カスタードをたっぷりと挟はさんだミルフィーユは、よく知っている苺いちごと生クリームのものとは一風変わって、甘あまい菓か子しのくせにきりりとした風情があった。飾りつけのオレンジピールも涼やかだ。

（モールチェと言い、バアルと言い、アンネリーゼと言い、上流階級は茶会が好きだな）

　ほろ苦いミルフィーユにさくりとフォークを立て、ソナはアンネリーゼが話すのを聞いていた。

「ヘルメスの翼は、隠かくれなき大魔術師であった初代アンブロジウス伯爵が、主宰レクスを任ってから千年の間続いてきたの。三百年前から表舞台に顔を出すことはなくなったけれど」

　セント・リーヴル王国には、三百年前まで国王を補佐する魔術師の役職があった。

　最初にその役を果たしたのは、歴史書によればエムリス・カーライル・ド・アンブロジウス――アンネリーゼの言う、初代アンブロジウス伯爵だ。

　文ぶん献けんにおける彼かれは、その場から一歩たりとも動くことなく、激烈な威い力りよくを誇った雷鎚ウオーハンマーによって国王の敵を薙ないだと伝えられる大魔術師である。

　古典語クラシカの研究者の間ではよく知られた興国神話の英えい雄ゆうだ。

（そうか……あのアンブロジウス雷らい吼こう伯の子孫か）

　天を裂くような巨大な雷を自在に操ったという英雄は、その激しい性格も加わって雷吼伯と呼ばれた。

　ソナは改めて、目の前に座すわるアンネリーゼを信じられない気持ちで見遣る。

　彼女は主宰レクスという単語を使っていたが、レクスとは「王」を意味する語である。

　ソナは先ほどからそれを少しばかり大おお仰ぎようではないかと思っていた。しかし、なるほどそれがアンブロジウス雷吼伯であるならば、セント・リーヴルの魔術史に君臨する王レクスと言うことができるだろう。

　――興国神話にその雷らい名めいを轟とどろかす「魔術師の王」の子孫。それは、どことなく「ソロモン王の末まつ裔えい」である自分の身とも重なる境きよう遇ぐうだった。

「魔術マギアが表向きに実学ではなくなってからも、ヘルメスの翼が廃すたれることはなかったわ。なぜなら世界には、魔術マギアなくしては解決できないことがあったから。――私たち、ヘルメスの翼は、今でも、魔術マギアの力をもって王国を守護する役目を負っているの。今回の事件も、切り裂き悪魔デヴイル・リツパーに魔術マギアの関かかわりを感じ取られた国王陛下から捜査令が下されたのよ」

　そう言うアンネリーゼの灰色の眸は、誇りに満みち溢あふれているようだった。青みがかったその灰色は真冬の泉のように澄み切って、深々と光る。

　そこに至ってソナは初めて気づいた。

「魔術師の王」という名は、彼女の矜持プライドなのだ。

　仰ぎよう々ぎようしい名前に未いまだ慣れない自分とは、驚くほどの違ちがいがある。

　そう思うと、その澄み切った灰色の眸から目が離はなせなくなった。その小柄な体のどこに、重みに耐たえる強きよう靭じんさがあるのだろうとソナは心底不思議に思う。

「……な、何よ」

　何も言わずに凝ぎよう視ししてくるソナに戸惑ったアンネリーゼが、頬をじわじわと桃色に染める。きょろきょろと視線を泳がせ始めた様子を見て、ソナはようやく自分がアンネリーゼの顔を直視し続けていたことに気づいた。

「――あ、いえ。すみません。何でもないです」

　慌ててそう言って、視線を外す。意識もせずに凝視をしてしまうとは、他人と目を合わせることが得意でもない自分には珍しいことだった。

　普ふ段だんなら、瑠璃色の眸でじぃっと見つめてくるモールチェから恥ずかしさのあまり目を逸らすくらいなのに、とソナは首をひねる。

　今は頬を触さわっても、特に赤面もしていない。

　しかし、そんなソナに反して、アンネリーゼはすっかり調子を崩くずされたようだった。小さな顔を林りん檎ごのように燃え立たせ、急に早口でしゃべり出す。

「とっ、とっ、とっ、とにかくっ！　重要なのは今回の事件にはいつもとは違う点があるってことなの！　魔術マギアが関わっている可能性があるだけじゃなくて、ヘルメスの翼にも直接関係があるのだからっ」

「お嬢様、お嬢様、落ち着いてください。ほら、深呼吸ですよ！　ひっひっふううー」

　頬を紅潮させ、窒ちつ息そくしかけたように口をパクパクさせるアンネリーゼを、エルンストが隣から宥なだめにかかった。

　よく分からない呼吸法を指導し、紅茶を飲むように言い、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶお嬢様にはできる！　などと意味不明な暗示をかける。

（主従って、どこかしら変わったところのある者同士の組み合わせなんだろうか）

　ソナは見ているうちに、何となくそんな勘かん繰ぐりをしたくなった。

　しばらくすると、エルンストの努力の甲か斐いもあってか、アンネリーゼはどうにか落ち着いた。一息つくと、気を取り直したように話し始める。

「新聞などには公表してないのだけれど、今回の事件――エメルシェード連続殺人事件では、現場に毎回手紙が残されているのよ。内容は人を食ったようなものばかり。そして、宛あて名なは決まって『魔術師の王様』とあるの」

　マルコシアスが白銀の睫毛まつげを揺らして、アンネリーゼを見遣る。橙だいだい色いろの猫目は、事態を解かい析せきするように怜れい悧りな色を浮うかべていた。

　ベルフェゴールに繋つながる手がかりがあったのだろうか、とソナは気になったが、相変わらずの無表情からはその内面を読み取ることはできなかった。

「『魔術師の王様』とは、つまり、ヘルメスの翼の主宰レクスである私のことでしょう。これは切り裂き悪魔デヴイル・リツパーから私への、――ヘルメスの翼への、宣せん戦せん布ふ告こくよ。こんなことはアンブロジウスの威い信しんにかけて絶対に許すわけにはいかないのよ……！」

　言葉を続けたアンネリーゼはこぶしを握にぎり締めて、その灰色の眸を怒いかりに燃やした。

　あどけない童顔に怒ど気きをみなぎらせるその様子は、父祖である雷吼伯の名を思い出させた。

　容貌を彩いろどる淡あわく柔らかな色合いに似ず、そこに現れるのは閃ひらめく稲いな光びかりのように清せい冽れつで烈はげしい矜持プライドである。

「ソナ・スタリー、私にはあなたが必要だわ。ただし、それは古典語クラシカの――史的言語学ヒストリカの天才としてではなく、ハンバート・ブーランを倒した魔術師としてよ。私の求める実力があなたにあるのか、まずは見み極きわめさせてもらうわ」

　高飛車に言い放つアンネリーゼに、ニーナがぎゅっと唇を引き結ぶ。

　また噛みついたりはしないかとソナはひやひやした。

　今日のニーナはなぜか妙に好戦的だ。

　そんなソナの苦労も知らず、アンネリーゼは堂々と宣言した。

「落ち着いたら、一度手合せしましょう。あなたの力、見せてもらうわ」

「……手合せですか」

　まなじりのつり上がった、大きな灰色の目に見つめられて、ソナは内心たじたじとなる。ハンバートの一件以来、鍛たん錬れんは一応続けているが、戦いなどはなるべくしたくない。しかも、よりにもよって女の子とである。

「――情熱家さん、ね」

　やり取りを見ていたモールチェが瑠璃色の眸を意味深に煌めかせて、一言呟いた。ミルフィーユもちょうど食べ終わり、ナイフとフォークをするりと下ろす。

（――そういえば、グレモリーは、専守防衛の慈じ悲ひの女公爵ではなかったか）

　察するに、平和主義者のような気がしなくもない。そのことを思い出したソナは、あわよくば手合せを止めてくれないかと、すがるようにモールチェを見つめた。

　しかし、無敵の天然に思いは伝わるはずもなかった。

「ソナ、頑がん張ばってね！」

　両のこぶしをきゅっと握って、モールチェは力強く言った。宝石のようにきらきら輝く瑠璃色に、反はん駁ばくの言葉は喉のど元もと深く封ふうじ込められる。

「はい、頑張ります……」

　結局、そう言って、ソナは手合せを了りよう承しようすることになった。

　こうして、初日から波乱の予感を醸かもしつつ、アンブロジウス伯爵邸での日々は始まったのであった。







３、王たる者ノブレス・オの覚悟ブリージュ







　アンブロジウス伯爵邸は代々の伯爵の邸てい宅たくである他に、魔術師組織「ヘルメスの翼つばさ」の本部としての役目も負っていた。

　燦さん然ぜんたる花窓の礼拝堂は定例集会の場であり、大きなダンスホールは魔術師たちの宴うたげの間だ。そして、城館の裏手にある硬かたい地面の空間には、闘とう技ぎの場、と名前がついている。

　言わずもがな、その用よう途とは、魔術師同士がその技わざを競きそい合うというものである。

　初日に予告された「手合せ」をするために、ソナはそこに立っていた。向かいには、気合十分のアンネリーゼが立っている。

　木立を背にして切り開かれた地面に立つ、ソナの心中はどうにも憂ゆううつだった。

　ハンバートの一件以来、魔術マギアを用いた武力攻撃の指導という名目で戦せん闘とう狂きようじみたしごきを続けてきたマルコシアスが後ろで目を光らせているというのも大きい。

（こうして見ると、背が小さいな。……ニーナと同じくらいだろうか）

　ミニスカートの白い軍服を着たアンネリーゼは、改めて見るとかなり小こ柄がらだった。やや長身と言ってもいいソナと対たい峙じするとその差は歴然としている。

　背筋を伸ばして立つアンネリーゼは、付き従っていたエルンストに下がるように言うと、息を吸い込んで名乗りを上げた。

「我は、雷吼伯エムリス・カーライル・ド・アンブロジウスの末裔、アンネリーゼ・フランソワーズ・カーライル・ド・アンブロジウス。王レクスの誉ほまれ高たかき偉い大だいなる我わが父祖に、その名に恥はじることなき戦いを堅かたく誓せい約やくし申し上げる！」

　木立にこだまする勇ましいソプラノに、ソナはぽかんと口を開けた。

　恐おそる恐る見み遣やると、アンネリーゼの灰色の眸はどこまでも真しん剣けんな色を宿していた。そのうちに目が合ってしまい、訝いぶかしげな表情で早く名乗りを上げるように促うながされる。

（え、これ、僕もやるのか……？）

　助けを求めるようにエルンストを見ると、なぜか大きく頷うなずかれた。

　悲しいことに、全く意味が分からない。

「えええ……？」

　空間の空気は張はり詰つめていて、ソナにも古の騎き士しのような格式ばった名乗りを上げるよう要求していた。逃にげ場ばを失ったソナは仕方なくままよとばかりに口を開く。

「わっ、我が名はソナ・スタリー。こちらも、えっと、……その、父祖に、恥じぬ戦いを約束申し上げる」

（父祖って誰だれだよ。あ、ソロモンなのか、一応……？）

　声を張り上げるのも恥ずかしく、早口でお茶を濁にごすようにしてソナは口上を言い終えた。何とも間ま抜ぬけな仕上がりである。一体、何でこうなったのか。

　ソナの名乗りが終わったのを見て、エルンストが咳払いをして高らかに言った。

「では、これより闘技開始とする。両者、共に、悔くいのない戦いを！」

　こうして何やら騎き士し道どうのノリを保ったまま、手合せは開始されたのだった。

　開始の合図と共に、ソナに向かい立つアンネリーゼはすらりと片手を伸べた。呼吸一つで、その指先からたちまちのうちに青く光る魔ま法ほう陣じんが広がる。

　五芒星ペンタグラムを中心に複雑な模様が描かきこまれたその二重円は、アンネリーゼの華きや奢しやな手の中にすっぽりと収まってしまうほどの小ささだった。

　しかし、そこへ集結する魔力エナジーはその規模に似合わないものだった。

　噴ふき上あがる暴風が、ストロベリーブロンドの髪かみをめちゃくちゃに蹂じゆう躙りんする。そして舞まい乱れる髪もそのままに、灰色の眸ひとみを炯けい々けいと光らせてアンネリーゼは呪じゆ文もんを唱えた。

「《その姿、百の篝に照り勝まさるもの。その声、百の畏い怖ふを呼び集めしもの。その力、百の驕おごりを灰かい塵じんに帰するもの。――雷神トールの手なる天雷よ、我、汝なんじを知る者なり。これら礎いしずえたる三つの知により、我が掌しよう中ちゆうに下れ》」

　人間たる魔術師が、魔術マギアを使うのに必要とされるのはアナロジー魔法陣と呪文である。

　重低音を上げて回転していた魔法陣は、アンネリーゼの呪文に応じて動きを止め、一層の輝きを放った。

　その中央の五芒星ペンタグラムから、重苦しく唸うなりを上げる雷らい撃げきを吐はき出す。

「《その額で無限の穹窿を支え、その腕かいなに幾いく多たの生命を抱いだくもの。血脈に七つの金属を通わせた、大いなる深遠と不動を司つかさどりし常とこしえの守り人――黒き覇はを纏まといし大地の精霊ノームよ。その力を以もつて、襲おそいくる災さい厄やくから我を守護せよ》」

　大地の精霊ノームの魔法陣を出力し、ソナは岩の頑がん強きようさを誇ほこる楯たてを出現させた。

　襲い来る雷撃は楯の岩いわ肌はだに弾はじかれて霧む散さんする。それでも警けい戒かいを保ったまま、ソナはその身みの丈たけに合わせたように小さな魔法陣を光らせているアンネリーゼを見つめる。

（多分、これは小手調べだ）

　彼女が唱えた呪文は、ソナの唱えた四大元素の精霊の力を借りるだけのものとは違う。

　アンネリーゼのそれは、三つの知を謳うたう呪文の元に、四大元素の精霊を強制的にねじ伏ふせ、その力を意のままに操あやつる高等魔術テウルギアだ。

（その小さな魔法陣一つで、出力する気だろうか）

　魔法陣の大きさは、技の威力に比例する。アンネリーゼの魔法陣は、雷を生成する幾いくつもの精霊を完全服従させるには、あまりにも頼たよりなく見えた。

「ヘルメスの翼で噂うわさになるだけはあるのね」

　雷撃があっさりと弾かれたのを見たアンネリーゼは、大きなつり目を細めた。

　そして、小さな魔法陣を指先に保ったまま、時計回りに手を動かし始める。途と端たん、青く光る魔法陣の輪りん郭かくがぐにゃりとぶれた。

「嘘うそだろ……」

　信じられない光景を目の前にして、ソナは呆ぼう然ぜんと呟いた。

　アンネリーゼの指先で、その小さな魔法陣は五つに数を増やしていた。

　増えた魔法陣からほとばしる金色の雷らい火かが、人一人を包つつみ込むほどの巨大な魔法陣を描えがき出だす。

　しとどに垂れ落ちる汗あせを拭ぬぐい、目を眩くらませんばかりに帯電する魔法陣を構えたアンネリーゼは、詠えい唱しようした。

「《雷吼伯の名において命じる。雷神トールの振ふるいし、滅尽の戦せん鎚ついよ、我らが王国の行く手を阻はばむ夷狄を屠ほふれ》――――っ！」

　目の前で展開される技の規模に、ソナは目を見開いた。
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　アンネリーゼが出力しようとしているのは、興国神話に語られるアンブロジウス雷吼伯の雷鎚ウオーハンマーだ。出力されれば、ひとたまりもない。

　しかし、雷火に彩られた金色の魔法陣は、アンネリーゼの呪文に応じて輝きを放ったものの、未だ力を溜ためるように沈黙していた。

　規格外の大おお技わざは、どうやら出力までの所要時間が長いらしい。

　そう悟さとったソナは大地の精霊ノームの楯を消し去り、即そく座ざに別の魔法陣を展開した。

（雷鎚ウオーハンマーを出力される前に、ここで確実に終わらせる）

　マルコシアスのスパルタ指導の下、魔法陣展開速度は格段に上がっていた。円えん環かんはすぐに花開くように広がって、青く光りながら回転する。

「《その息い吹ぶきによりて万ばん物ぶつの形を授さずけ、また奪うばい去る大いなる天空の翼。荒あらぶり、凪なぎ、奪い、与あたう、真に永遠なる変転の司つかさ――澄すみ渡わたる白をまといし風の精霊シルフよ。その力を以て、我の前に渦うず巻まく汚お濁だくを吹ふき散ちらせ》」

　隣りん接せつする木立から葉々を奪った一いち陣じんの乱風は、巨大な雷火の魔法陣を構えるアンネリーゼへ向かってその爪そう牙がを剥むき出した。

「《その高きに在りて赫かく然ぜんと照らすもの、その底に在りて灼爛と焦こがすもの。永えい劫ごう不ふ滅めつにして、定形なき無限の支配者――古いにしえの深しん紅くをまといし火炎の精霊サラマンドラよ。その力を以て、我に向かい立つ不ふ浄じようを灰塵となせ》」

　襲い来る風の爪牙を睨にらみ、アンネリーゼは即座に詠唱した。雷火が彩る金色の魔法陣の前方に、青い燐りん光こうの魔法陣が描き出されている。

（魔法陣の二重展開……！　やっぱり、隙を衝つくのは無理か）

　出力で手て一いつ杯ぱいになっているのではないかという考えは、やはり甘かったようだった。二種の魔法陣を同時に操る、その集中の精度と器用さにソナは舌を巻く。

　瞬しゆん間かん、風の爪牙と炎えん熱ねつの蛇へびが衝しよう突とつし、家鳴りのような音を上げて小しよう爆ばく発はつを起こした。

　ソナは爆ばく発はつの余波から身を躱かわして、その場から飛とび退のいた。

　この敏びん捷しよう性せいも修しゆ業ぎようのたまものと言える。何しろ某戦闘狂氏マルコシアスは相手が人間だろうが容よう赦しやをしないのだ。

「――――――っ！」

　対するアンネリーゼは、逃げることもせずに爆ばく風ふうと砂さ塵じんをまともに浴びた。

　火炎の精霊サラマンドラの魔法陣が消え、雷火の魔法陣が一いつ瞬しゆん、ぐにゃりと歪ゆがむ。

「うっ……けほっけほっ」

　咳せき込みながらも、アンネリーゼはどうにか魔法陣の歪みを修正した。

　その間、彼女は一いつ切さいその場から動くことはなかった。ふらつきながらも定位置に踏ふみ止まっている。

　集中の精度を保てば、魔法陣を展開しながらでも動くことはできる。

　二種の魔法陣を同時に展開できるほどの技量を持ちながら、なぜ爆発を避よけようとしないのか。

　その姿に何かが引ひっ掛かかったソナは、ふと雷吼伯の伝説を思い返した。

　――アンブロジウス雷吼伯は、その場から一歩たりとも動くことなく、激げき烈れつな威力を誇る雷鎚ウオーハンマーによって王の敵を薙いだと伝えられる。

　その場から一歩たりとも動かない――それは、動かずとも敵を薙ぐことができる強さの証明に思える。伝説を聞いた誰もがする基本的な解かい釈しやくだろう。

（でも、もしそれが必要条件だとしたら？）

　ソナがそう思った時、アンネリーゼの構える雷火の魔法陣が一ひと際きわ大きく輝きを放った。その中央の五芒星ペンタグラムから、巨大な牙きばのような鎚つちの頭が姿を現し始める。

　すでに迷っている猶ゆう予よはなかった。

（可能性に賭かけるしかない）

　意を決したソナは、風の精霊シルフの魔法陣を保ったままアンネリーゼに肉にく薄はくした。

　雷火の魔法陣から飛び散る火花が、じりじりと肌はだを焼く。痛みに耐え、近づけるぎりぎりまで行くと、呪文を唱える。

「《その息吹によりて万物の形を授け、また奪い去る大いなる天空の翼。荒ぶり、凪ぎ、奪い、与う、真に永遠なる変転の司――澄み渡る白をまといし風の精霊シルフよ。その力を以て、我の前に渦巻く汚濁を吹き散らせ》」

　今にも出力せんばかりの雷鎚ウオーハンマーに、風の爪牙が突つき立てられた。

（――単なる風の精霊シルフの技では、雷吼伯の雷鎚ウオーハンマーを討うち果はたすことなどはできない。でも、格下の技であろうと衝突により小爆発を起こすことならできる）

　果たして風の爪牙は出力しかかった雷鎚ウオーハンマーにぶつかった瞬間、ソナの狙ねらい通りに小さく爆発した。

　至近距きよ離りで発生した爆風にアンネリーゼは足元をすくわれる。

「きゃああああっ」

　バランスを崩してたたらを踏んだ瞬間に、雷火の魔法陣を支えていた両手が外れる。途端、金色に輝いていた魔法陣が大きく歪んで決けつ裂れつした。

　出力寸前の雷鎚ウオーハンマーは、あわやというところで基き盤ばんとなる魔法陣を失い、耳のつんざけるような雷らい鳴めいだけを残して空中に溶とける。

　間を置くことなくソナは、新たな呪文を詠唱する。

「《変転を司りし白き王よ。我が意に応じ、その形を変えよ》」

　風の精霊シルフの魔法陣から細身の剣レイピアを生成し、それをアンネリーゼから少し離れた地面に当てて言う。

「……王手チエツク、です」

　顔を上げたアンネリーゼが、それを見て小さく息を吐いた。

「――私の負けね」

　土ど壇たん場ばでの予想は、当たっていた。

　雷鎚ウオーハンマーを出力する魔ま術じゆつ師しは、一歩たりとも動けないのだ。五つの魔法陣からなる雷火の魔法陣を保つには、繊細な技術が必要とされるのも当然かもしれない。

（しかし、本当に凄すさまじい大技だったな……）

　まさに、王レクスの技と言うのにふさわしい難度の高さと規格外の規模だった。出力されていたらと思うと背筋が冷える。

　ソナが安あん堵どで脱だつ力りよくしている間に、アンネリーゼの下へエルンストが息せき切って駆かけつけてきた。

「お嬢じよう様さま！　大だい丈じよう夫ぶですかっ？　痛いの痛いの飛んで行け、ですよっ！　お怪け我がはないですか。あああ、おみ足がこんなに汚よごれて……」

「……大丈夫！　痛いところなんてないわ。抱かかえてくれなくても平気！　だからっ恥ずかしいのよ！　大丈夫だったら！　子供じゃないのよ。もう、いつも大げさなのだから」

　ダンディな渋しぶい声でおろおろと騒さわぎ出して、あまつさえ抱きかかえようとしてくる側近エルンストをどうにか制止し、アンネリーゼはふらつきながら立ち上がった。

　白い軍服から土の汚れを払はらうと、ソナに向かって言う。

「あなたの力、十分に見せてもらったわ。さすがだわ、噂通りの実力ね。事件解決への尽じん力りよくを期待しているから」

　その凛り々りしい佇まいは揺ゆらぐことがなかった。

　小柄ながらに背筋をぴんと伸ばした様子には、誇り高い貴族の風格がある。勝ち気ではあっても、負まけ惜おしみのような真ま似ねはすまいと決めているのだろう。

「あ、えっと……こちらこそ、よろしくお願いします」

　居住まいを正してソナが言うと、アンネリーゼはきゅっと桜貝のような唇くちびるを噛かんだ。

　口元がわずかに震え、まなじりがうっすらと桃もも色いろに染まる。

　その微び妙みような表情の変化にソナが気づく前にアンネリーゼはくるりと身を翻して、城館へと向かって行った。

　心配してまとわりついてくるエルンストを追おい払いながら早足で歩く。

「……また、敵かなわないのね」

　桜貝のような唇がぽつりと呟いたその独り言は、誰の耳にも届くことはなかった。
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　その日の夜、割り当てられた寝しん室しつで、ソナがそろそろ寝ねようかと考えつつ、ついつい古典語クラシカの本を読んでいると、ためらいがちなノックの音が聞こえた。

（誰だろう……こんな時間に）

　見れば、時刻は、夜の十二時を回ったところであった。

「お兄ちゃん……」

　ドアを開けたところに立っていたのは、ニーナだった。城館のものらしい、裾すその長いネグリジェを着て、大きな枕まくらを抱きかかえたその様子にソナは首を傾かしげた。

　とりあえず部屋の中に入れて、ベッドに座らせる。

（眠ねむれないとか、そんなところだろうか）

　しかし、ニーナは元々そういう甘え方かたはしてこない。儚はかなげな見た目に似ず、勝ち気で強がりで、滅めつ多たに弱音を吐かないのだ。

　ベッドに座り、手持ちぶさたに枕をぽふぽふといじっていたニーナは、やがてふと目を上げて言った。

「お兄ちゃん、前まえ髪がみ焦こげてるね」

「ああ、うん。昼間の手合せで焦がした。あとで、切らないとな」

　アンネリーゼの雷火の魔法陣にかなり近づいていたソナは、体のあちこちを焦がしていた。今更になって、ちょっとした火傷やけどやら擦すり傷きずやらが痛み出す。

　ニーナは心配そうにそれらを見遣った後で、小さく笑った。

「でも、なんか変なの。この間まで、書しよ斎さいで植物みたいな生活してたのに」

「うん、植物か……。まあ、そうだけどさ」

（せめて、少しでも動くものが良かったなあ……）

　ソナは苦く笑しようする。

　妹からの率そつ直ちよくな評価はなかなか胸に刺ささるものがあった。ともあれ、真実なので何も言えない。何しろ、ニーナは一番自分を知っている存在なのだ。

　抱えた枕に顔を埋うずめ、ニーナはやがて少し声を落として呟いた。

「ねえ、お兄ちゃん。少しだけ、わたしの、――アッピンの赤い本の、話をしてもいい？」

　聞いた瞬間、心臓が跳はねるのをソナは感じた。指先がわずかに冷える。

「話してくれるなら、もちろん聞くよ」

　動どう揺ようを隠して、ソナは手を伸ばしてニーナのふわふわした栗くり色いろの髪を梳すいた。気持ちよさそうに目を細める顔を見て少し安心する。

　ニーナが、自分のことについて話そうとするのは初めてだった。

　ニーナがアッピンの赤い本であり、ソナがソロモン王の末裔だと分かったことは、何の変へん哲てつもなかった兄きよう妹だい関係に大きな影えい響きようをもたらした。

　ニーナは、自分らを、大いなる秘密の守護者にして裁定者であると言っていた。

　その役目は身の内にある高位魔ま神じんたちの真名を守護することであり、更さらに、自らを受うけ継つぐ正統なソロモン王の後継者マスターを選定することである。

　――アッピンの赤い本と、そのマスター。

　兄妹として今まで築いてきた絆きずなが、それだけの関係に収束してしまう。

　それは、あまりにも恐ろしいことだった。

　だからニーナはそのことについて話そうとしなかったし、ソナもそれについて訊きこうとは思わなかったのだ。

　今、心を決めたように口を開いたニーナに、ソナも覚悟の思いで向かい合う。

（ニーナは、ニーナだ）

　自分に言い聞かせるようにソナは思った。

　――たとえ、ニーナが人間ではなくても、仰々しい名前がついてしまっても。

　儚げな見た目に似合わず勝ち気な、たった一人の可愛かわいい妹なのだ。

「わたしね、お兄ちゃんをマスターだと決めるまでは、ソロモン王グランドマスターの遺志のためだけに存在してたの」

　橙色のランプの光が満ちた部屋の中で、その言葉は静かに紡つむがれた。

「ソロモン王の遺志？」

「そう。正統なる後継者に大いなる秘密を託たくすこと。それがグランドマスターの遺志だった。わたしはそのために創つくり出されて、お兄ちゃんの血で初めてわたしニーナになったの」

　ソロモン王は、凄まじい力を持つ魔術師だったのだとソナは思った。

　その魔術言語ロゴスによって生み出されたニーナは、何をとっても人と寸分違わない。

「お兄ちゃんは優やさしかった。昔、まだ来たばっかりだった頃、わたしがお兄ちゃんを追いかけて転んだら、その後はずっと手を繋いでくれるようになったよね。わたし、ちゃんと覚えてるんだから」

　長い睫毛を揺らして、ニーナは柔らかに笑った。

　その造作は相変わらず絵本に描かれる妖よう精せいのように繊せん細さい可か憐れんなものだ。

（本当に、小さな頃から変わらない）

　ソナはそう思いながら、ニーナの小さな手をぎゅっと握った。

　転んで泣く時でさえ、その顔は綺き麗れいなままだった。初めて泣き顔を見た時、驚おどろいたのをまだ覚えている。

　誰よりも可愛らしい自分の妹が、ひそかに誇らしかった。

「でもね、いくらお兄ちゃんのことが大好きでも、あの時のわたしはグランドマスターのために生きていたの。正統なる後継者が現れるまで、七十二柱盟友たちの真名を――大いなる秘密を守ること。それがわたしの使命だったから。あの時までは、グランドマスターがわたしのマスターだった」

　うつむきがちにそう言ったニーナは、しかし、言葉を継ぐために顔を上げた。

「今は、違うの」

　切れ長の目がぱっちりと見開かれてソナを見る。

「今は、お兄ちゃんがわたしのマスター。わたしは、今、お兄ちゃんのためだけに生きているの」

　ソナは、ただ黙だまってニーナの顔を見ることしかできなかった。

　指先が、ニーナの少し冷えた人ひと肌はだの温度を伝えてくる。なぜだか、消えてしまうのが怖こわくなり、それを逃がさないようにぎゅっと握った。

「――ニーナ」

　ようやくそう呼ぶと、ニーナは瞬まばたきをしてソナを見た。しばらくしてから白はく皙せきの肌に薄うつすらと朱しゆを刷いて、どこか切なげな表情で言う。

「わたしだけ見てなんて言わないけど、そのことだけは覚えていて」

　囁ささやくように言い終えるとニーナは、細い腕を広げてソナに抱き着ついた。

　懸けん命めいにしがみついてくるその体を、ソナはしっかりと抱き留とめた。

　ニーナはこんなにも重い使命を帯びていたのかと思う。

　ずっと一人で、誰にも言えずに、小さな体にソロモン王の遺志を抱えて。

（今も、お兄ちゃんのためだけに生きている、なんて言う）

　その重い言葉をどうしていいか、ソナにもまだ分からなかった。それでも、それが他ならぬニーナの言葉ならば、その重さを分かつのは兄である自分の役目だと思う。

「……今日だけ、一いつ緒しよに寝てもいい？」

　胸にぎゅっと顔を押おしつけたまま、くぐもった声でもごもごと訊いてくるニーナの髪を撫なで、ソナはそっと答えた。

「今日だけ、な」
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　その衝しよう撃げきの知らせは、手合せの翌日にやってきた。

「――舞踏会ダンスパーテイーっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたソナに、エルンストはさも当然というように頷いた。

「三日後に、ヘルメスの翼でスタリー君の歓かん迎げい会かいを催もよおしますので。会場はもちろんこの伯はく爵しやく邸ていですが、舞踏会ダンスパーテイーの形式をとるので一応のご報告を、と」

「僕ぼくも踊おどるんですか……？」

「それはもう、スタリー君の歓迎会ですから。ああ、皆みなさまにもご出席をお願いいたしますね」

　同席していたモールチェとマルコシアス、ニーナに向かって小こ粋いきな微笑ほほえみでそう言うエルンストの前で、ソナは唖あ然ぜんとした。口が開いたまま閉まらない。

　あまりの事態に凍こおりついたソナをよそに、では伝えましたよ、とばかりにエルンストは颯さつ爽そうと去っていく。今日も派手なスカーフの星ほし柄がらだけが脳のう裏りに焼きついた。どこまでも読めないファッションセンスである。

「ソナ、ダンスはしたことあるの？」

　ややあってから、応接間のテーブルの向かいでアールグレイを飲んでいたモールチェが至し極ごくのんびりと訊いた。

　突とつ然ぜん窮きゆう地ちに立たされて声もないソナは力なく首を横に振る。貴族って怖いと心の底から思った。伯爵邸などに来たことを後こう悔かいし始めたがもう遅おそい。

「三日後って言ってましたけどね」

　他人事だと思っているのがありありと分かる口調でマルコシアスが言う。殺さつ人じん鬼きのことを考えているらしく、その顔は明らかに上の空だった。

　お兄ちゃんがダンス、と言いながらニーナもしっくりこない顔で首をひねる。

　ソナの表情を見て事態を察したらしいモールチェは、やがてにこりと笑った。

「うん、分かったわ。じゃあ、今から練習しましょう。私が特訓してあげる」

　名案でしょうと無む邪じや気きに笑うモールチェを見て、ソナは何とも言えない気持ちになった。

　地じ獄ごくの魔神様は知れば知るほどただのお嬢様でしかない。

　どこまでも迫はく力りよくと残ざん虐ぎやくさに欠けている。

　ともあれ、この場においては救世主以外の何者でもなかった。三日でダンスを踊れるようになるには、現げん役えき公こう爵しやくたるモールチェに特訓を頼たのむよりほかはない。

「うう、よろしくお願いします」

　深々と頭を下げるソナを見て、モールチェはわざと威い厳げんある顔を作った。

「うむ、苦しゅうないぞ。おもてを上げい」

（何で王様……？）

　天然の反応はどうにも読めないとソナは遠い目をした。

　モールチェが楽しそうであり、笑え顔がおも可愛らしいのでまあ良いと思い直す。

　いちいち気にしていたら謎なぞが謎を呼ぶ堂どう々どう巡めぐりの無限サイクルである。モールチェの言動はそれこそ新種の古典語クラシカよりも研究のし甲が斐いがある。

「ニーナちゃんも一緒に行きましょう。きっとダンスを申し込まれるわ。あと、マルティーはピアノをよろしくね」

「私はエメルシェード連続殺人事件で手一杯なんですがね」

　モールチェの言葉に、マルコシアスは面倒くさそうにため息を吐いた。

　どうやら、御おん年とし十一の魔神はピアノも弾けるらしかったが、ソナはもう驚く気力もなかった。マルコシアスなら弾けてもおかしくないような気にすらなってくる。

「じゃあ、決まりね。舞踏会ダンスパーテイーの花形を目指して頑張りましょう」

　こうして、元引きこもり研究者のソナはなぜか舞踏会ダンスパーテイーの花形を目指してダンスの特訓をすることになったのであった。
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　伯爵邸のダンスホールを貸し切って、特訓は始まった。

　庶しよ民みんにはまだ珍めずらしいピアノの前に座すわったマルコシアスが、そつのない手つきでワルツを弾いていく。その器用な指さばきに驚いたニーナが切れ長の目を丸くして鍵けん盤ばんに見入っていた。

　モールチェとソナは、ホールの中央に立っていた。

　伯爵邸のダンスホールは見み渡わたすほどに広々として、嫌いやが応にも緊きん張ちよう感を掻かきたてられる。こんなところで、しかも、大勢の人々が集まっている前で踊るなど考えたくもないとソナは思った。胃が痛くなる。

「じゃあ、特訓を始めましょう」

　マルコシアスが操る三拍びよう子しのリズムにすでに目を回しそうになっているソナに、モールチェがずずいと近づいてきた。

　思い切りよく傍そばに寄ってくる姿には、立ち止まる気配がない。やがて息がかかる距離さえ越こえて、抱き付かんばかりになる。

　と、思ったら、抱き付かれた。

「ええええええええええええっ？」

　奇き声せいを発して後方に飛んで行ったソナを見て、モールチェが不思議そうに首を傾げる。

「どうしたの？　靴くつにトゲでも入っていた？」

　どうにも呑のん気きに的外れなことを言いながら、ソナの顔を見遣る。

　そこですぐに状じよう況きようを把は握あくして、モールチェは、にこーっと何とも言えない満面の笑えみを浮うかべた。一歳さい年上という小さな自負を発揮して、余よ裕ゆうたっぷりに口を開く。

「ソナの照れ屋さん。大丈夫よ。これはダンスのポーズだもの」

　長い睫毛まつげを揺らしてこの上なく嬉うれしそうにそう言うと、あわあわと真っ赤になったソナに、また容赦なくぴったりとくっついた。

（これ、死ぬ。絶対、死ぬ……）

　モールチェとは身長差があるため、ちょうど腹の上の辺りにふんわりと柔やわらかなものが押しつけられてしまう。

　ダンスにおける最初のポーズだと分かっても、刺し激げきが強すぎた。それでも、ほんの少しだけ役得だと思っている自分を殴なぐりたい。

（何だよ、この状況、もうどうしようもない……）

　その時、ソナの真っ赤になった頬ほおをモールチェが空いた手でぺたりと触さわった。

「そんなに赤くなられると、何だかこちらまで恥ずかしくなってきちゃうわ」

　桜色の肌をほんの少しだけ染めて、困ったようにふにゃりと笑う。

「踊りましょう？　ダンスは楽しいものよ。知らないと損だわ」

「……うう、はい、よろしくお願いします」

　こうしてむくれたニーナがダンスに乱入したり、マルコシアスの弾く円舞曲ワルツが苛いら立だちのあまりに行進曲マーチの様相を帯びたりする前に、どうにか特訓は始まったのだった。

　基本のステップを教えた後、ぎこちない動きのソナを引っ張って優ゆう雅がに踊りながらモールチェは言った。

「ねえ、ソナ。史的言語学ヒストリカってどんなものなの？　お茶会の時にアンネリーゼちゃんが言っていたでしょう。私何だか気になっちゃって」

「…………はい？」

　唐とう突とつに出てきたのはソナの古典語クラシカ研究における専門分野の名めい称しようだった。なぜそんな質問をするのか分からず、ソナはぽかんと口を開ける。

「あ、動きを止めたらダメよ。踊りながら答えて？　ステップを意識しないで踊れるようになる練習なの」

　モールチェはのほほんとした笑顔で無理難題を言ってくる。

　ソナは慌あわてて動きを再開しながら、研究を説明するための言葉を考えた。

　元々専門外の人に説明するには複雑な研究分野である。どう言ったらモールチェは分かってくれるだろうかと、頭を悩なやませつつ口を開く。

「史的言語学ヒストリカは、分かりやすく言えば古典語クラシカの身元捜さがしです。ええと、大きく分けると言語には『母』と『娘むすめ』が存在して……」

「まあ。言葉にもお母さんと娘さんがいるの？」

　ちょくちょくステップを間ま違ちがうソナに足を踏まれないように器用に身を躱しながら、モールチェが首を傾げる。瑠る璃り色いろの眸が興味深そうにきらきらと光った。

「はい。言語は生き物みたいなもので、一つの言語からいくつも別の言語が生まれてきます。その生みの親の言語を母言語、親から生まれた言語を娘言語って言うんです」

　踏み出しかけて間違えた足を引っこめて、ソナはよろけつつ言う。その言葉にモールチェは目を丸くした。

「言葉が生き物？　ウサギみたいな？」

（ん、ウサッ……？）

　耳の長いもふもふした小動物が頭に浮かんだソナは一瞬、言葉を失った。

　さすがはモールチェである。天然の手にかかると言語学者はウサギの飼育係になってしまう。最も早はや、どう訂てい正せいすべきかもよく分からなかった。

「……ええと、とりあえず、ウサギでも大丈夫かな」

　もうこのまま進めてしまおうとソナは思った。ウサギと言ったモールチェの目は期待できらきらと輝かがやいていて否ひ定ていするのがしのびない。
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「僕の専門は、新種の古典語クラシカ……つまり、見たことのない謎のウサギを連れてきて、その正体をはっきりさせるというものなんです。発はつ祥しよう地ちとか使用年代とか数詞の比較とか……つまり、ウサギの毛色や模様から親や親しん戚せきを探して、ウサギの種類を明らかにします。そこからウサギたちの家系図を描き出すんです」

　説明を聞いたモールチェは、花はな咲さくようににっこりと笑った。

「つまり、『ウサギさん、あフーアーユーなたは一体誰？、バニー？』ってことね」

「考えたことはなかったですけど、……でも、そうかもしれないですね」

　白や黒、灰色に茶色。沢たく山さんのウサギにもふもふと取り囲まれている呑気な自分を想像して、ソナは何だか笑いそうになった。

　鼻をぴくぴくさせるウサギに名を尋たずねているというのも悪くない。何というか、とても牧歌的だ。

　でも、本当は、古典語クラシカにはウサギというより、ドラゴンやユニコーンのような生き物の方がイメージに合う。

　リーヴル古リンガ・クラシ典言語群カ・リーヴルは、ソナにとっては美しい幻げん獣じゆうのような存在だった。

　――単語に封ふうじ込まれた悠ゆう久きゆうの古の空気、文法という名の謎に満ちた骨組み、音おん韻いんとその意味は、繚りよう乱らんの音色とそこに込められる香しい秘密だ。

　その姿さえ、目に見えるような気がした。

　研究を重ねて、論理を組み立てるたび、自分の動かすペン先一つで、化石のように埋もれていた気高い幻獣が息を吹き返かえす。夢中にならないはずがなかった。

「もしかしたら、ソロモン王もソナと同じことをしていたのかもしれないわね」

　水を得た魚のように眸を輝かせているソナを、どこか眩まぶしそうに見つめてモールチェは言った。くるりとターンをして、ドレスの裾が華はなやかに翻ひるがえる。

「……ソロモン王が同じことを、ですか？」

　ステップを踏みながら首を傾げるソナを見て、モールチェは続ける。

「ソナが史的言語学に取り組むウサギに名を問うように、ソロモン王も七十二柱私たちの一人一人に真名を尋ねていたのかもしれないわ。力任せに奪い取とったって説もあるけれど、もしそうなら、私たちのことを盟友なんて呼ばないでしょう？」

　瑠璃色の眸を優しげに揺らして、モールチェは言葉を紡ぐ。

「だから、ウサギ博士さんのソナだったら、私たちの真名を見つけられるかもしれないわね」

　ワルツの音に身を任せながら、モールチェはソナを見つめていた。

　いつも無邪気に輝いている眸には、その時はなぜか切ないような色があった。

　まるで宵よいに差さし掛かった空のようだった。昇のぼり始めた星々が煌きらめき、とても鮮あざやかで美しいのに、心をどうしようもなくざわつかせる。

（どうして、そんな目をするんだろう）

　ソナは、吸い込まれるようにその色に惹ひきつけられた。しかし、そんな眸は瞬きで隠かくれてしまう。そして、再び開かれた時にはそこに切なさなど微み塵じんもなかった。

「まあ、ソナ、話している間に、随ずい分ぶん上達したわね……！　これならマダムキラーも夢じゃないわ」

　何事もなかったようにきらきらと眸を輝かせて、モールチェは言う。

　嬉しさのあまり過か剰じようにターンを促うながしてくるので、ソナは果てなくグルグル回ることになり、三半規管がパンクしそうになった。

　面おも白しろいくらいにぶれる景色を眺ながめながら、ぼんやりと考える。

（当初の予定は舞踏会ダンスパーテイーの花形だったよな。いつから、マダムキラーになったんだろう……）

　ハンバートの一件におけるマルコシアスのロリコンキラーと張る勢いではあったが、別に嬉しくはなかった。

（だって、別にマダムは好きじゃないし）

　魅み了りようできてしまっても、困るだけである。

「うう、すいません、そろそろ酔よいそうなんですけど……」

　上じよう機き嫌げんなモールチェにグルグルと超ちよう高こう速そく回転させられながらも、ソナの脳裏には一瞬だけ見たその切なげな眸ひとみの色が消えずに残っていた。

　その後、二、三曲は踊ってから、ニーナのダンスレッスンにもつきあった後でようやく予定は終しゆう了りようしたのだった。


＊



　それから三日後、いよいよ舞踏会ダンスパーテイー本番がやって来た。

　エルンストによれば、式典の前半部は幹部による定例集会であり、夜になってから「若き天才魔術師スタリー君歓かん迎げい舞踏会ダンスパーテイー」を予定しているということだった。

　当日、その後半部のためだけに、ソナは二時間前からマルコシアスと共に控ひかえ室しつに引っ張り込まれた。モールチェとニーナは色々と支し度たくがあるとのことで別室に籠こもっている。

「幹部連の定例集会で、エメルシェード殺人事件についても話があると思ったんですがね。天才魔術師だなんだと言われても定例集会にも出られないんじゃあ、名ばかりもいいところですねえ」

　セーラー服からモーニングコートに着き替かえたマルコシアスが、ソナを見み遣やってやれやれとため息を吐く。

　橙だいだい色いろの猫ねこ目を皮肉っぽく細めるその姿には紺こんのモーニングコートがよく似合っていた。セーラー服であっても文句なく似合いはするのだが、どうにも詐さ欺ぎ感が拭えない。

（そもそも、定例集会に部外者を入れるわけがないだろ……）

　十一歳の不ふ遜そんさと理り不ふ尽じんにもそろそろ慣れてきたソナは、努めて適当な調子で返した。

「……はいはい。名ばかりで悪かったな」

　マルコシアスの毒どく舌ぜつと本気でやり合うと長くなる上に、あまりの凶きよう悪あくさに返り討ちにされることも多いため、とりあえずは取り合わないのが妥だ当とうである。

「まあ、若き天才魔術師さんが呑気にダンスをしている間に、こちらで情報は収集しますがね。ああ、転ばないように気をつけてくださいよ。相手も巻き込むことになるんですから」

　優雅な動作でダージリンを飲みながらマルコシアスは素っ気なく言う。

　そして、はたと気づいたようにソナを見遣った。

「一応言っておきますけど、最初にうちの主をダンスに誘さそうのはやめてくださいよ？」

　ティーカップを置きつつ、ソナの思おも惑わくを見み透すかしたかのような顔で言う。

「え、何で……」

「無論、ニーナもだめです」

　まさに今考えていたことを言い当てられたソナは目を見開く。

　しかしなぜかと訊く前に、手の施ほどこしようがないバカを見るような視線を放ほうられた。

「あなたが最初に誘うべきは、アンブロジウス伯はく爵しやくでしょうが」

「……何で、アンネリーゼを？」

　ソナの言葉に、未いまだ低くなる兆きざしのない少年の声がうんざりとした色を帯びる。

「……全く、舞踏会において誰だれを誘うかは過分に礼れい儀ぎ的な問題でしょうに。いいですか？　必ず一番目には自分から伯爵を誘ってください」

　大侯こう爵しやくの十一歳は、庶民の十六歳に七しち面めん倒どうくさい貴族の掟おきてを無理やり刷り込んだ。

「え、僕から？」

　女の子に、踊ってくださいなどとは声をかけにくいではないか。人見知りの本領を発揮したソナが思わず言うと、橙色の猫目がぎらりと光った。

「向こうから誘ってくるまで待ってどうするんです。伯爵のメンツをつぶす気ですか、あなたは。全く、礼儀知らずの腑ふ抜ぬけもいいところですね」

　当然のごとくに言い放つマルコシアスには、アンブロジウス伯爵――アンネリーゼに対する気き遣づかいなどは微塵もなかった。ほの赤い唇は遠えん慮りよなく続きを紡ぐ。

「折り合いが悪くなったら、こちらの捜そう査さに差さし支つかえるじゃないですか」

　本心がありありと現れたその言葉に、ソナは心の中で天を仰あおいだ。

　貴族たちの冷たさに、純じゆん朴ぼくな庶民の胸は凍こごえそうだった。社交界における礼儀とは戦せん略りやくの一種であるらしい。仮面的にして打算的。何とも世せ知ち辛がらい世の中だ。

「そういえば、一つ、確かく認にんしたいことがあるんですが。セント・リーヴルで『魔術師の王』と言うと、初代アンブロジウス伯爵を指すんですか？」

　紅茶にも飽あきたらしく退たい屈くつそうに頬ほお杖づえをつきながら、マルコシアスは訊いた。さきほどまでで言いたいことは済んだらしく、けろりとした顔をしている。

「……あ、うん。古典語クラシカの研究者の間ではそう呼んでるかな。興国神話の英えい雄ゆうだから」

　急に話が変わったなと思いながらもソナは応じた。

　モールチェは天然であり、マルコシアスは無む軌き道どうである。どちらにしても我わが道みちを行く人々で、ソナは後から追いかけていくしかない。

「へえ、なるほど。こちらにしてみれば、魔術師の名前などはほとんど聞いたことがないもので。我々が『魔術師の王』と聞いて思おもい浮かべるのはソロモン王ぐらいですねえ」

　頬杖をついたマルコシアスが、白銀の睫毛を揺らして言った。

（ソロモン王はやっぱり他ほかとは違ちがうのか）

　その言葉を聞いてソナは改めて思った。

　人間である身からすれば、アンブロジウス雷らい吼こう伯もソロモン王も同じくらいに伝説的な人物に考えられるが、やはり魔神の立場から見ると全く違うらしい。

「エムリス・カーライル・ド・アンブロジウス雷吼伯でしたっけ？　千年前から名を継いでいると言ってましたけど、その点だけで言ってもソロモン王ならばあなたで三千年ですからね」

　マルコシアスは仏ぶつ頂ちよう面づらのままで続ける。

「加えて、ソロモン王は真名を扱あつかった。真名を持つ魔神と同等以上の力を持たなければ、そんなことはできません。魔神を凌りよう駕がした魔術師はソロモン王だけなのですよ。小国の英雄などとは格が違う」

　ソナは何となく自分の手に目を落とした。

　――魔神の力を凌駕し、その真名を扱った唯ゆい一いつの魔術師。

　一体、自分の父祖はどこまで人間離ばなれした存在なのかと空そら恐おそろしくなる。平へい々へい凡ぼん々ぼんな自分に果たして本当にその血は流れているのか。

（あんまりにも、不確かだ。信じろって言う方が無理に思える）

　アッピンの赤い本であるニーナが反応したことからでしか、その事実は分からない。

「とりあえず言っておきますけど、褒ほめてませんよ」

　橙色の猫目が無愛想にソナの顔を見ていた。

「別に、そんなこと思ってないし」

　ソナがそう言い返した時、控室のドアが勢いよく開けられた。

「スタリー君、出番ですぞ！」

　王の来訪を告げるラッパのように晴れがましいエルンストの声が響ひびく。

　ソナはため息を吐ついて、重い腰こしを上げた。何と言ってアンネリーゼを誘ったものかと頭を悩ませつつ、控室を後にする。

「馬ま子ごにも衣い装しようとはよく言ったものですねえ」

　じろりとソナの全身を一いち瞥べつして、マルコシアスが鼻で笑う。

「……ほっとけよ、もう」

　こうして、黒いモーニングコートを気にしながら、ソナはダンスホールへと向かったのだった。

　シャンデリアの輝くダンスホールへ足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、目に入ったのは威厳ある紳しん士しの群れだった。

　あちこちに群むれ集つどう彼かれらは、仕立ての良いモーニングコートを纏まとって、手にはグラスを持っている。口ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんや初老の姿が目立ったが、青年と言っていい若さの男性も少なくない。

（やっぱり、魔術師には上流階級が多いのか）

　辺りを見回してソナは思った。

　魔導書グリモアの読解には、古典語クラシカの知識が不可欠である。そして、古典語クラシカは上流階級の基き礎そ教養だ。

　見渡すと、優に五十人以上はいそうな男だん性せい陣じんに対して、女性は十人いるかいないかだった。

（女性の魔術師は少ないのかな）

　疑問に思ったソナは、ふと雷らい火かの魔ま法ほう陣じんを構えるアンネリーゼを思い出だした。

　金色の稲いな光びかりに照らされた凛々しい灰色の眸は、海のグレイと称たたえられた戦の女神アテナの眸のようだった。

　確かに、あんな少女は類まれな存在かもしれない。

　その小こ柄がらな体と、あどけなさの抜ぬけきらない童顔から想像もつかない実力を持っている。

「お兄ちゃん！」

　ソナがそんなことを考えていると、不意に、ニーナの声が聞こえてきた。

　声がした方向に視線を向けると、少しばかり離はなれたテーブルにニーナとモールチェがいた。華やかなドレスを纏ったその様子は、黒々としたモーニングコートの群れの中に明るい色の花が咲さいているかのようだった。

「ソナ」

　モールチェがソナの姿を見とめて、嬉しそうに手を振ふる。

　その横ではニーナが駆かけ寄よりたそうにうずうずしているのが見て取れた。

「あの……」

　後ろにいるマルコシアスに目を遣やると、咎とがめるでもなく肩かたをすくめられた。それを了りよう承しようの意味ととったソナはモールチェとニーナのいるテーブルに向かった。

「お兄ちゃん、……見て？」

　ソナがテーブルに到とう着ちやくするなり、アイスグリーンの切れ長の目を輝かせてニーナは言った。はにかんでドレスの裾をつまむとふわりと一回転してみせる。

（うわ……っ）

　盛装した妹の眩しさを目まの当あたりにして、ソナは思いもかけず動揺した。

　整い過ぎるあまりに儚げなその姿は、今日ばかりは咲きかけの白いバラのように甘あまく華やかだった。

　プリンセスラインのミニドレスは、十四歳の成長途と上じようの肢し体たいをあまりにも魅み力りよく的てきに演出していた。絞しぼられたウエスト周りはどきりとするほどに細く、可か憐れんに膨ふくらんだスカートからは歪ゆがみなく伸のびた足が覗のぞく。

（なんかもう、眩しいって言うか、怖い。放っておいたらまた攫さらわれそうだ）

　兄バカの自覚がないではなかったが、もうどうでもよかった。

　ニーナの切れ長の目を見つめて、どうかもうこれ以上悪い虫などつきませんようにと、ソナは真しん剣けんに祈いのりを込める。

「……あのね、お兄ちゃん、どう？　似合うかな」

　上うわ目め遣づかいにそわそわとアイスグリーンの眸を揺ゆらすニーナに、ソナは胸中に渦うず巻まく色々な思いを総合してただ一言だけいった。

「よく似合ってる。可愛い」

　瞬間、ニーナはつぼみが綻ほころぶようにぱああっと笑顔になった。

　嬉しさを噛かみ締しめるように唇くちびるを引き結び、ソナの腕うでにぎゅっとしがみつく。そんな姿はやはり十四歳相応だった。心ここ地ちよさそうに細められた目が子こ猫ねこのようだ。

（あと、何年こんなふうでいてくれるんだろうなあ）

　知らず父親のように切ない気持ちになりながら、ソナはニーナの頭をそっと撫でた。

「ソナ」

　髪かみ形がたを乱さないように気を遣つかいつつニーナを撫でていたその時、明るく柔らかな声がかかった。

（――あ、）

　わけもなく心臓が大きく脈打つ。ソナが慌てて目を上げると、いつの間に寄って来たのかモールチェがすぐ近くに立っていた。

「ニーナちゃんに、出で遅おくれちゃったわ」

　ほんの少し眉まゆを下げて、モールチェは笑った。

　その長い夕日色の髪かみは三つ編みで綺麗にまとめ上げられ、淡あわい桃もも色いろや白の花飾かざりがあしらわれていた。顔の横にそれぞれ一筋、垂らされた髪が緩ゆるやかに揺れる。

　両りよう肩かたがリボンで留とめられたそのドレスは、フランボワーズのマカロンの色だった。斜ななめにフリルが走るスカートは、レースも交こう互ごに縫ぬい付つけられてふわふわと愛らしい。

「――似合うかしら？」

　花咲くようににっこりと笑うモールチェは、どこかの国の姫ひめ君ぎみのようだった。一部の隙すきもない可憐さからは、まさかその国が地獄であるなどとは想像もできない。

（似合うに、決まってる）

　本当にそのドレスがあまりにもよく似合っていたので、ソナはじわじわと体温が上がってきているのを感じながらも、崖がけから飛びおりる心地で口を開いた。

「……とても。とても、よく似合ってます」

　王都に着いた初日に可愛いですと言えずに、恥はずかしさで死にかけた記き憶おくが蘇よみがえる。そろそろその笑顔に翻ほん弄ろうされるばかりでなく一いつ矢し報むくいたい。

「まあ、本当に？」

　ソナが半ば命がけで言った、そのあまりにもありふれた言葉に、モールチェは顔を輝かせた。宝物でも、もらったかのように、頬をふわりと上気させて嬉しそうに笑う。

（こんな言葉に、そんなに嬉しそうに笑うんだ……）

　――十七歳で、公こう爵しやく様で。

　こんな褒め言こと葉ばは、言われ慣れていると思っていた。余裕の笑みでありがとうと返されるのだろうと予想してさえいたのに。

（なんで、そんな）

　そのあどけなく見える笑顔に、ソナは胸がぎゅっと絞られるような心地がした。

　自分の言葉で、こんなふうに笑ってくれていると考えた瞬間に、どうしてか心臓の鼓こ動どうが早くなる。

「ソナはモーニングコートが似合うのね。背が高くて、王子様みたい」

　灰色のアスコットタイにそっと手を伸ばしたモールチェが、長い睫毛を伏ふせる。やがて、目を上げると、いたずらっぽく言った。

「一番にダンスができなくて残念だけれど、ソナの本当のファーストダンスは私だったから我が慢まんするわ」

「…………ファーストダンス」

　瞬間、なぜかソナより先にその言葉に反応したニーナがぎゅっと腕を締めてきた。

　柔らかな頬がたちまち膨れ上あがってリスのようになる。

「いたたた、ニーナ？　痛いんだけど」

　さっきまで上機嫌だったのに、何が気に入らなかったのかとソナは首をひねる。血が止まりそうだったので、慌てて降参を申し入れた。

　その時、目の前をこの上なく鮮やかなワインレッドがかすめた。

　突とつ如じよ現れた謎の色しき彩さいに思わず瞬きをしたソナに、ダンディに渋しぶい声がかかる。

「ああ、スタリー君、ここにいたんですね。登とう壇だんしてくれますか？　君の紹しよう介かいをしたいんです。今日の主役ですからね。お嬢じよう様さまが挨あい拶さつをし終えた後にお願いしますよ」

　つむじ風のごとくに出現したのは、今日も派手な格好を小粋に決めたエルンストだった。

「え、あ、はい。今、行きま……？」

　ソナに有う無むを言わせず、エルンストは、ニーナにつかまれていたのと逆の腕を取る。

「いやあ、スタリー君を連れ歩けるとは光栄ですね。皆の視線を独ひとり占じめです」

　返事も聞かずに、ずるずるとソナを連行していく。

　こうしてモールチェとニーナが名な残ごり惜おしそうに見送る中、ソナは指揮官マルコシアスより伝えられた戦略的行動を実行すべく、舞ぶ台たいの傍へと進んでいくことになった。

　深しん紅くの垂れ幕がかかる壇だん上じようには、アンネリーゼが立っていた。

　小柄な身に纏っているのは、裾すその長い豪ごう奢しやなドレスだった。

　その布地は、透すき通とおった氷を幾いく枚まいも重ねてようやく色を出したような、透とう明めい感のある淡い青色だった。細い肩を雪のように白い襟えりで包つつみ、胸には青い宝石が輝く。

　アップに結ゆい上げたストロベリーブロンドの髪には、小さなティアラが飾られている。青みがかった大きなつり目は緊張で少しだけ硬かたい色を宿していた。

　それは雷吼伯の名のもとに雷鎚ウオーハンマーを使し役えきするとは思えない、清せい楚そな佇たたずまいだった。俗ぞく世せと切きり離された塔とうの中で育てられた、箱入りの姫君のようだ。

（モールチェとは雰ふん囲い気きが違うけど、アンネリーゼも姫君って感じがするな）

　貴族の気品に圧あつ倒とうされつつ、ソナが舞台の近くでその姿を見ていると、不意に囁き声が聞こえてきた。

「さすがは、アンブロジウスの白しら百ゆ合りだな。ドレス姿も様になっているじゃないか」

　声のした方向に目を遣ると、近くのテーブルに壮年の男が二人集っていた。

　両者とも値ね踏ぶみするかのような目で、壇上で挨拶を述べるアンネリーゼを見ている。

「見目麗うるわしいのは悪くはないが、気が強過ぎるのは頂けないな。随分と求きゆう婚こん者しやがあったが、余さず皆みな袖そでにしたって話だろう。並みの男では満足できんというところかね。小こ娘むすめの分際で、アンブロジウス正統の誇ほこりばかりが鼻につく」

「ハハハ、そう言ってやるな。ただ単にまだねんねなのだろうさ。顔立ちが初心だろう。そのうち、男を知れば大人しくなるんじゃないか。存外、貞てい淑しゆくになるかもしれん」

　二人の男は紳士の出いで立たちで、下げ卑びた笑いを浮かべていた。

　その粘ねばついた視線は、汚けがれを知らぬように涼すずやかなアンネリーゼのドレスに絡からみつくようだった。

（こいつら……）

　あまりにも下世話で卑ひ劣れつなその会話に、聞いた瞬間、ソナは怒いかりが湧わき上がるのを感じた。奥おく歯ばを噛み締めて、殴り掛かかりたくなる衝しよう動どうをどうにか抑おさえる。

　見渡せば、アンネリーゼを値踏みするように眺めている者は少なくなかった。

　魔ま術じゆつ師しだという舞踏会ダンスパーテイーの客たちは年かさの者が多い。そんな彼らに若じやつ干かん十六歳の主宰レクスを本当に敬えというのは無理な話なのかもしれない。

　それでも、ソナは悔くやしかった。

　アンネリーゼが出力しかけた巨きよ大だいな牙きばのような雷鎚ウオーハンマーを思い出す。

　完全服従の呪じゆ文もんで五つの魔法陣を操あやつる才能を、疲ひ労ろうでふらつきながらも決して折れない矜持プライドを、負けを認めることも厭いとわない高潔さを思い出す。

　口さがない彼らは、一体アンネリーゼの何を知っているというのだろう。

　美名のもとに頂上に祭り上げておきながら、指をさして嘲あざ笑わらう。

　その光景には、ぞくりとするほどの既き視し感かんがあった。

　笑っている者を、殴ってしまいたいと本気で思う。扱いなれない凶きよう暴ぼうな感情は、胸の内で真っ黒に燻くすぶった。

（殴りさえすれば、少しでも思い知るのだろうか）

　ソナが唇を噛んだその時、不意に、ダンディに渋い声がゆったりと紡つむがれた。

「スタリー君、落ち着いてください」

　目を上げると、横に立ったエルンストが、柔にゆう和わに笑っていた。下卑た囁ささやきを耳にしていながらも、その顔に怒りの色は微塵もない。

「お嬢様のために、怒おこってくださってありがとうございます。スタリー君は、本当にお優やさしい」

「……いえ、それは」

　ソナは、苦い顔で首を振った。「お優しい」という言葉は、笑っている奴やつらを殴ってしまいたいという思いに、あまりにもそぐわなかった。

　暗い顔をするソナを目を細めて眺めながら、エルンストはゆったりと言った。

「しかしながらですね、人の上に立つということは、悪意を浴びるということです。お嬢様は、ヘルメスの翼つばさの主宰レクスでいらっしゃる。ならば、並みの者より多くの石を放られることもございましょう」

「そんな、」

　下卑た言葉を投げつけられて、当然だと言うのだろうか。

　主人アンネリーゼに甘いエルンストらしくない言葉に、ソナは思わず、その顔を見つめた。

　老練な美形に浮かぶ笑みは、驚おどろくほどにしたたかだった。颯さつ爽そうとした長身で壇上のアンネリーゼを仰ぎ、不敵に口角を上げる。

「お嬢様には、強くあって欲ほしいと思うのですよ。十六歳の少女の身では、心ない言葉や視線にきっと涙なみだも流しましょうし、傷も負いましょう。でも、負けてはいけません。王と呼ばれるならば王たるにふさわしいものでなくてはならない。苦しんで必死に耐たえて、そして最後は勝って笑うのです。それでこそ我らが王レクス――アンブロジウス雷吼伯です」

（逃にげるな、と）

　痛みも辛つらさも分かっている上で、エルンストはそう言う。

　そのぞくりとするほどに厳しく、温かい言葉は、ソナの胸にも刺ささった。

　アンネリーゼの眸に浮かぶ折れない矜持プライドは、王たるその名から逃げなかったからこそのものなのだと知る。そう思った瞬間、鈍にぶい痛みを覚えた。

（僕ぼくは、……）

　壇上のアンネリーゼを見つめて言葉を失ったソナに対して、颯爽とした笑みを向けたエルンストは、やがて表情を変えぬままに言った。

「さりとて、先ほどの言葉は言い過ぎですね。あまりに下世話で、吾わが輩はいは耳がもげるかと。顔は覚えましたから、後で事故を装よそおって髭ひげを燃やしておきます」

「ん？　えっ、燃や……っ？　大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ソナは耳を疑ってエルンストを改めて眺めた。視線の先の彼は小こ粋いきに目くばせをする。

「ノープロブレムです。なにせ不ふ幸こうなる事故でございますから」

　小さく広げた指先に、一いつ瞬しゆん、小型の魔法陣が揺らめく。

　ワインレッドのスカーフを締めた魔術師は予想外に過激派で、やっぱり少し主人に甘かった。

　その後、ソナはエルンストの大おお袈げ裟さな紹介口上を逐ちく一いち修正しながら挨拶をし、ごっそりと体力を奪うばわれて舞台から降りた。人前で話すことの大変さを実感する。

　やがて、喫きつ煙えん室しつの方で何か支障があったようだが、幸い男性二名が髭を燃やしただけで済み、会は滞とどこおりなく進行してダンスの時間となった。

　ホールの隅すみの方で、いつの間にか現れた楽器の演奏者が譜ふ面めんを広げ、演奏の準備を整える。それを横目に見たソナは、慌ててアンネリーゼの下へ向かった。

「…………！」

　アンネリーゼは、近づいてきたソナを見て大きく目を見開いた後、何も言わないうちからなぜか林りん檎ごのように顔を赤くした。

　雪のように白い襟えり元もととの対比で、赤く染まった頬は燃え立っているかのように見えた。見ていたソナは、あまりの赤さに熱でも出ているんじゃないかと少し心配になる。

（大丈夫かな、これ……）

　しかし、ソナが心配してなかなか話を切り出さないでいると、アンネリーゼは焦じれてきたようだった。桜貝のような唇を引き結んで、じろりとソナを睨にらむ。そこに至ってせっかくの高貴さが台無しになった。

「あの、僕と、踊おどってくださいますか。……アンネリーゼ？」

　理由は分からないが恨うらみがましく睨んでくる眸に怯ひるみながら、ソナはためらいがちにその小さな手を取った。脳内には任務遂すい行こうを厳命する指揮官マルコシアスの声が響いていた。

　今にも音楽が鳴り出しそうで焦あせってくる。

「……っ、いいわ、お、踊ってあげる」

　ぷいと顔をそむけて、アンネリーゼは言った。大きなつり目がしきりに瞬まばたきを繰くり返す。青みがかった灰色は心なし潤うるんでいるように見えた。

（僕と踊るのが嫌いやなのかな……いや、そうだったらはっきり断ってきそうなものだけど）

　まだ顔を真っ赤にしている少女伯爵の反応を読みかねたソナは、とりあえずその小さな手を引いてホールの中央に向かった。

　ドレスの長い裾に足を取られかけるアンネリーゼを気遣いながらどうにか中央にたどりつくと、やがて、軽かろやかなワルツが流れ始めた。

　ソナとアンネリーゼは、背中に手を回しあってぎこちなく踊り出した。

　なぜかモールチェと踊った時に比べて、アンネリーゼの顔はぴたりとくっつきそうなほど近くにあった。

（何か、近いなあ）

　同じように踊っているのにと首をひねったソナは、ふとあることに気づく。

　アンネリーゼはモールチェより背が低いのだ。

　それで顔がソナの胸に埋うずめられるような格好になるらしい。

　そして、あと一つ、あまりにも根本的な問題にソナは気づいてしまった。

　小柄なためかは分からないがアンネリーゼは、胸の辺りにあまり余分な脂肪がなかったりした。そうすると間に挟はさまるものが小さい分だけ、距きよ離りが近くなるのだ。

　ソナは、身長はそれなりに高いものの、体格が良いわけではない。

　それでも、ぴたりとくっつく小柄なアンネリーゼの背に手を回していると、まるで抱だきすくめているかのようだった。

（……これは、かなり恥ずかしいかもしれない）

　意識した瞬間、ソナにもアンネリーゼの頬ほおの赤さがうつった。

　とりあえず抱きすくめたままグルグル回っているようには見えないように、腕を緩めて少しだけ距離を空けてみる。

「……あっ」

　遠ざかった距離に驚いて、アンネリーゼが顔を上げてソナを見た。その悲しげに聞こえた声に、ソナはつい反射的に距離を引ひき戻もどした。
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「…………」

「…………」

　結局、抱きすくめたままグルグル回る羽目になる。振ふり出だしに戻った状じよう況きようにソナは心の中で頭を抱かかえ、アンネリーゼは声を上げたのを後こう悔かいしてかますます赤くなった。

「……ソ、ソナは」

　恥ずかしさに耐えかねてか、赤くなったままアンネリーゼは口を開いた。アンネリーゼの口から初めて出てきたその呼び方にソナは思わずどきりとする。

「史的言語学ヒストリカの研究をするために、王都に来たのでしょう？」

「えっ？」

　後に続いた予想外の言葉に驚き、ソナは目を丸くした。王都に来た理由を訊きくのも随分と唐とう突とつだが、またなぜそこに史的言語学ヒストリカが出てきたのか。

「王都にある、父君の――エリファス・スタリー氏の、古典語クラシカの研究論文を探しに来たのでしょう？　ヘルメスの翼の蔵書になっているわ」

　ターンをして、ふわりと氷色の裾を遊ばせながらアンネリーゼは言った。口調は少し早口で、まだまだ緊きん張ちようしているのが伝わってくる。

　ソナはアンネリーゼの口から出てきた父親の名前に驚いて、ステップが頭から飛びかけた。そのせいでアンネリーゼをよろけさせかけ、慌あわてて華きや奢しやな背中を引き寄せる。

「――え？　父さんの古典語クラシカの論文？　なんでそれがヘルメスの翼の蔵書に？」

　素すっ頓とん狂きようなソナの声を聞いて、緊張も解けたらしいアンネリーゼが意外そうに答える。

「エリファス氏は、ヘルメスの翼の構成員だったからよ。もしかして、知らなかったの？」

　ソナは、一瞬言葉を失った。

　ヘルメスの翼は、王都を本部とする魔術師組織だ。その構成員ということはつまりどういうことなのか。混乱する頭の中をどうにか整理して、口を開く。

「父は、やっぱり魔術師だったんですね」

　アンネリーゼは瞬きをして、ソナの問いにあっさりと頷うなずいた。

「そうよ。研究者肌はだであまり会合にも来なかったらしいけれど。それに今はもう、ヘルメスの翼からも脱だつ退たいしてしまっているわ。私が主宰レクスになってからは見ていないの」

　その言葉を聞いたソナは、ダンスの途と中ちゆうだというのにあやうく脱だつ力りよくしそうになった。

　父は、古典語クラシカの研究者である。それは最も魔術師に向いた素質を備えた存在だ。

　魔導書グリモアを集めていたのも父であったし、後にニーナとなったアッピンの赤い本を所有していたのも父だった。

　そして、ソナがソロモン王の血統を継つぐからには、父もそれを継いでいるはずだ。

　考えてみれば、魔術師ではない方がおかしいくらいである。

　父親が魔術師だったことに納なつ得とくしたソナは、ただ一つだけ思った。

（帰ってきたら、蹴けっ飛とばしてやりたい……）

　研究者肌で無口で、子供の相手をするのが苦手で、自己管理がなってない。

　そんなことは、端はなから分かっている。

　それでも、どんなに父親失格の風ふう来らい坊ぼうだろうと、こんなに重大なことは自分にきっちりと説明しておくべきだったのだ。

（……ニーナが攫われた時も、あんなに慌てずに済んだ。魔術マギアだってもっと早くから訓練も始めただろう。ソロモン王の血を引くことについてだって、こんなに持て余さずに済んだ）

　その時、眉まゆ根ねを寄せて顔をしかめていたソナを見て、アンネリーゼがどこか独り言じみた言葉を漏もらした。

「そんな表情、グラマー・スクールにいた時は見たこともなかったわ」

「えっ？」

　我に返ったソナが目を上げると、アンネリーゼはたちまち赤くなった。大きく目を見開くと、言ってしまったことを後悔するようにすぐさまもごもごと弁解をする。

「べ、別に、深い意味はないのよ。断じて、あなたのことをいつも見ていたというわけでもないし！　ただっ、ただ、ほんの少しだけ意外な感じがしたから……っ」

　言いながら、自分の顔が真っ赤になっているのに気づいたのだろう。

　アンネリーゼは反射的に顔を隠そうとした。しかし、生あい憎にくダンスの途中であり、顔を押おさえるはずの手はソナの背中に回されていた。

「うううう……」

　顔はどんどん赤くなっていくのに逸そらすことも隠すこともできない。

　どうにもならない状況に置かれて混乱しきったらしいアンネリーゼは、あろうことか目の前のソナの胸にぎゅっと顔を押しつけた。

「………………」

　読みようもない行動にソナは目を丸くして、自分の胸むな元もとを見遣った。

　そこにはきらきらと輝かがやくティアラと、丁てい寧ねいに結い上げられたストロベリーブロンドの髪があった。髪の合間から覗いた耳は真っ赤に染まっている。

（いや、これ、どうしろと？）

　とりあえずステップを踏みながら、ソナは困りきって首を傾かしげる。アンネリーゼは顔を上げてくれる気配もなく、小さくうなりながら顔をぐいぐい押しつけてくる。

　その様子は、切せつ羽ぱ詰つまった小動物のようだった。どことなく庇ひ護ご欲を煽あおられる気がしないでもない。何だか可愛かわいいと思ってしまう。

「……アンネリーゼ？」

　怖こわがらせないようにそっと声をかけてみるも返事はない。

　背に回された手にきゅっと力がこもっただけだった。

　どうやら復活は見込めなそうなので、ソナはそのままダンスを続行する。

　しかし、アンネリーゼが顔まで埋めてしまっているため、ダンスというより最も早はやよく分からない形に固まったまま回転移動しているようだった。

　ここまでくると優ゆう雅がさもへったくれもないが、もう転ばなければどうでもいい。

　そんなふうにソナが悟さとりの境地に達した時、急にエルンストが走り寄ってきた。

　いつもの騒さわがしさとは無む縁えんの、感情を抑えた静かな声で告げる。

「お嬢様、切り裂き悪魔デヴイル・リツパーが出たそうです」

（殺さつ人じん鬼きか……！）

　その言葉を聞いた瞬間、ソナが目の色を変えるより先に、胸に顔を埋めていたアンネリーゼは跳はね起おきた。

「すぐに向かうわ！　舞踏会ダンスパーテイーは中止にして。エルンスト、あなたが采さい配はいを振って頂ちよう戴だい」

　林檎のように赤くなっていたのが嘘うそのように凛り々りしい顔をしてアンネリーゼは言う。

　それは、ドレスを纏う姫君ではなく、セント・リーヴルの魔術師の頂点に立つ王レクスの顔だった。

　青みがかった灰色の眸ひとみが、雷吼伯の矜持プライドに燃える。

「ソナ、あなたも一いつ緒しよに来て。今度こそ、正体を突つき止とめてやるわ――これ以上、王レクスの名を汚すことは絶対に許さない」

　背に回していた手を解いて、アンネリーゼは改めてソナの手を握にぎった。小さな手は怒りと決意の熱で燃えるように熱かった。

　小さな雷吼伯の、その熱に答えるように手を握り返してソナは頷いた。

「分かりました。行きましょう」

　こうして、華はなやかな舞踏会の夜の締めくくりは殺人事件の赤で彩いろどられることになった。ダンスホールには、中止になった祭りの名な残ごりのざわめきが雨のように立ち込めていた。







４、彼かの女じょが笑う理由







「死亡していたのは二名。その一方は、浮ふ浪ろう者で首元を切り裂かれていた。もう一方は、小物売りの行商。こちらは、全身をくまなく切り裂かれていた。そして、現場には『親愛なる魔術師の王様へ、この遊びにも、もう飽きた。とうに準備はできている。俺おれと君とで知ち恵え比くらべだ。』と書かれた紙切れが一枚落ちていた。――これで五件目でしたが、前の事件と代かわり映ばえがしませんね」

　抑よく揚ようのない、静かな口調とは裏腹に、マルコシアスは猛もう烈れつに苛いら立だっていた。

　橙だいだい色いろの猫ねこ目はまなじりが裂けんばかりにつり上がっている。長い白銀の睫毛まつげが、瞬きで触ふれ合あうたびに殺気の火花を飛ばす。

「残っていた思念は、一番が強かったのが『悲ひ嘆たん』、次点が『恐きよう怖ふ』、わずかに感知できたのが『退屈』。これも代わり映えしなかったわね」

　モールチェが、彼女にしては珍めずらしく深刻な顔で言う。

　この日は、殺人事件の翌日であり、話し合いの場所はソナに割り当てられた伯はく爵しやく邸ていの寝しん室しつだった。小さなテーブルを囲み、各おの々おのの前には一応紅茶も準備してあるのだが、モールチェでさえそれに手を付けていない。

　事件の真相解明は、完全に煮に詰つまっていた。

　――首元を切り裂かれた死体と、全身を切り裂かれた死体。現場には悲嘆の感情が濃こく漂ただよい、「魔術師の王」宛あての置手紙がある。

　それらがエメルシェード連続殺人事件に共通する特とく徴ちようだった。

　更さらに言えば、ヘルメスの翼の独自捜そう査さによると現場には魔術マギアが使われた痕こん跡せきがあるという。

　千年の間、王都を守護してきた魔術師組織であるだけはあり、ヘルメスの翼は魔術マギアの使用の有無を探知する方法を独自に編み出しているらしい。

　魔術師たちの叡えい知ちをありがたく思いながらも、ソナは考える。

（でも、魔術マギアが使われたということが分かっても、それが人間のものなのか魔ま神じんのものなのかは分からない。そもそもヘルメスの翼には魔神が実在するっていう認にん識しきがないみたいだしなあ）

　超ちよう難なん度どの高等魔術テウルギアである召しよう喚かん術は、セント・リーヴル王国の魔術師界においては、ほとんど有用性がないと見られているようだった。それに伴ともない、魔神も存在しないとまでは断じられてはいないが、本気で実在を信じている者は少ない。

　ゆえに、殺人鬼が切り裂き悪魔デヴイル・リツパーと呼ばれていてさえ、エメルシェード殺人事件において魔神が絡んでいるのではないかと疑う者などいないのだ。

　ベルフェゴールが、事件に関かかわっている可能性がある。

　そう考えることができるのは、魔神の存在を認にん知ちしているソナたちのみということになる。手に入った情報から、果たしてベルフェゴールが事件に関わっているのかどうかを明らかにするのは難しかった。

　やがて、膠こう着ちやくしたままに降りてきていた沈ちん黙もくを、マルコシアスが破った。

「……いつになったら、現れる」

　抑揚のなかった声には、今やしっかりとした苛いら立だちの色があった。

　マッシュルームボブになった銀ぎん髪ぱつが、抑えきれずに漏れ出した蒼あお白じろい魔力エナジーにゆらりと舞まい上がる。きつく噛み締めたために、ほの赤い唇から、つう、と一筋の血が垂れた。

「あ……っ」

　とうとうタガが外れたかのようなその様子に、見ているうちにソナは危機感を抱いた。

（このままでは何かが起きかねない気がする）

　ぞくりとする感覚に、思わず目を細めた次の瞬間。

　ソナの胸むな騒さわぎに答えるように、マルコシアスの手元にあったティーカップが爆はぜた。

　白い陶とう片へんと共に、橙色の紅茶が飛沫しぶきを上げる。

「きゃっ」

　砕くだけ散ちったティーカップにニーナが怯おびえて、隣となりに座すわるソナの袖そでを握る。ソナは反射的に、飛び散る破は片へんから守るべくニーナを引き寄せた。

　ティーカップの犠ぎ牲せいは、一つでは収まらなかった。

　一つ目から連続して、モールチェの手元にあったもの以外のティーカップが砕け散る。見えない手で握り潰つぶしたかのように陶とう器きが割れる様子はグロテスクだった。

　なすすべもなく見ているうちに、胃の中に冷たい感覚が広がっていく。

（一体、何がそんなにマルコシアスを激げき昂こうさせるんだろう）

　ソナが視線を遣ると、未いまだにマルコシアスは魔力エナジーを放出し続け、その眩まばゆい銀髪をゆらゆらと舞い遊ばせていた。

　凶暴な光を宿す橙色の眸は、紅茶が染しみて陶片が散り広がったテーブルの惨さん憺たんたる状態を見ていない。

　殺気の火花に煌きらめくそれは、まるで底光りするガラス玉のようだった。

「マルティー」

　その時、モールチェが静かな声で名前を呼んだ。

　瑠る璃り色いろの目を瞬いて、我を失ったマルコシアスを見み遣やる。

　そして、声が届いてないのを知ると一瞬だけ逡しゆん巡じゆんした後で、もう一度口を開いた。

「……姫君の狼マルコシアス」

　薄うす桃もも色いろの唇から出てきたのは、いつもの、不似合いに可愛らしい愛あい称しようではなかった。その名を呼ぶモールチェの声は硬く、どこかほんの少しだけ寂さびしげだった。

「…………――」

　その声が響ひびいた瞬しゆん間かん、空気の震ふるえが止まったようだった。

　主人に名を呼ばれたマルコシアスは、無機質じみた眸をするりと差し向けた。鮮あざやかに光っていたその色は、じわじわと濃くなって徐じよ々じよに落ち着きを取とり戻す。

「ティーカップを割ったらダメよ。危ないでしょう。ニーナちゃんも怖がっているわよ。それに、これは伯爵邸のものだからきちんとお詫わびしないといけないわ」

　困ったように眉を下げてモールチェは言った。

　その声は、すでにいつもの明るくのほほんとしたものに戻っていた。しかし、ソナにはモールチェが努めてそうしているかのように思えた。

（何かがあるんだ）

　マルコシアスが激昂し、モールチェが声に寂しさを滲にじませるような、何か。

　ベルフェゴールに関わることは、その何かにも関わることなのではないか。

　テーブルクロスでティーカップの破片を包んでため息を吐つくモールチェを前にしながら、ソナは漠ばく然ぜんと消しようのない不安を感じていた。


＊



　結局、ティーカップが割れたことにより話し合いは中断された。心配顔のモールチェがマルコシアスを連れて別室に消えたのである。

　ニーナと共に部屋に取り残されたソナは、二人が去って行ったドアを眺ながめた。

　先ほど見たマルコシアスのぞくりとするような怒りの表情を思い出だす。あれは、あまりにも異常な反応だったと思う。

（でも、一いち概がいに……おかしい、とは言えない）

　自分がグラマー・スクールの名を出されただけで思考を麻ま痺ひさせてしまうように、誰だれにでも触れられたくない事こと柄がらというのはあるのかもしれないとソナは思った。

　もちろん、それはモールチェやマルコシアスの場合においても同じなのだろう。

　そこに「何か」があると知っていながら、手を伸ばすことはソナにはできない。触れられると痛いのだと、実感がある分だけその思いは強かった。

（余計なことだと分かっている。……でも、それでも何だか気にかかる）

　ソナは締められたドアを見ながら、小さくため息を吐いた。

　ほんわかと天然で、アールグレイの紅茶とマカロンが好物のグレモリー。

　幼い見た目に似合わない凶きよう悪あくな毒どく舌ぜつを誇り、傲ごう岸がん不ふ遜そんなマルコシアス。

　まさか魔神がそんな存在であるとは、召喚前には想像もしていなかった。

　そんなところから始まって、一度目の召しよう喚かん契けい約やくでニーナの救出を共に行い、更に二度目の召喚契約を交かわして、それなりに長い時間を一緒に行動してきた。

　……だから、だろうか。

　他者の、その胸の内を知りたいとソナは初めて思った。

　その痛みの理由も程度も知らず、簡単にそう思うことが、どれだけ無神経であるか分かっていても。それでも、モールチェのことも、マルコシアスのことも気にかかって仕方がなかった。

（……こんなふうに、思うものだったんだな）

　初めての感覚にソナがため息を吐いた時、ちょうどノックの音が響いた。

「――ソナ、少しだけ散歩にいかない？」

　控ひかえめに開けられたドアの合間から現れたのは、モールチェだった。

　マルコシアスも連れずに、所在無げな様子で言う。

（どうしたんだろう）

　ソナは、そんなモールチェを見て、心の中で首を傾げた。

　何だか少しだけ様子が変だった。

　いつもより元気がないというか、覇は気きがない。くるんと巻かれたサイドテールが、心なしかしょんぼりと垂れているようだった。

　そんな様子を見ていると、やはり放っておくことなどできなかった。座っていた椅い子すから反射的に立ち上がる。

「はい、いきます」

　モールチェにそう言ってから、ソナははたと気づいてニーナを見た。

　散歩がソナを名指しだというからには、ニーナは連れていけないのだろう。

「いいよ。わたし、部屋で待ってるから」

　ニーナは、ソナが何か言う前にあっさりと手を振ふった。

　今回に限って頬を膨ふくらますこともないのは、何かを感じているからなのだろう。昔から、ニーナはそういうところが、驚くほどに聡さとい。

「ニーナちゃん、ごめんね。ちょっとだけソナを借りるわね」

　すまなそうな顔で言ったモールチェの後に続いて、ソナは伯爵邸を出た。

　外は、澄すみ渡わたる空色も眩まぶしい晴天だった。

　真昼の陽光に、街路樹の緑が照てり映はえる。

　からりとした初夏の空気は、散歩にちょうど良かった。道に影かげを落とす葉々が、風にさやさやと揺ゆれている。

　しかし絶好の散歩日和びよりにもかかわらず、いつもはよく喋しやべるモールチェがしょんぼりと黙だまっているため、並んで歩く二人の間には沈黙が流れていた。

「…………」

「…………」

（何か、何か言わないと……）

　日ひ傘がさをさすモールチェの顔が悲しそうに見えて、ソナもさすがに焦り出した。

　多分、モールチェは、胸の内に抱え込んだ「何か」を話してくれようとしているのだろう。それはきっとなかなか切り出しにくいに違ちがいない。

　こうなったからには、モールチェが話しやすいように、自分が何か話すべきなのではないかとソナは思った。しかし、思った瞬間に、深刻な疑問が浮うかんでくる。

（……何か、って何を話せばいいんだろうか）

　本が恋こい人びとだったわびしい十六歳さいには、女の子と並んで歩くことになった時に何を話していいかが分からない。その上、その女の子がどうやら落ち込んでいるらしい時はどうするべきなのか。

（天気の話？　趣しゆ味みの話？　好きな食べ物の話？　いや、気分が落ち込んでる時にそんな話されたら腹が立つよな。何から入ればモールチェはその気持ちを話してくれるんだろう）

　ソナは自分のふがいなさに、何やらじわじわと嫌な汗あせをかき始めた。

　これがニーナであれば、顔を覗のぞき込んでどうしたのかと訊けばいいのだろう。唇くちびるをへの字にしているニーナをあやしつけるのは、昔からよくやったことだ。

　しかし、今、隣にいるのはモールチェである。

　当然ながら、十七歳のモールチェをあやすというわけにもいかない。

　そもそもその顔を覗き込んで、どうしたのかなどと訊こうものなら、きっと瑠璃色の目に見つめられてこちらの舌がもつれる。

　よしよしと頭を撫なでるのも、背中をさするのも、抱きしめるのも、モールチェ相手では天文学的に途と方ほうもないことに思えた。

（ニーナが攫さらわれてしまった時、モールチェはその言葉一つでささくれた気持ちを溶とかしてくれたのにな……）

　――私たちがいるでしょう。

　モールチェにそう言われて、後悔に捕とらわれていたソナは前を向くことができた。

　誰かが自分の隣にいて、一緒に考えてくれることが、どれだけ心強いか。

　それが、初めて分かったのだ。

　しかし、今そう伝えたくとも、モールチェのようにさりげなく心の内側に入り込むような不思議な言葉を、自分は持っていない。

　では、一体、どうしたらこの思いは伝わるのだろう。

（ああ、もう……）

　答えの出ないことを考えるうちに、ソナはだんだん混乱してきた。

　もういっそ、できないなどと言わずに、弱音を吐かずに強がるニーナにするように抱き締しめればいいのだろうか。

　それで通じるなら、一番手っ取り早くはある。

「いや、でも、そんなの絶対無理……って、おっと、う、うわっ」

「抱き締める」の一言で、ダンスの練習の時、腹のあたりに押しつけられたふんわりと柔らかい感触をつい思い出したソナは、赤面しながら思いきり足を滑すべらせた。

　後頭部を地面にしたたかに打ちつけ、目の前にきらきらと星が散る。首を絞しめられたアヒルのような変な声が口から漏れた。

「――ソナ！」

　沈しずんだ顔をしていたモールチェは、突とつ然ぜんに足元に転がったソナに驚いて目を丸くし、日傘を放ほうり出した。

「あっ」

　フリルでできているかのような装そう飾しよく過多の日傘は、ふわりとモールチェの手を離はなれ、まるで狙ねらいすましたかのように、地面に転がったソナの顔を直ちよく撃げきした。

「……ぶふっ」

　日傘は軽く見えるわりに、しっかりとした骨組みがされていて結構な重量があった。顔面を強打したソナは、じんじんする鼻を押さえながら最早笑いたくなってきた。

（何してるんだろ、これ……）

　見上げた空が平和に青い。一体、自分は何をするつもりだったのだろうか。

　体を張って、笑いを取ろうとでもしたのか。

「きゃあ、ごめんね、ソナ！　大丈夫っ？」

　モールチェは、地面に転がったソナの傍そばに慌てて座り込もうとした。

　瑠璃色の目が心配そうに、瞬かれる。ソナの視線の先で、淡あわいピンク色のドレスの裾すそがふわりと揺れた。

「はい、どうにか、だいじょう……」

　ぶです、と、ソナが続けようとしたその瞬間。

　突とつ風ぷうで、スカートの中の白いレースが視界に広がった。ひらひらと目くるめくレースの海の中に、ちらりと膝ひざから上の、ほのかにつやめく肌はだ色いろが覗きそうになる。

（全然、大丈夫じゃない……っ！）

　ソナは一気に体温が上がってくるのを感じながら、転がったままどうにか目を逸らした。モールチェは時々こちらが悲しくなってくるほどに無防備だ。

　お願いだから、少しは警けい戒かいしてほしい。

（見えても、僕が何にも思わないと思ってるんだろうか。それとも、僕に見られようが構わないとか？　――いや、もう、むしろ、そこらへん何も考えてないんだろうな……）

　天然って怖い、と翻ほん弄ろうされるばかりのソナは顔を覆おおった。

　なぜだか分からないが、何だか少し泣きたくなってきていた。

　やがて突風は止やみ、偶ぐう発はつ的てきに不ふ埒らち者になることは回かい避ひできた。しかし、近くで衣きぬ擦ずれの音を聞き、ソナはもう一つの危険性に気づく。

「いやいやいや、ちょっと、待ってください！　座ったりしたら裾がっ！」
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　モールチェが着ているのは、淡いピンク色のドレスである。

　それが砂にまみれたらどんなことになるか。想像もしたくない。

　ソナの傍に座り込もうとしていたモールチェは、ちらと裾に目を遣やった後、すぐに首を振って言った。

「裾なんて、大丈夫！　あとで染み抜ぬきするもの。……そう、マルティーが」

「いや、それだと僕がマルコシアスに殺されますから。確実に」

　モールチェのちゃっかりした言葉を聞いたソナは、即そく座ざに起き上がった。某ぼう氏しにこの所業がバレたら制裁は不ふ可か避ひである。

　立ち上がるついでに、道に転がっていた日傘を拾う。

　モールチェにそれを渡すと、彼女は外に出てから初めて微笑ほほえんだ。

「ありがとう、ソナ」

　無む邪じや気きなその笑え顔がおの背後で、葉々がざわめく。陽光を透すかす明るいその緑色を眺めながら、ソナは言った。

「あの、自然公園に行きませんか。伯爵邸の近くの」

　緑を見れば気分が和なごむのではないかという、安易にも程ほどがある提案だった。

　しかし、モールチェはソナの顔を見て瞬きをすると、緩ゆるやかに口角を上げて頷いた。

「うん、そうね。行きましょう」

　その表情は、ソナが何を考えているのか分かっているようにも見えた。ともあれ、ようやく浮かんだ笑えみに安心したソナは、モールチェを連れて自然公園まで歩いて行った。

　自然公園は、王家ゆかりの施し設せつのようだった。

　中央に大きな池があり、それを囲むようにして木々が生おい茂しげっている。

　一ひと重え咲ざきの野ばらが方々につるを這はわせて、クリーム色の花を咲かせていた。池の近くでは、アヒルの親子がよたよたと行進をしている。

　ベンチに座ってしばらくすると、モールチェがぽつりと話し出した。

「マルティーのことなのだけれど、ベルフェゴールの話になるとあの子が怒おこるのは、私のせいなの」

　出てきた言葉は、ソナが半ば予想した通りにマルコシアスの話だった。

　私のせいと言った瞬間にふっと暗んだ瑠璃色の目は、すぐに後悔を振り払はらうように光を取り戻す。話が先に進まないと思ったのだろう。

「私とマルティーが、七十二柱を継いだのは三年前。私が十四歳で、マルティーが八歳の時ね」

「十四歳も随ずい分ぶんと早いですけど、八歳ってすごいですね……」

　マルコシアスは地じ獄ごくにおける大侯こう爵しやくだ。

　類まれなる戦せん闘とう能力を誇ほこる有ゆう翼よくの魔ま狼ろう。言うまでもなく、それはどんな魔導書グリモアにも載のっている高名で強大な魔神の名である。十一歳の今でも信じがたいことではあるが、たった八つの子供がそれを継いだというのは恐おそるべきことだった。

（僕ぼくが八歳の時って、何してたかな……）

　ニーナの手を引いて、近所に買い物に行っていたのが精々だ。

　一いつ瞬しゆん遠い目をしたソナの顔を見て、モールチェは屈くつ託たくなく笑った。

「歴代の七十二柱においても、史上最年少の襲しゆう名めいだったのよ。初めて会った時はびっくりしたわ。マルティーは今でもお人形さんみたいだけれど、八歳の時はもっとそうだったの。紅茶色の目が大きくて、本当に本当に可愛かったのだから」

　身長なんてこんなに小さかったのよ、と力説する。

　ソナは頷きながらも、その手が示す高さが膝ひざ丈たけだったのはさすがに話半分に聞いておいた。それより、とりあえず気になって仕方がなかったことを訊いてみる。

「昔から、あんな性格だったんですか？」

　恨みがましいソナの視線にくすくすと小さく笑って、モールチェが言う。

「今は、大分丸くなったほうよ」

「え」

　今以上に毒舌の八歳児。想像してみたソナは恐怖しか感じなかった。

（……あれ以上とか、もう存在が凶きよう器きみたいなものだろ）

　呆ぼう然ぜんと絶句しているソナを見て、とりなすようにモールチェは言う。

「マルティーは、物事を計る物差しがちょっと人と違うの。自分が優ゆう秀しゆうなものだから、どんなことに関しても基準が高いのだけれど、八歳の時はそれが当然だと思っていたのね」

　自分の小さな臣下について語るモールチェは懐なつかしくて仕方がないという様子だった。

「私はぼんやりしているから、よく叱しかられたわ」

　叱られたと言いながらも、瑠璃色の目を優やさしげに細めている。

　その話し方からは、最凶の八歳児であったであろうマルコシアスのことを、可愛い弟のように思っていたのが伝わってくるようだった。

　――十四歳のモールチェに向かって、小言を並べる八歳のマルコシアス。

　あんまり今と変わってないんじゃないかとソナは少し疑わしく思った。強しいて言うなら、マルコシアスが若じやつ干かん妥だ協きようを覚えたくらいか。

　楽しげに笑っていたモールチェはしかし、やがて辛つらそうな表情になった。長い睫毛を伏せて、ぽつりと言う。

「あの事件が起こったのは、名を継いだばかりの一年目だったの」

「……事件、ですか」

　散歩に行こうと声をかけてきた時のようなその表情に、ソナは胸が痛んだ。

　息が詰つまるような心ここ地ちで、薄桃色の唇が紡つむごうとしている言葉を待つ。

「私ね、給きゆう仕じに化けた刺し客かくに襲おそわれて右みぎ肩かたを切られたのよ。学校アカデミーでは『楯の女神ガーデイアナ』なんて呼ばれていたのに、あの時は怖くて防ぼう御ぎよ壁へきも出せなかったの」

　そう言ったモールチェは、情けないでしょうと眉まゆを下げて力なく笑った。

（刺客って……それは、殺されそうになったってことか？）

　ソナは、予想もできなかった言葉に、咄とつ嗟さに声を失った。

　隣に座るモールチェを見つめる。その花はな咲さく笑顔のように、ほんわかとした日々を過ごしてきたのだとばかり思っていた。

「右肩、は……」

　実感がついて行かないまま、かすれた声でようやく問うと、モールチェは軽く肩かたをなぞって、首を振った。

「十四歳の時のことだし、あまり深く切られたわけでもなかったから」

（十四……ニーナと、同じ年ねん齢れいだ）

　ニーナの小さな背せ丈たけが、十四歳であったモールチェのイメージと重なる。

　まだ幼い、誰かが守ってしかるべき存在。

　そんな少女に、殺すつもりで刃は物ものを持って切りかかる。

（誰か、そんな、残ざん酷こくなことを）

　目を見開くソナに、モールチェは落ち着いた様子で説明をした。

「私だけが特別恐ろしい目にあったわけじゃないの。若くして高位を継いだ者はみんな狙われるのよ。魔ま王おう閣下が暗殺や謀ぼう殺さつの危機に晒さらされたって話があったでしょう。それと同じなの」

　その淡たん々たんとしてさえいる言葉に、ソナは、地獄が平和と見えたのは一面だけの話で、まぎれもなく字義通りの残酷さも併あわせ持もつ世界でもあったことを知る。

　たとえ、本人が十四歳の少女であったとしても、二十六の軍団を率いる地獄の公爵グレモリーの名は、そんなことを気にかけたりはしないのだ。

　その華奢な首元に、容よう赦しやなく刃はを向ける。

「あの時は、首を狙われたのをどうにか躱かわしたら、傍にいたマルティーがすぐに刺客を叩たたきのめしてくれたわ。だから右肩を切られただけで済んだの。でもね、刃に毒が塗ぬってあって、私、しばらく寝込むことになってしまったの」

　眉根を寄せてモールチェは視線を手元に落とす。くるんと巻かれたサイドテールが、ふるふると小さく首を振った動作に合わせて揺れる。

「そして、私が寝込んでいる間に、マルティーはいなくなってしまったの。傷だらけになって帰ってきたのは一か月も経たってからだったわ」

　そう言うモールチェの、大きな瑠璃色の目は後こう悔かいで満ちていた。細い指先が、スカートをぎゅっと握りしめる。

「……何が、あったんですか」

　ソナには、忠義一いち途ずのマルコシアスが、自分からモールチェの傍を離はなれることなど想像できなかった。しかも一か月も姿を消し、傷だらけで帰ってきたという。

（あの、戦せん闘とう狂きようが……？）

　モールチェは、辛そうな顔をして言った。

「マルティーは、ベルフェゴールのところに行っていたのよ。当時はまだ、ベルフェゴールもルシファー魔王閣下の配下だったわ。武器の開発を担当する研究者として認知されていたの。あの時から、危険思想や、行き過ぎた研究が指し摘てきはされていたのだけれど」

「ベルフェゴール……」

　ようやく出てきた核かく心しんの名にソナはぞくりとした。

　八歳のマルコシアスは、モールチェを守れなかったと思ったのだろう。

　ならば、より強い力を求めて、ベルフェゴールのところへ行ったのだということは容易に想像できる。

（危険思想や行き過ぎた研究が噂うわさされる、しかも後に敵方に回ったような相手のところへ行ったのか……）

　話を聞く前から、嫌いやな予感がした。

「あの研究者のところに行って何をされてきたのか、マルティーは教えてくれなかったの。でもね、戻もどってきたあの子が得てきたものは新しい武器ではなかったわ。傷だらけになって帰ってきて『炎のランス・オブ氷柱・ブレイズ』を使えるようになっていたの」

　八歳の子供が、危険な研究者の手に落ちて、一体、何をされたのか。

　ソナは暗い淵ふちを覗き込むような思いで口を開いた。

「……『炎のランス・オブ氷柱・ブレイズ』というのは、マルコシアスの技わざですか？」

「そう、歴代マルコシアスに伝わる奥おう義ぎみたいなものなの。武勇に優すぐれた先代でも、会え得とくしたのは二十五歳の時だったそうよ。だから八歳で会得したことは、とてつもないことなのよ。でもね、あの子の『炎のランス・オブ氷柱・ブレイズ』は、どんなに比類ない力を誇っても……不完全なの」

　ゆるやかな風が吹ふきつけ、温かな緑の匂においが香かおった。一度、言葉を切ったモールチェは、ソナの顔を見て、囁ささやくかのように弱々しく言った。

「――この間ね、風の噂で聞いたの。ベルゼブルの陣じん営えいで、ベルフェゴールは真名の研究をしているのですって。関係ないって一いつ笑しように伏せる話よね。だって、七十二柱私たちには真名がないのだもの。影えい響きようされようもないわ。でも、どうしても、気になって仕方がないの。あの子が背せ負おわされたものが何なのか……考えるほどに、その噂を思い出すの」

　ソナは、その言葉に、ハンバートの一件以降、主にバアルなどから教授されてきた「魔神の真名」についての知識を整理した。

　真名は、魔神に絶大な力を与あたえる一方、知られれば完全な支配を受けざるを得ないという両もろ刃はの剣つるぎだ。

　そんな真名が記されたアッピンの赤い本が紛ふん失しつして以来、ソロモン七十二柱の魔神たちは真名を持たなくなった。

　そのため寿じゆ命みようも縮み、「代だい替がわり」が始まったのだと言う。

　つまり、真名を持たない当代の七十二柱たちは、初代より力は弱まったものの、他者からの支配は受ける危険はないはずである。

　そのことだけで考えれば、モールチェの心配は、ただの杞き憂ゆうなのだと言える。

（でも、）

　ソナは眉まゆ根ねを寄せて考えた。

　奥義だという炎のランス・オブ氷柱・ブレイズを八歳のマルコシアスに会得させた力の正体は、何なのか。

　マルコシアスの炎のランス・オブ氷柱・ブレイズは不完全なのだとモールチェは言う。そして、マルコシアスはベルフェゴールの名を聞くだけで我を忘れるほどに激昂する。

　考えるほどに、「真名の研究」をするというベルフェゴールの噂は、確かに喉のど元もとに引ひっ掛かかるかのようだった。不ふ穏おんな色がじわじわと胸の内に増していく。

　ふと目を上げてみれば、モールチェの薄桃色の唇は、気のせいかと思うほどわずかに震えていた。

　眉根を寄せたその表情は苦しげで、今にも泣きだしてしまいそうに見える。

　しかし、野外の陽光に照らされる瑠璃色の眸には、涙なみだの気配さえなかった。宝石のようにきらきら光っても、薄うすく潤うるむこともない。

　それは何だか痛々しい光景だった。

（泣いてはいけないと思っているみたいだ）

　辛そうな顔のモールチェを胸が締めつけられるような気持ちで見ていたソナは、なぜか、ほんわかと笑ういつもの彼女を思い出した。

　モールチェは、笑顔でいることが多い。

　そして、その有う無むを言わさぬ天然気質で、周囲をふわりと包つつみ込んで深刻な空気さえも変えてしまう。

　だから、きっとその生い立たちも住んでいる世界も、きっと呑のん気きで穏おだやかなものだとソナは思っていた。

（……でも、違う。逆、なんだ）

　モールチェが生きる世界は冠かんする名の通りに暗い残酷な部分を持っているし、生い立ちも穏やかではなく、その胸に抱かかえているものも重い。

　だからこそ、彼女はほんわかと笑うし、ふわふわとしたその天然気質で深刻さを溶かすのだ。

　それがモールチェの強さであり、生きるための武器なのだろう。

　ソナも、そしてマルコシアスでさえもそれに助けられて前を向いてきた。

（でも、じゃあ、モールチェの辛つらさは誰が溶かすんだ……？）

　こんなに辛そうな顔をして、涙も零こぼさない。

　人の気持ちにさえ敏びん感かんな彼女が、自分の感情を見み逃のがすはずなどないのに、だ。

　そう思うと、胸の奥がじわりと疼いた。

　気づくとソナは手を伸のばして、隣に座るモールチェの頭を撫でていた。初めて触れたその夕日色の髪かみは細くて柔らかく、流れるようにさらさらとしていた。

「……ソナ？」

　頭を撫でられたモールチェがきょとんと顔を上げる。予想外のことをされた驚おどろきが勝って、咄嗟にその顔からは苦しげな色が消えていた。

　丸くて大きい瑠璃色の目がぱちぱちと瞬まばたきをする。

「あ…………っ」

　我に返り、自分が何をしたかに気づいたソナは、神速を謳うたわれるマルコシアスもびっくりの速度でモールチェの髪から手を離した。

（いやいやいやいやいやいや……何をやらかしてるんだ僕は）

　行きがけに、ニーナと同じ対応などはできないと思っていたばかりだったのに、ものの見事に同じことをしてしまった。

　頭を撫でるなど、バカにしていると思われても無理はない。

　子供にするかのような対応だ。

「あ、あの……」

　弁解するにも謝あやまるにも何と言ったものかと、ソナは悩なやみながらに口を開く。

「……男の子に頭を撫でられたのは初めてだわ」

　不思議そうに目を丸くしてモールチェは言った。そして、撫でられたところに手を遣やると、しばらくしてから今度は恥はずかしそうに小さく笑った。

「変なの。何だか、少しだけ楽になったかも」

　楽になった、という言葉にほっと息を吐き、ソナは胸を撫で下おろした。こんなことをしたところで、何も解決はしていない。胸に抱えた重さはそのままだ。

　それでも、ほんの少しだけでも、モールチェが力を抜くことができたなら本当に良かったと思う。

　そして、少しばかり安あん堵どしたところで、ソナは意を決して、口を開いた。

「……僕は、モールチェさんの無期限長期召しよう喚かん契けい約やく者しやです」

「うん。そうね」

　ソナの言葉を聞いて、なるほど事実だとでもいうようにモールチェは頷うなずく。

　なぜソナがそんなことを言いだしたのかは一いつ切さい関知していない様子であった。小首を傾かしげたのに合わせて、くるんと巻かれたサイドテールが揺れる。

「だから、僕にはあなたを助ける義務があります。……頼たよりないかもしれませんが、辛いことがあったら話してください」

　ニーナが攫われた時にモールチェが自分に言ってくれたように、ソナはどうにか言葉を紡いだ。口下手な自分の、これが現時点の精いっぱいだった。

　古典語クラシカの難解な論理を展開するよりも、他人にたったこれだけの思いを伝える方がずっと難しい。そんなことを今いま更さらながらに思い知る。

「……ありがとう、ソナ」

　目を見開いたモールチェは、やがてふにゃりと笑ってそう言うと、淡いピンクのドレスの裾を揺らめかせてベンチから立ち上がった。

「もう、帰りましょう。ニーナちゃんが待っているわ」

　そして、日傘を差すと空いた方の手でするりとソナの手を取った。

　途と端たん、真っ赤になるソナには構わず、手を引いたまま優ゆう雅がにスカートを揺らして歩き出す。

「たとえ頼りなくても、そういう優しいところが、大好きよ」

　滑なめらかな頬ほおを淡く染め、そっと呟つぶやかれたその小さな声は、頭が沸わき立っているソナの耳には入らず、日に透ける葉々を揺らした風にさらりと奪うばい去られていったのであった。


＊



　エメルシェード殺人事件の調査報告を受けるため、アンネリーゼはエルンストと共に伯はく爵しやく邸ていの謁えつ見けん室へ向かっていた。

　被ひ害がい者しやの死体は、医学研究所に回すことになっている。今回の報告はその研究所からのものだった。

　首元を切きり裂さかれた死体に、五件共通しての奇き妙みような点があるという。

（それだけのことをつかむのに、どうしてこんなに時間がかかるのよ）

　アンネリーゼは、眉根を寄せて虚こ空くうを睨にらんだ。

　そもそも最初から医学研究所に期待などはしていなかった。死体から犯罪の手がかりを洗い出す医学分野を「法医学」というらしいが、最近になって急にもてはやされ始めたそれは分野自体が未発達だ。研究結果は参考程度にしかならない。

　それでも、捜そう査さに行いき詰づまった現状においては貴重な情報であった。

　アンネリーゼは焦燥感を噛み締めながら、謁見室のドアに手をかけた。

　室内には、くたびれた白衣をまとった男が一人待っていた。黒い髪はぐしゃぐしゃに逆立ち、籠こもっていた研究室からそのまま抜け出てきたような様子が見て取れた。

　入室してきたアンネリーゼに向かって一礼して、男は医学研究所の職員であると名乗った。

「今回も含ふくめた五体の被害死体の致命傷は首元の切創だと思われます。これが唯ゆい一いつの外傷ですが、解剖検査の結果、そのほかに複数の内傷が見つかりました。手足の筋断裂です」

　アンネリーゼとエルンストが着席したのを見計らい、書類を渡して説明を始める。

「筋断裂？」

「手や足の筋肉が切れていたということです。通常では考えられないような負荷をかけられたことが予想されます。しかし、ここまで筋繊維がボロボロになっているのに外傷は見当たらない」

　男は、指でレンズの分厚い眼鏡を押し上げた。照明が反射して、眸ひとみの色がぼやけている。

「それは一体どういうことなのですか」

　刈かり込まれた髭ひげを触りながらエルンストが尋たずねると、男は肩をすくめて言った。

「筋断裂が外的要因によるものではないということです。極度の筋肉疲ひ労ろうにより筋断裂を起こすということは考えられますが」

「被害者が、極度の筋肉疲労を起こすような状じよう況きようにあったと？」

　アンネリーゼは眉根を寄せた。

　筋繊維が断裂するほどの筋肉疲労状態とはどのようなものなのか。医学の専門家ではない自分であっても奇き妙みようだと思える。

　首を切り裂かれて死んだのは、今回の事件の浮ふ浪ろう者を始め、行商人、靴くつ磨き、工場労働者などだ。筋肉を酷使するような活動をするとは思えない。しかも、申し合わせたように全員が筋断裂を起こしているとなれば、尚なお更さらに不自然だった。

　悩むアンネリーゼをよそに、男は淡々と言葉を続けた。

「そして、凶器ですが、現場に残された痕こん跡せきや被害者の切創から見まして、使われた武器を推定しました。候こう補ほに挙がったのは、ショーテルという両刃の刀剣です。かなり珍めずらしいものですから参考になるかと思って持参しましたが、ご覧になりますか？」

　アンネリーゼが頷くと、男は巨きよ大だいな革かわ製のケースを取り出した。テーブルの上に置いて、研究者らしい神経質な手つきで蓋を開く。

　ケースの中からは、大胆に湾わん曲きよくする銀色の刃が現れた。鉄の鞭をしならせて固めたような不思議な形状に、アンネリーゼは目を細めた。

「これが、殺人事件に用いられるような凶器なの？」

　思わず小声で呟く。携帯に向くとは全く思えない。何しろ鞘に収まりもしないのだ。一体どうやって振るうというのか。

「触れてみても？」

「見本品ですので、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　男はあっさりと頷いた。

　レンズの分厚い眼鏡の奥で琥珀とも緑ともつかぬ微び妙みような色の眸が光る。

　落ちてくる髪を耳にかけ、アンネリーゼは黒く艶を帯びる柄えにそっと手を伸ばした。金属製でひやりと冷たい。その表面には数字が刻まれていた。

（何かしら、これ？）

　管理番号だろうかと思いながらそこへ目を遣った瞬しゆん間かん。

　男が、アンネリーゼの手を柄に押しつけるように握にぎりしめた。

「――っあ、ちょっと何をするのっ！」

　手を押おさえつける凄すさまじい力に、何も分からないままアンネリーゼは悲鳴交じりの声を上げた。柄に刻まれた数字の列が手のひらに食い込むようだった。

（何、何なの……？　手、いた……っ）

　無我夢中で男の手を振り放そうとするも、がっちりと握り込まれて動かない。そのうちに皮膚が焼けるような痛みを感じた。

　男が重ねた手の甲こうから、黄緑の火花がバチバチと散る。

（なに、これ）

　アンネリーゼは大きな灰色のつり目を見開いて、それを見つめた。視界の端はしで、立ち上がり男に掴みかかったエルンストが軽々と跳ね飛ばされるのが分かった。

　刹せつ那な、一ひと際きわ大きな音を上げて火花が爆はぜ、衝しよう撃げきで五感が遠ざかる。

「あっ、――く、ぅ」

　喉が呼吸の仕方を忘れて、はくはくと震ふるえるのを感じた。

　手のひらから伝わる痛みで勝手に涙が溢れてくる。足に力が入らなくなり、体がずるりと床ゆかに崩くずれた。

　噴き出だした冷や汗が涙と一いつ緒しよになって、床に小さな水たまりを作るのをアンネリーゼは眺ながめていた。もう顔を持ち上げる気力もない。

（……だめ）

　それでも、諦めることなどできなかった。

　暗くなっていく意識には、小さな火が消え残っている。

（私は、アンブロジウス雷らい吼こう伯はく――王都を守護する魔術師ヘルメスの翼の主宰レクス。こんなことで屈するわけにはいかない）

　痛みに集中力を奪われながらも掴まれていない方の手を弱々しく掲げ、アンネリーゼは魔ま法ほう陣じんを展開した。小さな円えん環かんが、不安定に歪ゆがんで揺らめきながらも、その華きや奢しやな指先で青い光を集めて花を開く。

（……雷らい撃げきさえ、出力できれば）

　時間のかかる完全服従の呪じゆ文もんは諦め、夷狄焼滅の呪文の最初の一音を口にしようとしたその時、男が空いた方の手でアンネリーゼの目元を覆った。
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　刹那、ぞっとするほど冷たい手で覆われて、視界が真っ暗になる。

「やっ」

　何をされるのか分からない。

　その本能的な恐きよう怖ふは戦う意志を根底から揺るがした。

　見えない手が体中を這いまわるようなざわざわとした不安感。それが握り込まれた右手の痛みと相まって、頭の中を思い切り蹂じゆう躙りんする。

「……嫌あっ、いや、いやいやいやっ、やめてっ！」

　アンネリーゼは、声の限りに叫んだ。

　ヘルメスの翼の主宰レクスであるという意識はどこかに飛んでいた。ただの、十六歳の少女である自分が必死になって悲鳴を上げる。

（何なの、これ。怖い、怖い、怖いよ……）

　暴れようとしても体が言うことを訊きかなかった。

　死ぬほど悔しく思っても全身が震えて、力が入らない。

　そして、アンネリーゼがもう一度わななく口を開いた瞬間、頭上からため息が降ふってきた。

「あーあ、何で泣くかなあ。これだから女はいやなんだよな。手も汚れるし。無駄だって分かっても遮二無二抵てい抗こうしてくるし。……おっと、失礼。聞こえてたかな？」

　男は、涙をこぼして声もなく震えるアンネリーゼを見てまたため息を吐つくと、目を覆ったその頭を自分の方へと引き寄せた。手の甲に黄緑の火花を走らせる。

「お嬢じよう様さまはこれでお休みくださいませ、とね」

　その言葉と共に、アンネリーゼの体はくたりと脱だつ力りよくした。ツーサイドアップにしたストロベリーブロンドの髪がパリパリと帯電していた。

「――貴様っ、よくもっ！」

　激げき昂こうしたエルンストは速攻で魔法陣を描えがき出すと、呪文を詠えい唱しようした。生成した青光りする大剣クレイモアを手に携え、男に肉にく薄はくする。

　しかし、男に突きつけた途端に、その大剣クレイモアは崩れるように消滅した。目を見開いたエルンストを、男はつまらなそうに蹴り飛ばす。

「ぐっ」

　エルンストが壁かべに激突したのを見届けると、男はレンズの分厚い眼鏡を気のない様子で投げ捨て、右目にモノクルをはめた。

　有毒の薬液のような風ふ情ぜいの黄緑色の眸が、照明の光に晒される。

　髪をヤマアラシのように逆立て薄うす汚よごれた白衣をまとうその姿は、どこか狂きよう人じんのように見えた。

　身み支じ度たくを終えた男はアンネリーゼを引きずり、蹴り飛ばしたエルンストの傍に歩み寄ると目線を合わせるように頬ほお杖づえをついてしゃがみこんだ。

　挑ちよう発はつでもしているかと思えるほどに柔らかな、眠たげな声で言う。

「あのさ、執しつ事じさんだか側近さんだか知らないけどね。君じゃあ、どうにも力不足みたいだよ。だから、魔術師の王様ソロモン王――ソナ・スタリーに伝えておくれよ。ベルフェゴールが礼拝堂で待っています、とね。……ああ、そうだ。可愛かわいいお嬢様の命が惜しかったら急いだ方がいいよ？　王様との知ち恵え比くらべが楽しみで準備の途と中ちゆうに手が滑っちゃうかもしれないからさ」

　ベルフェゴールはそれだけ言うと立ち上がり、片手で白い火の玉をふよふよと浮うかせた。

「待ってるからさ、よろしく頼たのむよ」

　相手を呪い殺さんばかりの怒いかりの形相を浮かべるエルンストに向かってひらひらと振ふった手には、六本の指があった。







５、その空白を侵す者ベルフェゴール







　エルンストからの知らせを受けたソナたちは、礼拝堂へと急いだ。

　たどり着いたなり、蹴破るように、その重厚な扉を開け放つ。

　ノアの方舟を模して船底の形に築かれた仄暗い空間は、高い天井に覆われ、濃いベージュの石壁に聖母の彫ちよう刻こくが幾体も並んで施されていた。

　聖母の頭上を飾かざる輝かがやかしい光輪の描写は、目が痛くなるほどに複雑で細やかだ。連続性と対称性を重んじた精緻な眺めは、見る者に畏い怖ふの念を呼び起こす。

「……ようやく会えたねえ、魔術師の王様。待ちかねたよ」

　そんな息が詰まるほどに厳粛な空気の中、ベルフェゴールは怠だるそうな様子で説教台に肘をついていた。背に負う花窓の、色鮮あざやかな反射光でその顔はよく見えない。

　――薄汚れた白衣を纏まとう、痩せぎすの男。

　それは人を怖がらせるのにも飽きてしまった、やる気のない幽霊のような出いで立ちだった。のんべんだらりとして脅きよう威いを感じさせない、しかし、不気味な佇たたずまいだ。

「ああ、側近さんは安心していいよ。お嬢様は無事だからさ。まあ、残念ながらまだご対面とはいかないけどさ」

「貴様……っ」

　エルンストが怒りに身を震わせる。

（一体、どこにアンネリーゼを隠かくしたんだ）

　アンネリーゼを探して、ソナが視線を巡めぐらせた刹那。

　ざ、と横から風が立った。

　振り向く間もなく、尖鋭な銀色――白刃の反射光だけが、視界に残される。

「マルティー！」

　モールチェが、引き留めるようにその名を叫んだ。

（……今のは、マルコシアスか）

　モールチェの声を聞いて、ソナは初めてそれがマルコシアスだったことに気づいた。

　反応速度を遥かに凌りよう駕がするその動作に引っ張られるようにして、前方を振り仰ぐ。

　そこから目の前で展開されたのは、まさに神速の体現だった。

　船底の形をした礼拝堂の、船尾から船首にかけてを、縦に切り裂くようにマルコシアスは疾駆した。

　その姿は、疾空して的を穿つ、白い炎を灯した火矢のようだった。

「《天狼のロドルフス星羅・アグメン》」

　発語の瞬間、ソナには、空間を切り縮めたかのように肉薄したマルコシアスのグラディウスが、ベルフェゴールの首元を完全に捕らえたかのように見えた。

　蒼あお白じろい魔力エナジーの怒涛の奔流が、禍々しいくらいに虚空を染め上げる。ステンドグラスの光が籠る仄暗い空間が、一気に炎天下のごとく明るく照らし出された。

（――仕留めた、）

　果たして、激げき烈れつに帯電した双剣グラデイウスは狙ねらい通りにあやまたず振り下ろされた。耳をつんざくような家鳴りの音が空間を満たす。

　しかし、ベルフェゴールの首元から血飛沫しぶきが上がることはなかった。

　蒼白い魔力エナジーにその顔を照らし出されながら、ベルフェゴールは血を流すでも吐くでもなく、完全に無傷のままに目を丸くする。

「こりゃあ、驚いた。まさか君が来てくれるなんて思ってなかったよ、小さな狼さんクレメルヒエン」

　心から驚いているその声と共に、マルコシアスのグラディウスはベルフェゴールの首元から弾はじかれた。蒼白く帯電していたグラディウスの刀身から、一瞬その光が消えた。

「…………っ」

　マルコシアスは咄嗟にグラディウスを引き、後方に飛びすさった。

　ベルフェゴールから幾分離れた、机の列の狭間に着地する。

　セーラーの襟えりがはためくその小さな背中には、不可解な事象に対する激しい焦燥と苛いら立だちが滲んでいるかのようだった。

　怒りを募らせるように量を増していく魔力エナジーに、白銀の髪がゆらりと舞まい上あがる。

（ベルフェゴールは、今、何をした……？）

　ソナは目を凝らして、だらりと立っているベルフェゴールを睨んだ。

　マルコシアスのグラディウスが激しく帯電していたため、はっきりとは分からなかったが、攻こう撃げきの瞬間、ベルフェゴールは何もしていなかったように見えた。

（――じゃあ、何で、グラディウスは弾かれたんだ）

　訳が分からないまま、ソナが不ふ吉きつな予感にぞくりとした時、説教台に立つベルフェゴールが口を開いた。

　マルコシアスに向けられた黄緑の三白眼が、上じよう機き嫌げんに細められる。

「懐かしいね、三年ぶりだ。あんなに可愛らしい風情だったのに、どうしてなかなか大きくなったじゃないか。ねえ、今日はなんでここに来たのさ？」

　その口調は奇妙に馴れ馴れしく、どこか粘着質な親しみが籠っていた。

　マルコシアスは返答の代わりに、魔力エナジーを燃え立たせると右手を伸べて、発語した。

「《白絶冽花ロンズデーの棘針ル・ソーン》」

　刹那、あえかな風切り音が無数に重なり合い、獣けものの咆ほう哮こうのように響ひびき渡わたった。

　濃霧のように空間にひしめいた無数の氷の刃が、発語と共に蒼白い閃光を纏って、ベルフェゴールに向かって一斉に疾駆する。

　氷の刃が嵐のように迫ってくるのを目まの当あたりにしたベルフェゴールは、ため息を吐いて言った。

「ああ、ほら、危ないよ。それ、全部後ろに跳ね返るんだからさ」

　その瞬間、今まで呆然としていたモールチェが我に返って、ソナたちを背に庇かばうようにして前に進み出た。不安を無理やり振り払はらうようにして、楯の女神ガーデイアナの顔をする。

「《慈雨のマーキイ・オ大天幕ブ・ブレス》！」

　発語によりアルパカの杖つえを出現させ、モールチェは淡あわい橙だいだい色いろに輝く防御壁を展開した。薄うす絹きぬのような橙色の被膜は立ち尽つくしていたソナとニーナ、エルンストを包み込んだ。

　防御壁越しに、戦いの様子を見つめたソナは、愕然と呟いた。

「……また、だ」

　――全部後ろに跳ね返るんだからさ。

　蒼白く光っていた氷の刃は、その言葉の通りにベルフェゴールに触ふれた瞬間、見えない楯にでも当たるかのようにして弾かれた。

　そのまま後方に飛ばされ、モールチェの防御壁へと向かってくる。

「――――っ」

　モールチェは杖を高く掲げて防御壁を強化し、跳ね返されてきたマルコシアスの氷の刃を防ぎ切った。魔力エナジーで夕日色の髪を舞い上げたその顔は、色を失っていた。

「マルティー……」

　防御壁の外を見つめて、小さく名前を呼ぶ。

　その声は、心配でたまらないのだと言っているかのようだった。

　何が起こっているのかは、モールチェにも分からないのだ。地じ獄ごくにおいても比類なしと称たたえられるマルコシアスの攻撃が全く通じない。

（しかも、ベルフェゴールは何もしていない）

　今度は一部始終を見ていたソナには、はっきりとそれが分かっていた。

　氷の刃が一斉に襲い来た瞬間、ベルフェゴールはただ立っていただけだった。

　それにもかかわらず、まるで見えない障害物に邪じや魔まをされたかのように、マルコシアスの氷の刃の方が勝手に弾かれたのだ。そして、ベルフェゴールの体には、傷一つ残らない。

（一体、なぜ）

　防御壁の外で、蒼白い魔力エナジーを燃やして立っているマルコシアスを、ソナは見つめた。

　両手に持ったグラディウスを構え、彼かれは今にも発語に入ろうとした。

　双剣を交差したその姿勢は「剪屠断骨の白炎ホワイト・スライ」を出力するためのものだと分かる。ソナは、ハンバートと戦う過か程ていで、マルコシアスがその技を使うのを見たことがあった。

　剪屠断骨の白炎ホワイト・スライは、グラディウスを振りおろした軌き道どうに沿って、絶白の炎が牙きばを剥く大おお技わざだ。

　しかし、果たしてそれはベルフェゴールに効くのだろうか。

　ソナが消しようもない不安に取りつかれた瞬間、説教台に肘をつくベルフェゴールがまるで困ってでもいるかのように言った。

「ちょっと待ちなよ、小さな狼さんクレメルヒエン。君さ、そんなに喧けん嘩か早かったっけ？　まずは話を聞いておくれよ。天下の有翼の魔狼マルコシアスが、格下のベルフェゴールに敵かなわないなんて何かおかしいだろう？　自分が何をされたか、ずっと知りたかったんだろうし。三年前には教えなかったけど、今日は、魔術師の王様もいることだし、全部を説明してあげるからさ。……まあ、でも、聞いちゃいないようだね」

　白衣をずるけさせただらしない風体で説教台に立ち、神父よろしく講釈をし始めたベルフェゴールに向けて、マルコシアスは交差したグラディウスを振りおろす。

　礼拝堂全体を鳴動させる地鳴りと共に、白銀の髪とセーラーの襟がぶわりと舞い上がった。

「《剪屠断骨の白炎ホワイト・スライ》」

　発語の瞬間、双剣が生み出した白い炎が、空間を切り裂くように走る。

　燃え盛る白炎は、閃ひらめく雪片のような火花を舞い散らし、神速を誇ほこってベルフェゴールに肉薄する。

　しかし、その凄絶な炎も、前の二つの技と同じに呆気なく弾かれて、掻き消えた。

（やっぱり、また、だ）

　ソナはぐっと唇くちびるを噛かんだ。

　まるで悪夢の中にいるかのような気分だった。

　効かないはずがないのに、効かない。

　吹きすさぶ氷の刃も、燃え盛る絶白の炎も、そのひょろりとした痩せぎすの体に触れるというところで消えてしまうのだ。

　胸の内で何かがずるずると崩れていくような感覚に唇を噛み締め、ソナは説教台に立つその姿を振り仰あおいだ。

「だから、無駄だって言ったろうに。君がどれほど強くとも、どれだけ強力な技を使おうとも、君は俺には攻撃できないんだからさ」

　有毒の薬液のような黄緑の眸をぎらぎらと光らせて、ベルフェゴールは笑っていた。

　モノクルの鎖くさりを引っ張ると、目前に立つマルコシアスを見つめて、湧わき上がる興奮を抑えることなく謳い上げる。

「君は、俺の三年前の実験体にして、文句なしの最高傑作マスターピースだ。たった八歳さいにして、肉体も精神も素晴らしく強きよう靭じんでさ。他ほかの全すべての実験体が破損したのに、唯一、君だけは壊れも狂いもせず、机上の空論フアンタジーにも近かった俺の理論通りに、力を手に入れた！　小さな狼さんクレメルヒエン、君こそが最初にして最高の、――偽の真名サイフアーの継けい承しよう者しやだ！」


＊



　ベルフェゴールの高らかな声こわ音ねは、礼拝堂に朗々と響いた。

　その言葉を聞いたモールチェは、防ぼう御ぎよ壁へきを展開しながら、薄うす桃もも色いろの唇をわずかに震わせていた。

　蒼白になった顔の中で、大きな瑠る璃り色いろの目が、切ないほどの必死さでマルコシアスの背中を見つめ続けている。

　それは、まるで、視線を逸そらしたらマルコシアスがどこかに消えてしまうのではないかと思っているような佇まいだった。

　見ているだけで、胸が痛くなる。

　その時、言葉も継げずにいるモールチェに代わるように、ニーナが呟いた。

「……偽の真名サイフアー？」

　言葉の不吉さに感応してか、一いつ瞬しゆんにして、その淡いアイスグリーンの眸が、煌きらめく焔ほのおの赤に染まる。

「ニーナ……？」

　ソナが見つめる前で、その赤い光は、ニーナの華奢な体に伝播し、たちまちのうちに防御壁の中を深しん紅くの魔力エナジーで満たした。

　その表情は、あどけない十四歳の少女のものから、大いなる秘密の守護者にして裁定者アツピンの赤い本としての清せい冽れつなものへと変容する。

「な、なななななな……っ」

　モールチェが発語のみで防御壁を展開した時から、ぽかんと口を開けて自失していたエルンストが、ニーナの浮世離ばなれした佇まいについに腰こしを抜かした。

　その時、説教台からニーナを目に留めたベルフェゴールが、口角を上げた。

「おやおや、ご機嫌麗しゅう、大いなる秘密の守護者にして裁定者アツピンの赤い本――いや、今は、『ニーナ』って言うのか。いい名前をもらったね。その赤い目も初めて見たけど、なかなか様になってるねえ」

　軽口のようなその言葉にソナは耳を疑った。

　ベルフェゴールは、今確かに、ニーナのことを「大いなる秘密の守護者にして裁定者アツピンの赤い本」と呼んだ。

「なんで、ニーナのことを知って……」

　ソナの驚愕を興がるように目を細めて、ベルフェゴールは言った。

「そりゃあ、知ってるさあ。だって、俺は、真名の研究者だからね。――って、なんか、やっぱり前よりも血の気が多くなってやしないかい、小さな狼さんクレメルヒエン」

　マルコシアスは、その蒼白い魔力エナジーを爆ばく発はつ的に放出し始めていた。

　溢れだした魔力エナジーで空間が、薄い青に煙り出す。

　その手に捧げ持つ二振りのグラディウスは、最も早はや、帯電するどころか、纏いつく魔力エナジーで燐りん光こうそのもののように燃え盛っていた。

（……タガが、外れてる）

　ソナは、その姿にティーカップを割った時の様子を思い出した。

　持ち前の怜れい悧りさを失った、無機物じみた橙色の眸。

　唇を噛み締しめた異様に長い犬歯と、そこから伝う、赤い血。

　あの時のマルコシアスには、モールチェの声すらも届かなかった。激昂する感情だけに衝き動かされていたのだ。

　そして、今も、その耳には、誰だれの言葉も届いていないようだった。

　ベルフェゴールは、燃え盛るグラディウスを構えて疾駆してくるマルコシアスを見て、やれやれと首を振った。

「まだ話の途中なんだけどなあ。まあ、いいや。小さな狼さんクレメルヒエン、君の当座の相手はこの子だよ。君の時から三年研究を重ねた偽の真名サイフアーを施ほどこしてある。つまりは、俺の最新作だね。存分に戦いを楽しんでおくれ」

　その言葉と共に、説教台の後ろから小さな影かげが飛び出し、ベルフェゴールとマルコシアスの間に割り込んだ。

「お嬢じよう、様……っ！」

　その姿を見とめたエルンストが呆ぼう然ぜんと叫んだ。

「アンネリーゼちゃん……っ？」

　杖を掲げるモールチェも信じられないとばかりに、声を漏もらす。赤い光を揺ゆらめかせたニーナが、ソナの手をぎゅっと握った。

（本当に、アンネリーゼだ）

　ソナは、その姿に目を凝らした。

　視界に躍り出たのは、確かに、白い軍服を纏ったアンネリーゼだった。

　しかし、彼かの女じよは明らかに正気ではなかった。

　睫毛まつげがゆらゆらと揺れる灰色の眸は光を失い、桜貝のような薄紅色の唇は吐と息いきを漏らさんばかりに薄うすく開いている。

　その上、その華奢な両手には刀身の湾曲した剣シヨーテルが握られ、マルコシアスのグラディウスと打ち合わされていた。

　切り結んだ白はく刃じん同士が擦り合わされて、ぎりぎりと耳に痛い泣き声を上げる。

　ソナはその光景にぞくりと背筋が冷えるのを感じた。

（……ありえない）

　魔術師とは言え、アンネリーゼは当然、人間の身である。

　それにもかかわらず、その力は、今や、戦せん闘とうの魔ま神じんであるマルコシアスと完全に拮抗していた。

　蒼白い魔力エナジーを噴き上げるマルコシアスのグラディウスに対抗するようにして、アンネリーゼの刃は毒々しい黄緑の魔力エナジーをじわじわと纏い始める。

　アンネリーゼは、明らかにベルフェゴールに操られていた。その表情から、魔力エナジーの色、戦い方まで、何もかもがいつもの彼女のものとは違ちがう。

（これが、偽の真名サイフアーの力なのか……？）

　ソナはこめかみを押さえて、ベルフェゴールを睨んだ。

　その時、アンネリーゼがマルコシアスと切り結ぶ様子を観察していたベルフェゴールが、満足そうに言った。

「うん。初動は、オーケー。いいね。やっぱり魔術師だと耐性が桁けた違ちがいに高い。ただの人間だと、まあ脆いこと、脆いこと。動かすうちに筋肉が切れて、すぐぐちゃぐちゃになる。予備実験にもなりゃあしなかったね」

　その言葉を聞いたエルンストが目を見開いた。

「――筋肉が切れる……？　貴様、まさか、それは切り裂き悪魔デヴイル・リツパー事件のっ」

「気づくのが遅おそいよ、側近さん。もう察してるのかと思ったのに」

　エルンストの剣けん幕まくにも構うことなしにあっさりと言い捨てると、ベルフェゴールは唇に歪んだ笑えみを刷き、右手を伸のべて発語した。

「《改竄のブランデイン烙鍵グ・アイロン》――数的操作マニユピレイト」

　刹那、黄緑の魔力エナジーが帯電したその指先から、黒いもやが噴き出した。
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　その身の回りに墨を刷いたかのように漂ったもやは、すぐに帯状の形を取って具象化した。筋が通り、凹凸が生じ、黒白が逆になったピアノの鍵盤が姿を現す。

　ベルフェゴールは両手を鍵盤に這はわせ、楽曲でも奏でるかのように、左右に六本ずつある指を蠢かせた。

　その瞬間、音の出ない鍵盤の代わりを演じるかのように冴えた金属音を上げ、アンネリーゼがマルコシアスのグラディウスを片方、弾き飛ばした。

　マルコシアスの手から離はなれたグラディウスは高く跳ね上がって弧を描くと、最前列の机に突き刺ささった。

「く……っ」

　途端、アンネリーゼの細ほそ腕うでが握るショーテルに圧されて、マルコシアスはバランスを崩しかけた。片方残ったグラディウスを引き、後退する。

　アンネリーゼは即座に追撃し、マルコシアスと激しい剣戟を繰り広げた。

　よく知る者同士の戦いを見ていると、喉のど元もとを締められるような思いになった。

（こんなことは、許さない）

　ソナは、右手を口元に運ぶと、その甲に思い切り歯を立てた。

　人間の魔術マギアは、魔神には通じない。しかし、ハンバートを倒たおし、その居城までもを崩したソロモン王の魔法陣を出力すれば、魔神たるベルフェゴールであっても倒せるのではないかと祈るように思う。

　口から手を放して、血が出てきたかどうかを確かく認にんする。そして、甲に赤い血の玉が膨ふくれ上がってきたのを見届けると、そっと口を開いた。

「ニーナ」

　ニーナの足元に膝ひざをつき、ソナは焔の赤に煌めく眸を見上げた。その造作は相も変わらず妖よう精せいのように繊せん細さいだった。

「ニーナ、僕ぼくに力を貸してくれ」

　赤い光を纏うニーナは、その言葉に切れ長の目を細めて頷うなずいた。

「お兄ちゃんマスターの願いは、わたしの願い。思った通りに、わたしを使って」

　そう言うとソナの手をそっと持ち上げ、その傷口に唇を寄せる。

　桃もも色いろの柔やわらかな唇が甲を撫なで、温かな舌が流れる血にひたりと触れた。

　その小さな痛みに、ソナは一瞬だけ眉まゆ根ねを寄せた。

　ニーナが長い睫毛を震わせて、小さな口に含んだ血をどこか苦しげに飲み下す。

　その瞬間、ニーナの輪りん郭かくをなぞる赤い光は、ぶわりと絶大にその量を増した。

「モールチェさん、今から魔法陣を出すよ」

　噴ふき上がる風に長い髪かみを舞い上げたニーナは、小さな両手を前に伸べて言う。

　アルパカの杖を掲げるモールチェは一瞬だけ目を見開いた後、真しん剣けんな顔をして頷いた。防御壁がそれに呼応するようにその橙色を濃こくする。

「私ね、きっとこんな時が来ると思って防御壁を強化しておいたの。この技わざの名前は『慈雨のマーキイ・オ大天幕ブ・ブレス』――ハンバート変態さんを倒す時に使った『雨降りインターヴアルの幕間・オブ・テイア』と同じように内側で魔法陣が展開できて、加えて『嫦娥のヴエイル・面紗オブ・ルナ』よりも強度が高いのよ。だから、何も気兼ねせずに思い切り大きな魔法陣を作って頂ちよう戴だい。あいつを跡あと形かたもなく吹っ飛ばせるくらいに」

　ソナと目が合うと、その瑠璃色の眸は切なげな色を見せた。

　かすかに震えていた薄桃色の唇が、それでも緩ゆるやかに弧を描く。

　こんな時でさえも、まだ笑うのだ。痛みに耐たえるようなその笑みに、ソナは胸が締めつけられるのを感じた。

（今度こそ頭を撫でることじゃ、解決はしない）

　モールチェには、楽しいことでのほほんと笑っていてほしい。

　痛みに耐えるようなその笑顔は、温かな夕日色の髪にも、鮮やかな瑠璃色の大きな目にも全くもって不似合いだった。

「お兄ちゃんマスター、いくよ」

　ニーナが、その両手の先に魔法陣を展開する。

　――三重の円環に、六芒星ヘクサグラム。

　そして、その間を無尽に走るソロモン王の魔術言語ロゴス。

　家が一軒収まるかと思えるほどに巨大な魔法陣が、大きな鈴を振るような玲瓏たる音を上げてゆっくりと回転した。

　ニーナの後について、ソナはソロモン王の魔術言語ロゴスで構成された呪文を詠唱する。

（……あれ、この感覚）

　詠唱していると、魔力エナジーが集まってくるのに呼応して、頭の片かた隅すみでちりちりと小さな鈴が音を立てているような感覚があった。

　呪文の一音一音が、積み重ねた古典語クラシカの知識の所々から何かを引っ張り出そうとしているかのようだ。

　脳のう裏りに正体不明の雑多な思念イメージが集積されていく。

（何だ、これ……）

　未知の感覚に心臓がどくどくと脈打った。まるで旋律と曲想だけが記き憶おくに残る、幼い頃ころの子守歌を聞いているかのようだった。

　訝りながらもソナが呪文を唱え終わった瞬間、ニーナが展開する巨大な魔法陣は回転を止めて一際強い赤の光を放った。

　それは、伝説の魔術師たるソロモン王が始まりの時代に築いた、原始の赤だ。

　モールチェがタイミングを見計らって、防御壁を解く。

「マルティー、アンネリーゼちゃんと一緒に避よけて！」

　その声が響いた瞬間、我を忘れていたと見えたマルコシアスが振り向きもせずに、糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように動きを止めていたアンネリーゼに飛びついた。

　一本だけ残ったグラディウスで力の抜ぬけたアンネリーゼの手から素す早ばやくショーテルを弾き飛ばす。そして、そのまま全体重を預けるようにしてアンネリーゼを突き飛ばし、共にベルフェゴールへの攻こう撃げき軌き道どうから逸れた。

　次の瞬間、傲然と威い容ようを誇ったソロモン王の魔法陣が、中央の六芒星ヘクサグラムから地獄の業火ヘル・フアイアを吐いた。

　噴き上がってくる絶大な魔力エナジーが体全体を震わせる。骨の髄まで響くようなその振動に、技を出力しながらソナは奥おく歯ばを噛み締めた。

「……燃え尽きろ」

　歯列から煮えたぎるその思いをわずかに漏らす。

　荒れ狂う深紅の大翼は、ハンバートを城ごと焼き払った時とは姿を変え、鍛えられた大剣としてその力を凝縮させてベルフェゴールに牙を剥く。

　並ぶもののないほどに赫かく烈れつな、断罪の炎ほのお。

　煌々たる深紅の大剣にのんべんだらりとした姿を照らし出されたベルフェゴールはにやりと笑って発語した。

「《改竄のブランデイン烙鍵グ・アイロン》――数的分解アナリシス」

　次の瞬間、その存在を焼き払うべくベルフェゴールに向けて落下してきた業火の大剣が、ばらりと解けた。

「なっ」

　ソナは愕然と目を見開いてその様子を見た。情景は確かに視界に捉えられているのに、それが何を意味するのかが理解できない。

　その切っ先から出た糸口をつまんで引っ張っているかのように、大剣がほろほろとその形を持ち崩していく。

　崩れる傍そばから凄まじい勢いで火の粉が溢れていき、ベルフェゴールは赤く煌めく豪雨の中で、そこだけ屋根の下にいるかのような佇まいになった。

　薄汚れた白衣をまとう痩せぎすの体には、火の粉すらかからない。

　鍵盤から離れた部分では、火の粉の奔流を受け止めた床が黒ずみ、壁にも無残な焼け焦こげが残っていた。

　対称性と連続性を重んじていた礼拝堂の装そう飾しよくは見る影もなくなった。

　破は壊かいされた景観を極彩色のステンドグラスの光が照らし出す様子は、異様に不気味で背筋が冷える。

　そんな惨さん状じようの中、防御壁の内にいるソナを眺め遣り、ベルフェゴールは三白眼をどこか残念そうに細めた。

「この様子じゃあ、王様は、まだ真名を使えないのかあ。まあ、でも、無理もないね。魔神の真名を扱うことは、ソロモン王の魔術マギアの神髄だ。やっぱり、ちょっとやそっとでできるはずもないか。三千年ぶりの逸いつ材ざいだから期待したんだけどな」

　薄汚れた白衣をはためかせて、説教台の前に立つ。帯状の鍵盤は宙に浮き上がったまま、ベルフェゴールの周囲に巻きついていた。

「とりあえず教えるけど、今、『ニーナ』が展開してる魔法陣は、ただの防衛機能だよ。魔神を凌駕する魔術師の手によるものだから一応魔神にも効くけどさ。ソロモン王の魔術マギアの論理を知っている相手には効かないよねえ。ほら、分解しちゃったし」

　未いまだに魔法陣を展開しているニーナを眺めて、ベルフェゴールは言った。

　その言葉に、ニーナはぎゅっと唇を噛み締める。そして、両手の先から巨きよ大だいな魔法陣を消し去ると、警けい戒かいするかのように赤い光を揺らめかせた。

（研究されている）

　ソナは、ぞっとした。薬液のような黄緑の眸ひとみに、一瞬、脳まで見透かされたような思いになる。

「――ねえ、三千年ぶりの魔ま術じゆつ師しの王様。俺は、ソロモン王のことを尊敬しているんだ。同じ研究分野の偉い大だいなる先人としてね。偽の真名サイフアーを開発する時は、真名の仕組みを随ずい分ぶん参考にさせてもらったよ」

　モノクルの鎖を指先でつつきながら、ベルフェゴールは言った。

「偽の真名サイフアーはさ、真名のない者にしか施せない。当代七十二柱とか、人間とかね。名無しは、つまるところ白紙の存在だ。その空白のスペースに、名前を書き込むって寸法なのさ。名前は存在の本質だからね。どんな名であれ、持てば誰だって強くなる。無論、その代償として偽の真名サイフアーを知っている俺の支配は受けるけどねえ」

　けらけらと笑いながら、鍵盤に指を走らせる。

　それと同時に、マルコシアスの傍で倒れていたアンネリーゼが動き出だした。華きや奢しやな手が勢いよく跳ね上がって空を切る。

　首元を手刀で狙われたマルコシアスは舌打ちして、瞬しゆん時じにアンネリーゼから距きよ離りを取った。

　その様子を見ていたベルフェゴールが楽しそうに笑う。

「うん、それで正解。その子、素材が素材人間だから能力は君と比べるべくもないけど、三年前より術式が進化してるからさ。いやあ、しかし、人間は本当に脆いよねえ。小さな狼さんクレメルヒエンの時は、直接偽の真名サイフアーを施せたのに、人間はやっぱり無理だったよ。負担がかかり過ぎないように、武器シヨーテルにも機能を分散させてやっとだもんなあ」

「よくも、そんな……っ」

　モールチェが、怒りに声を詰つまらせた。

　杖を掲げる腕が小刻みに震ふるえる。

　防御壁を展開するためだけに使われていた魔力エナジーが、堰を切ったように大量に溢れ出して夕日色の髪を舞い上げた。

　モールチェの姿を目に留めたベルフェゴールは胡乱げに片かた眉まゆを上げると、嘲笑を浮かべて吐き捨てるように言った。

「はは、慈悲の女公爵様グレモリーは黙だまってなよ。悪魔のくせに慈悲だのなんだのと。ねえ、君がそんなだから、小さな狼さんクレメルヒエンが俺みたいなのにたぶらかされるんだよ？　有翼の魔狼マルコシアスなんて、格上もいいところで、手に届かない高たか嶺ねの花だったのにさ。そっちからのこのこやって来たものだからさ、ありがたくいじらせてもらったんだよ」

　その言葉にモールチェが顔を強張らせたその時、ベルフェゴールに唸るような声がかかった。

「黙れ、下衆が……っ」

　アンネリーゼのショーテルを渾身の力で跳ね飛ばし、圧あつ倒とう的てきな魔力マギアで空間を揺らしたマルコシアスが、説教台の前に立つベルフェゴールに肉にく薄はくした。

　その背中から、煤けたような白い棒状の何かが、二本、セーラー服の上衣を突き破って飛び出す。

（あれは、骨か……？）

　ソナは目を疑った。そして、瞬まばたきをして、もう一度確認をしようとしたときには、二本の煤けた骨のようなものはマルコシアスの小さな体の両側に広がっていた。

　それは、骨だけになった翼のように見えた。

　有翼の魔狼マルコシアス――その名の所以を、ソナは初めて知る。

　不完全なの、というモールチェの自然公園での言葉が脳裏に蘇よみがえった。

　確かに、突き出た骨のその色は、焼け焦げたようにひどく黒ずみ、骨組みは無残に歪ゆがんで痛々しかった。完全ではないことが一目で分かる。

　それでも、そこには息が止まるほどの迫はく力りよくがあった。

　一本だけ残ったグラディウスを投げ捨て、マルコシアスは噛みつくように発語した。

「《炎のランス・オブ氷柱・ブレイズ》――――ッ！」

　瞬しゆん間かん、歪んだ骨組みだけだった翼に、清冽に透き通る氷のような刃が生えた。

　それは、鋭利な牙を剥き出すように幾いく重えにも生え揃い、透とう明めいなその色を絶対零れい度どの冷気で白く濁らせた。霜でできた羽毛が蒼白い魔力エナジーを纏って烈然と輝き渡る様子は、背筋が凍るほどに美しかった。

　防御壁の中にいるにもかかわらず、頬ほおの皮膚がぴりぴりとそそけるのをソナは感じる。

　マルコシアスは、氷雪の白さを誇ったその翼から刃を二本引き抜いた。

　そして、それを両手に構えた瞬間、白かったその色が灼熱の炎を帯びて鮮せん血けつを思わせる赤に変わる。

「マルティー、ダメ！」

　防御壁を展開しながら、モールチェが叫んだ。

　瑠璃色のその眸から、とうとう涙なみだが零れ落ちる。

　一度、溢あふれた涙はもう止まらなかった。ぽろぽろと透明な雫が頬を伝い、石造りの床ゆかに水玉模様を描えがき出す。

　主人の命令に背くことなどないのであろうマルコシアスは、この時ばかりはモールチェの言葉を無視した。

　赤く染まったその刃の切っ先が、ベルフェゴールの首元を襲う。

　刹せつ那な、落らく雷らいのごとく凄すさまじい音がしてマルコシアスの小さな体はその場から跳ね飛ばされた。

　その体が宙を舞った瞬間、翼に生えていた氷の刃が、ガラスが割れるような音を立ててばらばらと抜け落ちる。黄緑の魔力エナジーがその体を無尽に走っていた。

「マルティー……ッ！」

　杖を掲げたまま、モールチェがぺたりと床に膝をついた。見開いたその大きな目からは、大粒の涙がこぼれ落ちていた。

　ソナは、なすすべもないままに防御壁の外を凝ぎよう視ししていた。

　怒いかりとも何ともつかない感情に震え出した手を、爪つめを立ててきつく握にぎる。

　軽々と虚こ空くうを舞ったマルコシアスは、やがて着地もできずに床に叩たたきつけられた。その手から赤色に染まっている刃が、からからと回って転がり出る。

　倒れ伏ふした小さな体は、どこまでも十一歳相応だった。

　投げ出された手足はあまりにもか細く華奢で、こんなふうに痛めつけられるのが理り不ふ尽じんにしか思えない。

　その時、ベルフェゴールが口を開いた。

「驚おどろいたねえ」

　その声は、痛みに耐えるように上ずっていた。見れば、ベルフェゴールは首筋からおびただしい量の血を流していた。

「偽の真名サイフアーを施された君は、俺を攻撃することができない……そのはずだったのに。自力でその支配を振り切りかけたのか。さすがはソロモン七十二柱が一、三十の軍団を率いる大侯こう爵しやくのマルコシアス。どこまでも破格だ」

　倒れ伏したマルコシアスはその体にまだ黄緑の魔力エナジーを走らせながらも、どうにか起き上がった。

　飛ばされた赤い刃を拾い、よろめきながらベルフェゴールに向かって疾駆する。

　両手に携えた赤い刃を交差させてベルフェゴールに再び肉薄し、発語をするばかりとなったその時、ショーテルを提げたアンネリーゼがマルコシアスに斬りかかった。

「――――っ」

　刹那、二剣がぎりぎりと噛み合って、火花を散らす。

「ライラヘッドのは、人間用の偽の真名サイフアーを試用するための予備実験だったんだ」

　説教台に寄りかかるベルフェゴールは薄うす汚よごれた白衣を血の赤に染めながらも、その表情を変えずに言った。

　その両手は、改竄のブランデイン烙鍵グ・アイロンに指を走らせていた。

「本実験はさ、俺の開発した偽の真名サイフアーと王様の扱う真名の性能比較をするつもりだったんだけどね。王様がまだ真名を扱えないんじゃあ、仕方がない。想定外に小さな狼さんクレメルヒエンも来てくれたことだし、こうやって最高傑作マスターピースと最新作レイテイストの性能比較をするのも悪くないからさ」

　激しく切り結ぶマルコシアスとアンネリーゼを、目を細めて眺ながめる。

　そして、締まりない口元を歪めると、防御壁の内にいるソナに目を遣やった。

「そうだ。何にもできないでいる眠れる獅子の新王様に、少しご教授してさしあげようか」

　ベルフェゴールの黄緑色の眸にあるのは、気まぐれと興味の色だけだった。

　自分の手の中の世界にしか喜びを見い出すことのない研究者の冷徹な眸。

　その色が、焦燥感でひりつく脳裏にじわじわと沁みていく。

（……力が欲ほしい）

　ソナはただひたすらにそう思った。

　マルコシアスが死闘を演じ、アンネリーゼが自我を奪うばわれている時に、ただ呆然と突つっ立たって自分は何をしているのか。

　ベルフェゴールは、自分よりもソロモン王のことを知っている。

　しかし、初手を封ふうじられて立ちすくんでいる場合ではなかった。

（そもそも、ソロモン王は化け物だ）

　ソナは自分の手のひらを眺めながら思う。

　高位魔神の真名を統べたという魔術師の理論が、偽の真名サイフアーを使う魔神ごときに読み切れるはずがない。

（考えろ、考えろ、考えろ――……）

　ソロモン王の力とは何なのか。

　その答えこそがきっと状じよう況きようの打開に繋つながるのだと、すがるように思う。

「ソロモン王の魔術マギアの根本は、神の言葉とも呼ばれるその魔術言語ロゴスだ。初代高位魔神の真名も魔術言語ロゴスで綴つづられている。対する俺の偽の真名サイフアーの構成子は数字なんだよ」

　ベルフェゴールは改竄のブランデイン烙鍵グ・アイロンを片手間に操りながらソナに向かって説明をした。

　その手が鍵盤を叩くたびに、アンネリーゼの動きが加速し、その刀捌きが鋭くなっていく。対たい峙じするマルコシアスは横薙ぎに唸うなりを上げるショーテルを躱かわし、神速の連撃でそれに応じた。

　激しい剣戟の音と刃の残光で、戦いの場は凄絶に彩いろどられている。

　苛烈さを増していく戦いを見ながら、ソナは焦あせりに唇を噛み締めた。

「数字は、言語と並ぶ魔術マギアの柱だ。言語がその一文字一文字に音と意味を宿すように、数字もその一個一個に因果と意味を宿している」

　ベルフェゴールは、聞く者の耳に毒を注ぎ込むように語り続けていた。

「魔神が元々独自に持っていた真名とは違って、偽の真名サイフアーは数字を組み合わせて作ったものなんだよ。小さな狼さんクレメルヒエンに施したのは『燃焼プレゲトーン』の数列だし、そこの魔術師のお嬢じよう様さまに施したのは、ライラヘッドでの実験と同じ『悲嘆コキユートス』の数列だ」

　モールチェが、殺人現場で探査した悲嘆の思念はこれだったのかとソナは思う。

　その存在に数字を刻み込み、一色の感情に染め上げる――改竄の秘術。

　それが、ベルフェゴールの偽の真名サイフアーなのだ。

「そんなの、間違ってる！」

　その時、ニーナが小さな体に不似合いな凄まじい大声で叫んだ。

　刹那、赤い光が一ひと際きわ大きく揺らめいたかと思うと、その足元に凄まじい大きさの魔ま法ほう陣じんが展開される。

「――――えっ」

　その直径は、礼拝堂の床を全て覆おおい尽くすほどのものだった。

　あまりにも広大な三重の円えん環かんの中央には、ソロモン王の象徴である巨大な六芒星ヘクサグラムがある。

　その全面に、まるで本のページのようにソロモン王の魔術言語ロゴスがびっしりと書き込まれていた。一斉に光り出すその様子は、背筋が寒くなるほどの迫力がある。

（まさか、これ、アッピンの赤い本に記されている文字、か……？）

　足元に書きつけられたその膨大な赤い文字列に、ソナは言葉を失った。

　まるで、空間全体が魔法陣の中に捕らわれたかのようだった。

　魔法陣の上に被さることになったモールチェの防御壁の周しゆう縁えん部が瞬間的に跳ね上げられる。

　膝をついて涙をこぼしていたモールチェが慌あわてて立ち上がり、アルパカの杖つえを高く掲げて防御壁の強度を上げた。

「ニーナッ？　この魔法陣は一体何の……、」

　ソナは隣となりに立つニーナの顔を覗のぞき込んだ。

　見たこともないほど強い光を纏まとったニーナは、ソナの言葉を聞いてはいなかった。

　焔の赤色を映す切れ長の目がぎらぎらと凄まじい輝かがやきを放ち、繋いだ手が触れていられないほど熱くなる。

（燃えているみたいだ）

　ニーナは、紛れもなく怒おこっていた。

　あまりにも激しいその怒りはニーナ自身だけのものではなく、もっと高次の存在のそれのようにも思える。

「真名は、存在を縛るものじゃないし、支配するものでもない！」

　ニーナは、吹きあがる赤い魔ま力りよくに長い髪を揺らめかせながら叫んだ。その切れ長の目は、防御壁の外のベルフェゴールを睨にらみつけていた。

「グランドマスターはいつまでも共にありたいと思ったから、盟友たち一人一人が持っていた真名を見出した。その存在がずっと続いてほしいと思ったから、わたしに彼かれらの真名を記した。全部、彼らが大切な盟友だったから……っ」

　聞いている方が切なくなってくるほどに懸けん命めいに紡つむがれたその声が、刹那、ソナの中に一つの考えを呼び起こした。

（真名は、ソロモン王が作ったものではない）

　魔導書グリモアは、神は世界を言葉によって創り出したと言っている。

　魔神だけが持ち、魂と繋がる最も重い名であるという「真名」は、明らかにその「創造神の言葉」の領域に属するものだ。

　いくらソロモン王が魔神を凌りよう駕がする力を持っていようが、彼は人間である。

　ならば、魔神の存在の本質となる「真名」を創り出せたはずがない。

「……つまり、『ウサギさん、あフーアーユーなたは一体誰？、バニー？』か」

　ソナは、ぽかんとした顔で呟つぶやく。

　ふわふわとしたウサギが群れ集っている情景が一瞬だけ脳裏を過ぎった。

「ソナ……？」

　急に意味の不明なことを言い出したソナをモールチェが心配そうに見上げる。涙の跡が残るその顔を見つめながら、ソナはついに見つけ出した答えを反芻した。




　――ソロモン王の力とは、魔神の真名を探り当てる「誰すい何かの力」だ。




　史的言語学ヒストリカを研究する自分が、言語学の知識を総動員して新種の古典語クラシカの正体を読み解こうとするように。

　三千年前の古の時代に、ソロモン王も強大にして謎なぞめいた魔神たちに惹かれ、後代に謳うたわれることとなるその類まれな魔力エナジーと知識を駆く使しして、彼らの真名を探り当てたのだ。

（――名前を呼んで、その手を携え、共に未来を歩むために）

　ソナがそう考えた瞬間、何かの留め金が外れるような感覚と共に、体の奥底から奇き妙みような熱が込み上げた。

　鋼鉄の羽を震わせるような音を響かせて、足元から勝手に魔法陣が出現する。

　澄すみ渡わたる青の燐光が、空間を染め上げるかのように燦然と輝いた。

　勝手に力が引き出されていく感覚にソナは奥歯を噛かみ締めた。吹き上がる絶大な魔力エナジーが、前まえ髪がみをめちゃくちゃに掻かき乱みだす。

「ソナ……ッ！」

　普ふ段だんの魔法陣とは段違いの輝きに、モールチェが驚きの声を上げた。杖を掲げて防ぼう御ぎよ壁へきを展開するその姿すらも、澄明な青に染まっている。

　ソナの魔法陣の描線は、ニーナが床に展開した巨大な魔法陣をなぞるように広がっていった。

　赤と青の、二色の魔力エナジーは互いを弾き合ったりはしなかった。大きな鈴を振ふるような玲瓏たる音を上げ、より合わさるようにして一つの場所を分け合う。

　そして、その中央の六芒星ヘクサグラムが重なり合った瞬間、より合わさった二色が溶け混じり、魔法陣の全体が紫むらさき色いろに輝いた。

　びっしりと綴られた魔術言語ロゴスもその全すべてが紫むらさきに染まる。

「――お兄ちゃんマスター、これが、グランドマスターが綴った盟友たちの真名だよ」

　赤い光を纏いつかせたニーナが、昂ぶる気持ちを強しいて抑えたような声で言う。足元に広がる魔術言語ロゴスがその言葉に応じるように一斉に揺らめいた。

　魔力エナジーに前髪を舞まい上げながら、ソナは、今は紫に輝く魔法陣を見み遣やる。

　――ソロモン王の「誰すい何かの力」。

　三千年の時を経てさえ、その力は子孫である自分の中に生き残っていた。

　読めないはずの魔術言語ロゴスも、見ていると脳裏でざわざわと思念イメージが結集してくるのを感じる。忘れてしまった幼い頃の子守歌を思い出すかのような感覚があった。

（でも、やっぱり、あの人ソロモンは化け物だ）

　ソナはこめかみを軽く押して、震える息を吐はいた。

　雪崩れ込んでくる知識に、頭蓋が割れそうな凄まじい痛みを覚える。その力は、何の用意もなしに受け止めるには大き過ぎた。

　気を抜くと、脳裏が魔術言語ロゴスで覆い尽くされて意識が遠くなりそうになる。

「もしかしてお目覚めかい？　新王様」

　その時、ベルフェゴールの声が響ひびいた。

　彼は説教台に寄りかかったまま、三白眼を細めていた。この上なく嬉しげにソナを見つめるその顔は、新しい研究対象おもちやを見つけた研究者の表情を浮うかべていた。

「やっぱり君は優ゆう秀しゆうだね。さすがは三千年ぶりの逸材。……そして、エリファス・スタリーの息子だ」

（何で、父さんの名を……？）

　聞こえたその名に、ソナは耳を疑った。

　ずきずきと脈打つ痛みが一いつ瞬しゆん、遠ざかった気がした。

「あれ？　俺おれが父親エリフアスの名前を知っているのがそんなに不思議なんだ。先代は不親切だなあ。何の説明もしてないなんて」

　ベルフェゴールは頭を掻くと、面めん倒どうくさそうにため息を吐いた。

「エリファス・スタリーは、ソロモン王の魔術言語ロゴスの研究者だからさ。その研究資料があるっていうから今回俺はわざわざここエメルシエードに来たんだよ。それが暴食の君主様ベルゼブルたってのお望みだったからね。君主様は、魔術言語ロゴスの読解、もとい、七十二柱の真名の獲得にご執心なのさ。ああ、言っておくと、魔術師崩れの変態ハンバートに『ニーナ』の居場所を伝えたのもその一環なんだ。……まあ、でも、いいや。それより最終実験をしよう」

　驚きのあまり二の句を継げずにいるソナを突き放すように、ベルフェゴールは改竄のブランデイング・烙鍵アイロンに指を走らせた。

　黄緑色の目を細めて言う。

「ソロモン王が見出した真名と、俺の作った偽の真名サイフアー。――どちらの性能がより優れているか、比べてみようじゃないか」

　刹那、増幅された黄緑の魔力エナジーに、アンネリーゼがストロベリーブロンドを舞い上げる。

　ソナの意識は、即座に現実へと引き戻された。

　半月の形に湾わん曲きよくしたショーテルを横向きに握って、アンネリーゼはマルコシアスを斬りつける。横向きに構えたショーテルを振るうたびに、軍服の白いスカートが揺れ動き、薄うす桃もも色いろの髪が鮮あざやかになびいた。

　人々が殺さつ人じん鬼きのことを切り裂き悪魔デヴイル・リツパーと呼んだのも頷ける。

　それは、本当に悪魔に憑かれているかのような姿だった。その大きなつり目はうつろで、唇くちびるは薄く笑みを刷いている。

「――お嬢様！」

　エルンストが、噛み締しめた歯列から漏もらすように悲痛な叫びを上げる。

　一方のマルコシアスは、アンネリーゼと切り結びながらも、その目はベルフェゴールを睨んでいた。正面から顔が見えていないにも関わらず、立ち上る殺気からその様子はすぐに分かった。

　マルコシアスは、満まん身しん創そう痍いだった。

　白かったセーラー服は血で黒ずみ、動きも最も早はや神速とはいかない。

　炎のランス・オブ氷柱・ブレイズを使ったせいで、痛めつけられたその体はふらついてさえいる。それでも振り絞るように蒼あお白じろい魔力エナジーが纏いついていた。

　その姿を見つめるモールチェは色を失くして、唇を噛み締めていた。

　ソナは、足元に揺ゆらめく紫色の魔術言語ロゴスを見つめた。

　偽の真名サイフアーをマルコシアスに施すことができたのは、彼に真名がないからだ。

　つまり、真名さえあれば、マルコシアスは偽の真名サイフアーの呪縛を断ち切ることができる。

（全ては、僕が真名を見出せるかどうかにかかっている）

　頭蓋を締めつけるような痛みに、ソナは奥歯を噛んだ。にやにやと笑うベルフェゴールを睨みつけた後で言う。

「ニーナ、僕は今からマルコシアスの真名を見出す」

　それこそがソロモン王の「誰すい何かの力」を持つ自分にできる最大限だった。

　ソナの言葉にニーナは、大きく頷いた。纏いつく焔ほのおの赤がその量を増す。途と端たん、足元に書き連ねられた魔術言語ロゴスがその色を濃くした。

　大きな鈴を振るような、玲瓏たる金属音が空間を揺るがせる。

　ソナは、自分の体からも凄まじい勢いで魔力エナジーが引き出されるのを感じた。冷たい汗あせが全身から噴き出してくる。

「――――くっ、」

　床に無尽に広がる、紫色の魔術言語ロゴス。

　目まぐるしく羅ら列れつされるその中から、意識を極限まで研ぎ澄まし、魔力エナジーに青く帯電する指先を前に伸のべて、初代マルコシアスの真名を懸命に探す。

　それは、砂の中に紛れている砂金を拾い上げるような行為だった。

　しかし、果て無いように見えて、その砂に埋もれるあえかな煌きらめきをソナは感じ取ることができた。

　ソナは、史的言語学ヒストリカの天才である。

　それは、無意味にも見える文字の羅列から、求める真理エメトを引き出してくる才能に恵まれた者のことを言う。

　激しい頭痛に呼吸を詰まらせながらも、ソナは水色の眸を燃え立たせて魔術言語ロゴスを見据えた。

（天才の名の所以を、王の名の所以を、僕は勝ち取らなくてはならない）

　重さに耐え、逃げずに踏み留まった者こそが、身に負うその名に値するのだ。

　刹那、前に伸べた指先が炎に触ふれたかのように熱くなった。

　魔法陣の中央に並び立つニーナが、身を震わせて苦しげに息を吐く。

（……つかんだ）

　その瞬間、床に連ねられていた魔術言語ロゴスは消滅した。

　きらきらと輝く綴りを捉とらえたソナは、握りしめた指先をそのまま近くに寄せ、それを中央に据えて魔法陣を展開する。

　人間たる魔術師の証である青い色の魔法陣が、花はな咲さくように広がっていく。

　描かれるのは三重の円環に六芒星ヘクサグラム――しかし、そこに魔術言語ロゴスの帯はなく、ただ一つ六芒星ヘクサグラムの中央にマルコシアスの真名があった。

　ニーナがそこに煌めく焔の赤を重ね、魔法陣全体が、再び、深い紫に輝く。

　しかし、脳裏に浮かぶ呪じゆ文もんを詠えい唱しようしながら、ソナは意識が暗んでいくのを感じた。集中の精度が保てず、魔法陣が揺らめき始める。

（魔力エナジーが足りない、か）

　他者の真名を扱うことは、その他者と同等以上の力を持たないとできない。

　初代マルコシアスの真名を扱うには、自分の魔力エナジーは足りないのだろう。

　ソロモン王の力を受うけ継ついでいても、後代に謳われる、魔ま神じんを凌駕するほどというほどの魔力エナジーが自分にはない。

「――お兄ちゃんマスター！　お兄ちゃんマスターっ！」

　魔法陣を支えるニーナが必死に呼んでいる声が微かすかに聞こえる。しかし、意識は滑り落ちるように遠くなっていき、ソナは床に膝ひざをつきそうになった。

（ここまで、きて……っ）

　操られるアンネリーゼの姿が、傷だらけになったマルコシアスの姿が目の裏で明滅する。何もできずに終わることなどできなかった。エルンストの悲痛な声が、モールチェの涙が胸の奥に深々と突き刺ささって、意識を呼び戻そうとする。

　その時、温かな力がじわりと沁み込んでくるのを感じた。

「ソナ、私の魔力エナジーを使って」

　その言葉を合図にして、暗んだ意識がじわじわと力を取とり戻もどす。

（モールチェ……？）

　ソナは重い瞼を押し上げて、すぐ近くから聞こえてきたその声の主を探した。

　モールチェは、ソナの腕うでにぴたりと身を寄せて体を支え、淡あわい橙だいだい色いろの魔力エナジーを放出していた。その優しく柔やわらかな感かん触しよくと温かな魔力エナジーによって、指先に魔法陣が戻ってくる。

　とくん、とくんと腕に触れた部分から心臓の音が聞こえてきた。

「私の魔力エナジー、全部使って。それできっとマルティーを解放してあげられる。アンネリーゼちゃんも助けてあげられる」

　大きな瑠る璃り色いろの目は薄うつすらと熱を帯びて、苦しげだった。魔力エナジーを大量に放出するにしたがって、その柔らかな体がくったりとしていくのが分かる。

「……必ず、マルコシアスに真名を届けます」

　ソナの言葉に、モールチェは眉を下げてふにゃりと笑った。

　温かな夕日色の髪かみが垂れるその顔は、十七歳さいというには少し幼げで、胸が痛くなるほどに可か憐れんだった。細い腕がぎゅっとしがみついてくる。

（絶対に、成功させる。もう二度とこんなに辛つらいことで泣かせたりはしない）

　ソナは、ぴたりと触れ合あうその温もりにそう堅かたく誓ちかった。

　前に向き直ると、ソナに魔力の供給を続けるモールチェの代わりに、エルンストが防御壁を展開していた。

「手伝うのが遅おそくなってご迷惑をおかけしました。スタリー君、後は頼たのみましたよ」

　アンブロジウス伯はく爵しやく家け筆頭魔術師は、その確かな手腕でモールチェにも劣らぬ防御壁を展開してくれていたらしい。

　ソナは感謝の思いで頷うなずくと、自分の役目を果たすべく呪文を詠唱し始めた。

　ニーナと共に展開する魔法陣が、神秘の叡えい知ちを表す紫の光を放った。六芒星ヘクサグラムがその中央に抱いだく真名が静謐に輝き、満身創痍で戦うマルコシアスの姿を照らし出す。

（――届け！）

　頭蓋を叩き割るような痛みをこらえて、そう強く念じた。

　その瞬間、マルコシアスの背に突き出でていた骨の翼つばさが、濃い灰色がかった銀の羽で覆われた。その全長は瞬またたく間まに伸び、猛禽の翼を思わせる巨大さになった。

　それは、蝶の羽化でも見ているかのような光景だった。

　手に携えた赤い刃やいばは、燃える炎を纏った長ちよう剣けんとなり、切り結んでいたアンネリーゼのショーテルを根元から折り取って弾き飛ばした。

　真っ二つに折れたショーテルは、アンネリーゼの手からからんと空虚な音をたてて、落下した。それと同時に、糸が切れた人形のようにアンネリーゼが床にくずおれる。

「お嬢様！」

　エルンストが今すぐにでも駆かけ寄よっていきたそうに叫ぶ。

　マルコシアスはアンネリーゼの動きが止まったことを確かく認にんすると、波打つように長く伸びた銀ぎん髪ぱつを悠然と翻ひるがえして、ベルフェゴールと対峙した。

　銀糸を紡いだようなその髪が、花窓の光に照らされて眩しく光る。

　元より華奢なマルコシアスは、その長い髪のせいで遠目からは背中に大きな翼の生えた少女のように見えた。

　礼拝堂にいるのも相まって、まるで宗教画に描かれる天使のようだ。

　しかし、直後に響いた声は、その聖性の具現のような姿には似合わないものだった。

「どうやら、意趣返しの時間がきたみたいですねえ」

　その全身に蒼白い魔力エナジーを纏いつかせて、マルコシアスは言った。長くくすみない白銀の髪が、風をはらむようにふわりと舞い上あがる。

　天使のような姿はしていても、そこから醸される殺気は、地じ獄ごくの大侯爵の名に相応しく息が詰まるほどに禍々しい。

　その目で睨み据えられたら、どのような心ここ地ちがするものかとソナはぞっとした。

　普段の彼もなかなかに恐おそろしいが、今はその殺気すらが質量を持つかのようだった。

「すごい。すごいね！　これが、真名の力か……。出力範囲は？　負荷はどうなんだい？　制限はかかるのかな？　ねえ、おいでよ。調べてみたい！　解剖して隅すみ々ずみまでデータを取るんだ……!!」

　初代の真名で変容したマルコシアスを前にしたベルフェゴールは、我を忘れたように手を叩いて、その姿に見入っていた。

　三白眼を爛々と光らせ、手を伸ばしてきそうでさえもあるその様子に、マルコシアスは嫌けん悪お感も露わに一言だけ言い放つ。

「本当に救いようのない」

　そして、両手に捧げ持った、二振りの燃える炎ほのおの長剣を交差させて発語する。

「《炎のランス・オブ氷柱・ブレイズ》」

　瞬間、両手に交差して構えた長剣は燃え盛る炎の形はそのままに、その色を赤から青に変えた。

　猛禽のものを思わせる銀色の翼を傲然と広げ、マルコシアスは疾駆した。

　大きな翼がついたにも関わらず、その神速には遜色がない。

　そして、空間を切り縮めたかのようにベルフェゴールに肉薄すると、改竄のブランデイン烙鍵グ・アイロンごとその体を薙ないだ。

　刹那、青い炎が爆はぜるように猛り狂くるい、反応する間もなかったベルフェゴールの体を瞬く間に焼き尽つくした。

　斬撃はベルフェゴールを千々に砕くだけでは収まらず、その凄まじい余波でもって礼拝堂の花窓に大きなひびを入れた。

　誰もが目を見開くその前で、青や黄色、赤や緑の透き通るガラスが燦然と雨のように降りしきった。

　光ひかり輝くその様子は、まるで、この世のものならぬ光景のようだった。

　こうして、偽の真名サイフアーを操あやつったベルフェゴールが極彩色のガラス片に紛れて、戦いは終結したのであった。







エピローグ







　その日、アンブロジウス伯はく爵しやく邸ていの応接間では、長い問答が繰り広げられていった。

「元に戻せ」

「ごめんなさい。でも、あの時は必死で……」

「謝罪も御託もいいから、早く元に戻せ」

「すみません。あの、本当に申し訳ないです……少し時間を置いてもらえば治ると思うので、」

　敬語も忘れ去るほど凄まじい怒りで橙色の猫ねこ目をつりあげるマルコシアスに、ソナは平身低頭して謝り続けていた。そもそも頭を上げようとすると強烈な踵落としでもされかねないので、大人しく頭こうべを垂れているしかない。

　このままでは、応接間の床の模様に異様に詳くわしくなってしまう。そう思い始めた時に、モールチェが横からのほほんと助け舟を出だした。

「マルティー、もうソナを許してあげて。すぐに戻るって話じゃない」

　かちゃりという音から察するに、ティーカップ片手に話しているらしい。

　そろそろ僕ぼくも椅い子すに戻りたいなとソナは空しく思った。用意してもらった紅茶も冷めてしまう。

「すぐにとかそういう問題じゃないんですよ。この状況になっていること自体が許し難いことなんですから」

　未いまだ低くなる兆きざしもない十一歳の声は冷え冷えとして、取りつく島もなかった。

　しかし、そのとげとげしい声に別段怯むでもなく、モールチェは言う。

「でも、時間が経つまで待つしかないわ。真名の一いち時じ付ふ与よの影えい響きようなのでしょう？　もう一度付け直すわけにもいかないし。それに実は私、もう一度だけ見てみたいなあと思っていたの」

「……何をですか」

「マリーちゃんを」

　モールチェがいたずらっぽく答えた瞬間、ジャバッと不ふ吉きつな音がした。

「きゃあっ、何これ！　紅茶が、紅茶が！」

「ご安心を、お嬢様！　吾わが輩はいが一滴残らず防いでみせますゆえ！」

　同じテーブルについていたエルンストとアンネリーゼが驚いたように椅子を引いて、にわかに騒さわぎ出す。

（あーあ、やってるな）

　床で頭こうべを垂れるソナは、流水演武が展開されているであろうテーブル上に思いを馳せた。

　きっと、橙色の紅茶が天井すれすれにまで吹き上がったのだろう。

　あの光景は初めて見た時には心臓が止まる思いをするものである。何だかアンネリーゼとエルンストが気の毒になった。

「アンネリーゼちゃん、エルンストさん、驚かせてごめんなさい。ほら、マルティー、紅茶で遊んだらダメよ。またカップを割ってしまったら困るもの」

　モールチェが、相変わらずちょっと困ったような呑のん気きな調子で注意をする。

　何も分かっていない天然の主人に、マルコシアスは苛いら々いらとため息を吐いた。

　その時、黙だまって様子を見ていたらしいニーナがおずおずと言った。

「……あの、マルティーくん。お兄ちゃんがごめんね。わたしもまさかお兄ちゃんが真名の男性形と女性形を間違えるなんて思ってなかったから……お兄ちゃん、ケアレスミスとかしない方だし」

　本当に申し訳なさそうなその口調に、マルコシアスはまたしてもため息を吐いた。

　ニーナから視線を移し、謝罪の姿勢を取るソナに向かって思うさま舌打ちをした後で言う。
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「妹を使ったところで絆ほだされるとでも思ってるんですか、あなたは。とりあえず、話が進まないので椅子に座ってください」

（べつにニーナに頼んだわけじゃないんだけどな）

　色々と言いたいこともあったが、とりあえずソナは全てを呑のみ込んでおいた。ようやくお許しが出たので、ニーナの隣の席に着く。

　向かいの席にはマルコシアスが座っていた。

　その姿にソナは内心、どうにも感心してしまう。

（……相変わらず、だな）

　目の前に座っているのは、長い銀髪をツインテールに結ゆい上げた幼い少女だった。

　斜ななめに切られた前髪の下に覗くのは大きな橙色の猫目だ。

　人形師が丹精したような顔立ちは、今は凄まじい不ふ機き嫌げんを映している。

　ベルフェゴールを倒たおす際に、ソナがマルコシアスに一時的に付与したのは初代マルコシアスの真名だった。しかし、その真名を見出す時に、ソナはどうやら人称固有名詞の男性形と女性形を取り違えたらしかった。

　それでも付与ができてしまい、初代マルコシアス並みの力が発揮できたまではよかったが、問題はその後に発生した。

　真名の一時付与の影響が残り、マルコシアスは少女の姿のままでいることになったのである。

「それでいつ治るんですか、このバカげた状態は」

「分からないです……」

　答えた途端に、まなじりが裂けそうな怒いかりの目で睨まれる。

　少女の姿になった途端にこれ幸さいわいと主人に飾かざり立てられたマルコシアスの心情は確かに察して余りあった。

　くるんと毛先の巻かれたツインテールやフリルとリボンの愛らしい水色のドレスなどを見ていると、ソナもさすがに申し訳ない思いでいっぱいになる。

「でも、初代マルコシアスの真名が重すぎて、わたしとお兄ちゃんとモールチェさんで魔力エナジーを合わせても一時的な付与がやっとだったから、すぐに治るはずだよ。完全に付与したわけじゃないから」

　ニーナが横からとりなすように言った。

　その時、アンネリーゼがためらいがちに口を開いた。

「……あの、やっぱり二人が魔神っていうのは本当なの？」

　モールチェとマルコシアスを控ひかえめに見遣って、首を傾かしげる。

　エメルシェード殺人事件――切り裂き悪魔デヴイル・リツパーと呼ばれたその殺人鬼が魔神だったことを説明されたアンネリーゼは、どうしてもそれを実感することができないでいるようだった。

　そもそも、ヘルメスの翼の魔ま術じゆつ師したちには、魔神が実在しているという実感がない。

「うん、私もマルティーも魔神なの」

　不安そうな顔をするアンネリーゼに、モールチェはほんわかと笑って見せる。

（それだと、余計信じられなくなるんじゃないか）

　ソナは何となく心配になる。

　くるんと巻かれた夕日色のサイドテールに、大きくて丸い瑠璃色の目。人懐っこい表情を浮かべるモールチェは、どうしても十七歳の少女以外の存在に見えない。

　初召しよう喚かんの時にどれだけ肝を冷やしたかとソナは遠い目で思いを馳はせる。

「私は、ソロモン七十二柱の魔神の一人、地獄の公こう爵しやくであるグレモリーの四十八代目よ。マルティーは、同じくソロモン七十二柱の、地獄の大侯こう爵しやくであるマルコシアスの四十五代目」

「グレモリーとマルコシアス……」

　モールチェの言葉を聞いたアンネリーゼは、確かめるように繰り返してからゆっくりと頷いた。

「二人とも今回は事件の協力ありがとう。ヘルメスの翼の主宰レクスとしてお礼を言います。本当に助かったわ」

　真しん剣けんな目をしてそう言うその姿は、凛り々りしく誠実だった。隣に座るエルンストが誇らしげに十六歳の主人の姿を見つめていた。

「それで、切り裂き悪魔デヴイル・リツパーはベルフェゴールという魔神だったのよね。なぜ、その魔神が、わざわざセント・リーヴルに、しかも王都エメルシエードに来たのかしら。ヘルメスの翼に何か関連することがあったりはするの？」

　アンネリーゼは眉まゆ根ねを寄せて言った。王都を守る魔術師たるヘルメスの翼の主宰レクスとして捨て置けない問題なのだろう。

（そうだ。ベルフェゴールが王都に来た理由……）

　ソナは、その瞬しゆん間かん、重大なことを忘れていたことに気づいた。

「父さん……」

　ベルフェゴールは父エリフアスについて言及していた。

　ソナは記き憶おくを手繰って、その言葉を思い出す。

　――エリファス・スタリーは、ソロモン王の魔術言語ロゴスの研究者だからさ。その研究資料があるっていうから今回俺はわざわざここエメルシエードに来たんだよ。それが暴食の君主様ベルゼブルたってのお望みだったからね。

「父さんの研究資料を探すために、ベルフェゴールは王都にきたのか」

　呆ぼう然ぜんと呟いたソナにアンネリーゼが言った。

「エリファス・スタリー氏の研究資料なら、ヘルメスの翼の蔵書になっているけれど」

「えっ」

　思わず、声を上げたソナにアンネリーゼは意外そうに言った。

「ダンスをした時に、話したでしょう？　エリファス・スタリー氏の史的言語学ヒストリカの研究資料がヘルメスの翼の蔵書になっているって」

（そうだ、確かにアンネリーゼはそう言っていた）

　ソナは、ようやく繋がった事実に背筋が冷えてくるのを感じた。一体、自分の父親は何者なのかと疑念が渦巻いていく。

「それはぜひとも持って帰らないといけませんね」

　少女の姿をしたマルコシアスが、橙色の大きな猫目を光らせて言った。


＊



　数日後、ソナたちはアンブロジウス伯爵邸を辞することになった。

　城じよう館かんを出る少し前に、いつも通りに白い軍服を着たアンネリーゼが、言いづらそうに視線を泳がせながらソナを呼んだ。

「――ソナ、少しだけ話をしたいのだけれど」

　そう言うその顔は、林りん檎ごのように赤かった。ダンスの時もそんな顔をしていたなと首を傾げながら、ソナは早足で歩いていくアンネリーゼの後を追った。

　なぜか歩いていく途と中ちゆうで、膨れ面のニーナに、お兄ちゃんのバカと小さな声で怒られた。更さらにモールチェにも何やら意味深な笑え顔がおを浮かべられ、心臓がはねる。

（何なんだろう、一体……）

　アンネリーゼが向かったのは、礼拝堂の眺ながめを望むバルコニーだった。初夏の青い空を背にして、アンネリーゼは口をへの字にして黙り込む。

「アンネリーゼ？」

　ソナはその顔を覗き込むようにして、声をかけた。ニーナと同じくらいの背せ丈たけを見ていると、何となく庇ひ護ご欲を煽あおられてしまう気がする。兄の性さがだろうか。

　ちらと目を上げたアンネリーゼは、ソナと目が合うと、眉根を寄せてきゅっと唇を噛んだ。そして、怒ったように目を逸そらしてから、ぽそりと言った。

「ソナは、グラマー・スクールの時の私のこと覚えていないのでしょう？」

「……あ、ええと、はい。すみません」

　気まずくなったソナはとりあえず謝った。

　そもそも、グラマー・スクールのことは強いて忘れようとしてきた。それに学友という存在が居なかったのも手伝って、同級生の顔をほとんど覚えていない。

「いいわよ、もう。どうせ眼中になかったんでしょう。私ね。グラマー・スクールにいた時、あなたのことがずーっと……」

（え……っ）

　林檎のように真っ赤な顔で、恥はずかしそうに言葉を紡ぐアンネリーゼにソナは図はからずもどきどきした。ここまでくるとさすがに疎うとい自分でも答えを予測できてしまう。

　真っ青な空の下で、アンネリーゼはどうにか思い切るようにしてとうとう言った。

「ずっと、ね……大っ嫌いだったの」

「ええっ」

　出てきた言葉が予想外だったため、ソナはとりあえず絶句した。

（さすがに面と向かって大嫌いって言われたのは初めてだな……）

　どう反応したらいいか分からず、呆然としたまま立ち尽くす。

「だって、ソナはずっと一番だったでしょう」

　ふうと息を吐いた後で、真剣な顔をしてアンネリーゼは言い募った。

「私も一番が欲しかったの。アンブロジウス伯爵家の当主は代々グラマー・スクールの首席だったから」

　青みがかった灰色の眸ひとみは、ソナをまっすぐに見ていた。

　ツーサイドアップにしたストロベリーブロンドの髪が、緩ゆるやかな風に揺れている。

　日光にきらきらと透すけるその淡い桃もも色いろが、とても綺き麗れいな色であることをソナは初めて知ったような気がした。

　大きなつり目を瞬まばたいて、アンネリーゼは口を開く。

「私、頑がん張ばったのだから。夜もろくろく寝ねないで勉強を続けたし、図書館に籠こもって山のように本を読んでみたりだってしたの。ずっと、次席だったのよ。あなたさえいなければ、首席は取れたの！　本当よ！」

　悔しそうに言う様子は、何だか幼げで少し可愛らしかった。

「だからね、私はずっとあなたのことを追いかけていたの。一番が欲しくて、あなたの前に立ちたくて。ねえ、グラマー・スクールにいた時、ずっとつまらなそうな顔していたでしょう。あとは、不安そうな顔。また、それがとっても……」

　思い切りためるように言葉を切ったアンネリーゼに、ついソナは言った。

「――大嫌いだった？」

「そうよ！　そういうところがむかついて、……気になって、しょうがなかったの。一番なら、指をさされたって堂々としていればいいのよ。だって、それだけ優れているのだから！　何で黙って暗い顔なんかしているのよ！　わたしばっかり、いらいらしておかしいじゃない……っ！」

　アンネリーゼは、勢いよくそう言うと、にわかに黙った。短いスカートの裾すそを引っ張りながら、今度は少し小さな声で言う。

「――堂々としていればいいの。二番の私のためにも」

「あ、えっと、はい……これからは、そうします……？」

　よく分からないままにソナがとりあえずそう答えると、アンネリーゼはますます赤くなった。ぎゅっと小さなこぶしを握にぎると、うつむきがちに言う。

「ねえ、今回も負けてしまったけど、私、諦めないわよ」

　それがアンブロジウス伯爵邸に来たばかりの頃ころの、手合せの話だと分かるまでに、ソナはしばらく時間を要した。

「別に、あれは負けたっていうほどじゃ……」

　雷らい吼こう伯はくの雷鎚ウオーハンマーの凄まじさを思い出したソナがそう言いさしたのを、アンネリーゼは首を振ふって制した。

「――負けたのっ！　だから、次は覚悟していて頂ちよう戴だい。今度こそ、私が勝つのだから」

　風に淡い桃色の髪をそよがせて、アンネリーゼは言った。大きな灰色のつり目は、心なし潤うるんでいるように見えた。

「約束」

　小さな手を差し出して、言う。

（これが、言いたかったのか）

　ソナは、ようやくそう悟さとった。

　雷吼伯の雷鎚ウオーハンマーを出力していたとは思えない小さな手を、そっと握る。その手は緊きん張ちようしているかのように熱くて、何となくどきりとした。

　上うわ目め遣づかいにじっとこちらを見るその大きなつり目を見つめて、言う。

「また、来ます」

　こうして、ストロベリーブロンドの髪をそよがせた小さな雷吼伯と別れを交かわし、ソナはエメルシェードを後にしたのだった。


＊



　バアルにエメルシェード殺人事件についての報告をしてきた後、バーミリアの自宅にソナたちは戻ってきた。

　いつものように、テーブルには人数分のティーカップとお茶ちや請うけのマカロンが載のっていた。戦勝祝いとでもいうのか、マカロンは若じやつ干かん豪華な様子になっていた。彩り鮮やかな生き地じの間にふんわりしたクリームや果肉がはさんである。

　あいかわらずの茶会の雰ふん囲い気きの中、少女から少年に戻ったマルコシアスが、ダージリンに口を付けながら言った。

「どこかの大バカのせいで、ドレスを着たままルシファー阿あ呆ほう閣下にまみえることになるかと思いましたよ」

「……すみませんでした」

　三日ほど少女の姿でいたマルコシアスには文句を言われてもしょうがない。

　大バカと言う言葉がすこぶる癇に障ったものの、ソナは仕方なく謝っておいた。

「でも、たしかに阿呆閣下に会う前に戻って良かったわねぇ。そんなことになっていたら絶対ちょっかいをかけられていたわよ。マリーちゃんは可愛かわいいもの」

　どうにも呑気に言うモールチェに、マルコシアスはうんざりとした顔をした。

「その呼び方、やめてくださいって言いましたよね」

　モールチェはマルコシアスの言葉に頷きながら、フランボワーズのマカロンをもぐもぐと頬ほお張ばっていた。瑠璃色の目はクリームまで淡いピンクに染まったマカロンしか見ていない。

　マルコシアスはため息を吐ついて、話を進めた。

「まあ、いいです。それより、バアル東王元げん帥すいも言っていたことですが」

　ソナは一応居住まいを正して話に聞き入った。この話は、ソロモン王の末まつ裔えいたる自分にも関係がある。

「今回のベルフェゴールの件も、そして、前回のハンバートの件も、大元にはベルゼブルがいたということはかなり危機的状じよう況きようだということですね。魔王閣下ルシフアー、もとい、我々七十二柱を本格的に排はい除じよしようとしてきている。そこにあなた方もしっかりと巻き込まれている格好です」

　マルコシアスの橙色の猫目は淡たん々たんとした色を浮うかべていた。その言葉にニーナが心配そうな顔をして、隣となりにいるソナの袖そでをそっとつかんだ。

「また、こういうことが起こるということか」

「まあ、そうでしょうねえ。こういうことが起こるたびに、こちらも呼び出されるでしょうし」

　マルコシアスはあっさりと頷く。

　平和な日常が駆け足で通り過ぎていく感覚に、ソナは言葉を失った。

　ニーナが攫さらわれてからというもの、全すべてが急展開であり、どんどん困難な事態に巻き込まれていく気がする。そう考えたところでソナは首を振った。

（いや、知らなかっただけで、元々こうだったのか）

　初めから自分はソロモン王の血を継いでいたのだし、ニーナもその身の内に真名を収めていた。

　どうあれ、結局は同じ状況に巻き込まれていく運命だったのだと、半ば諦めの気持ちで思う。遅かれ早かれということか。

　その時、ティーカップを置いたモールチェがおもむろに言った。

「ねえ、ソナ。私ね、召しよう喚かん契けい約やくに一つ項目をふやしたらどうかなって思ったのだけれど」

　大きな瑠璃色の目を瞬くモールチェに、胸に不安を抱かかえつつソナは問うた。

「……何の項目をですか？」

「現ソロモン王のソナを、現七十二柱のグレモリーの私が守護するっていう項目」

（それって……）

　思わず目を見開いたソナに、モールチェは柔らかに微笑ほほえんで言った。

「今まで思いつかなかったのが不思議なくらいよね」

　夕日色のサイドテールが、いつものようにくるんと揺ゆれる。たった十七歳の少女である四十八代目のグレモリーは、胸に沁みるように温かな表情を浮かべていた。

「運命みたいだなって思ったの。だって、ソロモン王って三千年前の話でしょう。グレモリーだって四十八代目だし。でも、今はこうやってみんなでマカロンを食べているの」

　運命という言葉にそんな使い方があることを、ソナは初めて知った気がした。

（本当に、この人は不思議な言葉を使う）

　十六歳になってから突とつ然ぜん降ふって湧わいた、ソロモン王の血を継いでいるという事実は、ひたすらに重くて、力やら責任やら、厄やつ介かいで義務的なものの集合体でしかないような気がしていた。

　でも、違ちがう見方をすれば、それは絆なのだ。

　自分とニーナが繋がっているように、モールチェと自分も繋つながることができる。

「まあ、宿命じみてはいますがね」

　マルコシアスが冷めた声で言った。

「マルティー、私、その言い方はなんか嫌だわ」

　モールチェが、むうとうなって眉まゆを寄せる。

「あいすみませんねえ。で、召喚師さんは召喚契約に項目を足すんですか、足さないんですか。これだけのことにどれだけ時間かけるつもりなんです」

　羽虫と呼ばなくなったマルコシアスに目を丸くしながら、ソナは言った。

「項目を、足します」

　こうして、ソナはモールチェとの間にソロモン王とグレモリーとしての契けい約やくも結ぶことになったのであった。


＊



「じゃあまた、今度も一週間後ね」

　契約更新後、魔ま法ほう陣じんの中に入ったモールチェはひらひらと手を振った。マルコシアスがいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらでその隣に立っている。

「あのね、モールチェさん、お兄ちゃんとの契約、項目足してくれてありがとう」

　ニーナが嬉しそうな顔で言った。長い睫毛まつげを揺らすと、すこしだけ気恥ずかしげに笑う。

「これで、盟友だね」

　そう言って手を差し出すニーナに、モールチェは目を輝かせた。

「まあ、本当ね、盟友だわ！」

　なぜかテンションの上がったモールチェと楽しげに握手を交わした後、ニーナはマルコシアスの方に向き直る。

「マルティーくん、盟友」

　アイスグリーンの眸を煌きらめかせて手を差し伸べるニーナに、眉根を寄せたマルコシアスはとりあえず言った。

「そんなに嬉うれしいなら、まあ、いいんじゃないですか」

　それでも、どうにか握手は交わす。中身はどうあれ十一歳の少年と、十四歳の少女が握手をしている光景は心和なごむものがあった。

　その様子をにこにこしながら見ていたモールチェが、ソナに言った。

「じゃあね、ソナ、ごきげんよう」

「はい、また、一週間後に」

　ソナがそう言った時、何かを思い出したらしい顔でモールチェが魔法陣の描線間際に近づいてきた。

「ちょっと、忘れ物」

「――え？　どれですか、ニーナに取ってもらって……」

　何を忘れたのだろうかとテーブルの方に視線を移したソナに、瞬間、モールチェがぴたりと身を寄せた。

「なっ」

　ソナが言葉を紡ぐより先に薄うす桃もも色いろの唇くちびるがふんわりと頬に触ふれる。

　それは本当に一いつ瞬しゆんのことで、すぐにモールチェは魔法陣に戻もどった。再び見た時には、大きな瑠璃色の目がいたずらっぽく笑っていた。

「こないだは額だったでしょう？　だから今度は頬なの」

「説明になってないでしょうが！　どういう理由ですか、それは」

　天然の行動が読み切れなかったらしいマルコシアスが殺気立つ。

（やばい）

　その橙だいだい色いろの猫目がぎらりと光ったのを見たソナは防衛本能から、召喚解除の呪じゆ文もんを唱え始めた。

　瞬間、ふわりと薄荷の香かおりの白煙が立ち上り、空間を覆おおい尽くす。そして、聞き慣れたポンというクラッカーのような音がすると、すでにモールチェとマルコシアスの姿は消えていた。

「ああ、もう……」

（何でまたこういう不意打ち……）

　頬を押おさえて、ソナはぼんやりと椅子に座すわり込む。どこまでもモールチェには翻ほん弄ろうされっぱなしだった。天然に太刀打ちするすべはない。
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「……盟友だからって、大目に見たりしないもん」

　ニーナが膨れ面で呟つぶやく横で、一週間後どんな顔をしてモールチェに会ったらいいかをソナは考え込んでいた。

（あ、こんどこそマルコシアスに殺されるかもしれない）

　こうして結局、いつものように一週間後が、怖こわいような待ち遠しいような気持ちになっていたのであった。







あとがき







　こんにちは、百もも瀬せヨルカです。

『ヘルプリンセスと王統ソロモンの召しよう喚かん師し２』をお読み頂いただき、ありがとうございます。

　あとがきを書かせて頂くのもこれで二度目となりました。

　まずは、相変わらずの、頼りない主人公ソナにお付き合いくださって本当にありがとうございます。作者でさえも書きながら、「ほら、しっかりせい！」と、時とき折おり、叱しつ咤たしてしまう彼ですが、広いお心で温かく見守って頂けましたら幸いです。

　新しく出てきたアンネリーゼも併あわせて、どうぞよろしくお願いします。


＊



　私事なのですが、先日、あくびをした際、右みぎ顎あごから異音がしました。

　何と言いましょうか、「コゥッ」というような、なかなか小気味よい感じの音でした。パソコンを前にしてだらけ切っていた全身に、衝撃と戦せん慄りつが走りました。

　結局、最も寄よりの整形外科で、何とも気さくなお医者さんに診て頂き、見事「顎がく関かん節せつ症しよう」の称しよう号ごうを頂ちよう戴だいしました。

　痛みもなく、顎が鳴るだけの私がそんな称号を頂いていいのかなーと思いましたが、あっさり太たい鼓こ判ばんを捺おされてしまい、少ししょんぼりしました。

　説明冊さつ子しを読んだところ、頬ほお杖づえが良くないとのことです。

　意識してみると、自分がよく頬杖をつくことに初めて気づきました。

　そこで、安定を求めてついつい顎下に誘われる右手を押さえ、脳裏にモールチェを思い描き、ちょっと妄もう想そうをしてみました。

　きっとヒロインたる彼女ならば、にっこり笑って私にこう言ってくれるはず。

　唇くちびるをきつく噛かみ締めるソナに言うように柔やわらかな調子で、

「そんなに頬杖ついていると、顎関節症になっちゃうわよ」、と。

　……あれ？　どうしよう、あんまり萌もえないですね。

　多分、私がすでに顎関節症になった後なのが悪いのかもしれません。できれば、モールチェには、もう少し前に言ってほしかったなあと思いました。

　すみません。不安のあまり、長々と無む駄だな文章を書いてしまいました。これからは公こう爵しやくたる彼女を見習って、私も大口を開けず小鳥のようなあくびを目指します。


＊



　ここから、謝しや辞じに移ります。

　１巻から引き続き、担当をしてくださったＫ様。多大なるご迷惑をおかけして、本当にすみません。どこまでも遅ち筆ひつで手のかかる私に、辛しん抱ぼう強く付き合ってくださり、本当にありがとうございます。この先も何なに卒とぞよろしくお願いします。

　今回も、とても可か憐れんなイラストを描いてくださった空そら維い深しん夜や様。データを送って頂くたび、狂きよう喜き乱らん舞ぶしていました。

　そして、この本を読んでくださった皆様。ありがとうございます。ソナたちの物語を通して、少しでも楽しんで頂けたなら、大変うれしく思います。

　それでは、またお目にかかれる日を楽しみにしています。


百瀬ヨルカ
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




百瀬ヨルカ先生／空維深夜先生
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